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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







おおかみさんプロローグでちょっとばいおれんす

おおかみさんストーキングのち告白される

おおかみさんようやくりょうしくんに気づきりんごさん悪だくむ

おおかみさんおはなしを聞いてとても怒る

おおかみさん王子様にエスコートされる

おおかみさんりょうしくんが仲間になるのを認める

おおかみさん灰かぶりに協力し恋する乙女のすごさを目撃する

おおかみさん竜宮城に連れられて行き乙女心に深い傷を負う

おおかみさん白馬の王子様とダンスを踊る

おおかみさん噓をつく

うそつきおおかみさんとりょうしくん

あとがき
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　　　おおかみさんプロローグでちょっとばいおれんす




「クソがふざけやがって」

　そんな品性のかけらも知性の片へん鱗りんも感じられない叫さけび声ごえが、人気のない路地に響ひびいた。

　声の主は叫びとともに無む駄だに大きな動きで拳こぶしを振ふり上げる。

「おいおい、もう少しひねれよ」

　そのあきれたような声と鈍にぶい打だ撃げき音おんが一つ。

　ひねりがないと断言された男は、その音とともに見事に吹ふき飛ぶ。

　男は台詞せりふだけでなく服装にもひねりがなかった。さらには吹き飛び方にもひねりがなかった。ついでに言うなら地面にはいつくばるその姿にさえひねりがなかった。男はどう見てもちんぴらＡとしか評せないような小物っぷりを全身から発散しまくっていた。

「くっ……ちくしょう」

　どうにか身を起こしたちんぴらＡだが、鼻を押さえてそのままうずくまる。

　相当な衝しよう撃げきを受けたか、鼻を押さえた手の間からは血がしたたり落ちてくる。その血を見たちんぴらＡは憎ぞう悪おに瞳ひとみを濁にごらせて自分を殴なぐり飛ばした人物を見上げた。

「大おお神かみぃ……女のくせにしゃしゃり出てくんじゃねえよ」

　大おお神かみと呼ばれた少女は、男を完全に見下した表情で言う。

「おいおい、女のくせにかよ。それを言っちゃあお終しまいだろう、特におまえが。じゃあ聞くが、その女にやられてるてめえはなんだ？」

　はんっと鼻で笑いながら少女……大神さんは腰こしまである不ふ揃ぞろいな茶色の髪かみを揺ゆらす。

「ぐっ……うるせえよ。そんな凶きよう器きも使いやがって」

「オレはかよわい女なんだから別に使ったっていいだろうが」

　大神さんはそう言って拳こぶしを突つき出す。その拳に付けられているのは俗ぞくにいうメリケンサック。だがそれは、制作者の正気を疑いたくなるような代しろ物ものだった。

　拳の先に、それを覆おおい隠かくすほどの大きさのネコの顔が付いているのだ。

　左右の拳に付けられたそのネコ顔は、裏の指をはめる部分を折りたたむと、一つにまとめることができる構造になっている。さらにネコ顔にはチェーンを留めるところがあり、鞄かばんに付ければ少し大きなネコ顔キーホルダーといった感じになる。これにより、女の子にも持ち歩きやすくなっている。いつでもどこでも持ち歩ける女の子のための護身用具……というのがこれのコンセプトらしい。これを企画発案作製した人間は多分お頭つむの方がどうにかしていたに違ちがいない。これの開発者は大神さんの先せん輩ぱいなのだが、実際そんな感じ。

　そんな素す敵てきアイテムを大神さんが持っている理由は、「こんなかわいいものオレが持てるか～」とごねる大神さんに友人が「だめですの！　これ付けないと、涼りよう子こちゃんの手が傷ついちゃいますのよ！」と無理矢理持たせたため。だが、実を言うと大神さんはこれをちょっとだけ気に入っていた。もちろん口には出さないが。

　ちなみにこれの名前、ねこねこナックル。創そう意い工く夫ふうとか意外性とかその辺りを一週間ぐらいかけて教授したくなるほどひねりがなく、かつ恥はずかしい名前だった。

　まあそんな微び妙みような誕生秘話はともかく、制作者はこれで殴なぐられた相手がどうなるかは考えていなかったらしい。いや、考えていたからこそこんな形にしたのか。そう、これにはある副次的な効果が備わっていたのだ。

　要するに…………哀あわれにもちんぴらＡの顔にはネコ型の痣あざがついていた。特に両りよう頰ほほには、くっきりはっきり。

「にゃ～ん」とか吹ふき出だしを付けたくなるようなデフォルメされたかわいらしい猫ねこが顔に張りついた現状では、いくら凄すごもうともただの可か哀わい想そうな人にしか見えない。

　しかしその可哀想なちんぴらＡは、自分の可哀想さに気づかず勝ち誇ほこったように顔を歪ゆがませる。

「かよわいだぁ？」

　これが笑い顔だと気づく人間がどれだけいるだろうか。そんな下げ卑びた表情を浮かべるちんぴらＡ。だが……その不快感を与あたえる表情がネコ型の痣で絶ぜつ妙みような感じに中和され、いったいどういうリアクションをとればいいのだろう？　と見た者に考えさせてしまうほど微妙な感じになってしまっていた。

　大おお神かみさんはその顔を見ながら、もう一つくらい痣あざをつけたら親しみを持てる顔になるかなと考えているとちんぴらＡが口を開いた。

「はっ…………そんなことは女らしい胸してから言いぶほぁ」

　言葉の途と中ちゆうで拳こぶしのネコがめり込む。今までで一番体重の乗った会心の一いち撃げき。ちんぴらＡは先ほどよりも派手に吹ふっ飛んだ。ごろごろと三回転ぐらいしてようやく停止。気がつけば大の字になって空を仰あおいでいたちんぴらＡ。学生服着て夕方に土手かなんかでこうなっていればとても青春なのだが、うらぶれた路地裏ではただの人生ロードの落らく伍ご者しやだ。

　と、それはともかく顔にネコの痣一個追加。しかし、青黒く腫はれ上がったそのネコ型の痣からはとてもじゃないが親しみはわきそうにない。痣はネコ型のかわいらしいものから、何か手て遅おくれっぽい猫ねこの呪のろいという感じになってしまっていた。

　そんなちんぴらＡには目もくれず、大神さんは会心の一撃を繰くり出した格好のまま口の中でぶつぶつと文句を言う。うつむいたその顔は前まえ髪がみで見えないが、全身から発している怒いかりのオーラは、ここに第三者がいたとしたら間違いなく回れ右をして大神さんから一メートルでも離れようとダッシュするほどすさまじかった。

「ちくしょう、黙だまれ、ふざけんな、てめえに言われるすじあいはねぇ。だいたいてめぇら男は……」

　乙女おとめにあるまじき言葉遣づかいでぼそぼそ愚ぐ痴ちっている大神さん。どうやら、ちんぴらＡは触ふれてはいけないものに触れてしまったらしい。

　そんな天下の往来から少し外れた路地裏で危険物と化した大神さん。

　まずは何が大神さんの逆げき鱗りんかを説明するために、大神さんの容姿を簡単に説明しよう。

　大神さんは背が高い。そのスラリと引き締しまった長身は、身体からだを動かすことを日常としている人間特有のしなやかな筋肉につつまれ余分な脂し肪ぼうも全くない。

　大神さんは顔もどちらかといえばまあまあ整っている部類に入る。顔つきがきついので、好き嫌きらいは分かれそうだが。目つきの悪さと、伸のびきったぼさぼさの長ちよう髪はつさえどうにかすれば、スレンダーな美人で通るかもしれない。

　……が、大神さんの身体は、いかんせん女性的な魅み力りよくの何割かを占しめてしまう重要な部分の質量が圧あつ倒とう的てきに欠けていた。その身体の線には女性的な曲線が皆かい無むだった。余分な脂肪だけでなく、必要な脂肪もなかった。要するに……絶望的なまでに胸がなかった。それ故ゆえに大神さんは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、洗せん濯たく板いた、あれっこれ背中？　などと揶や揄ゆされ……




　シュバッッ




　……るなどということはなく、そのスレンダーな肢し体たいが持つ将来性の高さは誰だれもが認めることでしょう。

　なぜか天に拳こぶしを突つき上げている大おお神かみさん。雲の切れ間から落ちた日の光に照らされながら大神さんは、神をも殺さんという激しい瞳ひとみで空を睨にらみつける。その姿は勇ゆう壮そうでまるで神話のワンシーン。要するに……とても怖こわかった。

　そんな近寄りがたいオーラをまとう大神さんに、いつの間にか側そばにいた少女が聞いた。

「涼りよう子こちゃん、何してるんですの？」

「いや、なんかものすごくむかついた」

　本能全開、身体からだの前でねこねこナックルをガチガチと打ち合わせながら、ぐるぐると喉のどの奥から唸うなり声を漏もらしている大神さん。

　そんな大神さんに少し引きつつ少女は大神さんをねぎらう。

「……そうですの。まあ、それはともかくご苦労様でしたのよ」

「ま、仕事だしな。それでりんご、これどうするんだ？　ちょっとやりすぎた」

　これと指さされたのは動かぬ生なま物ものと化したちんぴらＡ。

「そうですの……」

　りんごと呼ばれた少女は少し困った顔でかわいらしく指を頰ほほに当て考え込んだ。

「とりあえず起きてもらうことにしますの。もしもーし、生きてますの？」

　少女は男の側にしゃがむとゆさゆさと揺ゆする。
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「うっ……ぐっ……」

　呻うめきながらもようやく復活したちんぴらＡ。

　あまりの情けない姿に普通なら「おお、ちんぴらＡよ死んでしまうとは情けない」などと話しかけるところだろうが、少女は朝焼けの中勇者を起こす母親のような、ちんぴらＡにはもったいないほどの暖かさで微笑ほほえんだ。

「おはようですの」

　おかげで男は生物からちんぴらＡに再びジョブチェンジし暖かく目覚めを迎むかえることができた。

「……あ？」

「あっ、初めましてですの。私、赤あか井い林りん檎ごと申しますの。それでですの、先ほど涼りよう子こちゃんが簡単に説明したと思いますけど。あなたにお願いがあって来ましたの中なか田た一いち郎ろうさん」

「……」

　寝ね起おきに目の前で微笑む妙みようにフレンドリーな少女に面食らってしまい言葉がないちんぴらＡ。どうやら、突とつ発ぱつ的な出来事にも弱いらしい。が、次の一言で我に返る。

「御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会の方から。……あなたには御伽銀行と言った方がわかりやすいですの？」

　りんごさんのニコニコがニヤリへと変わる。

「大おお神かみ聞いてねえぞ!!」

　その名めい称しように顔を青ざめさせた男は大神さんに文句を言う。

「……涼子ちゃん、ちゃんと言いましたの？」

「言った。まぁ、なんか知らんが興こう奮ふんして耳から耳に通り抜ぬけてたみたいだけどな」

「ならなんで涼子ちゃんの名前を……。涼子ちゃん、この方の知り合いなんですの？」

「こんな馬ば鹿か知らねぇよ。オレを一方的に知ってたんじゃねぇの？　オレが昔殴なぐったとか蹴けったとかぼこぼこにしたとか」

「なるほどですの」

　そんな物ぶつ騒そうな大神さんの言葉に納なつ得とく納得とうなずくりんごさん。

　若じやつ干かん更こう生せいしたが大神さんには盗ぬすんだバイクで走り出す風味な微び妙みように恥はずかしい過去……もとい青春をほとばしらせていた青い日々があったのだ。

　いやー若かったなーと遠い目をする大神さんを横目に、りんごさんは気を取り直し話を続ける。

「私たちのことを知ってらっしゃるなら話は早いですの。えーと、あなたある女性にストーキングしてますね。ああ、あなたの意見はいりませんの。ちゃんと調べたんですのよ？　四月二十五日～五月十三日まで彼女の周囲をみはって証しよう拠こもばっちりです。ゴミを漁あさったり、郵便受けを漁ったり、彼女の部屋の窓を凝ぎよう視ししていたり、猿さるの知能テストのごとく長い棒ぼうを持って洗せん濯たく物ものを取ろうとしたり。親が見たら泣きそうな写真がよりどりみどり、動画もあるよ！　という感じにですの。疲つかれましたのよ？」

「…………」

　言葉が出ないちんぴらＡ改め中なか田たさん。

「ほらほら、これなんかよく撮とれてると思いませんの？　必死さが写真から伝わってきますのよ」

　りんごさんはそうころころ笑いながら、男が必死の形相で下着をゲットしようとしている写真を見せる。その次に取り出したのはお目当ての下着を手に「ゲットだぜー」とかいう台詞せりふを吹ふき出だしで加えたいほどいい顔した中田さん。

「ちなみにあれは囮おとりなんで、女性のお母様の廃はい棄き予定の下着だったりしますの。ほほほほ～ですの」

　さらに鞭むちを打つりんごさん、無茶苦茶うれしそうだ。

「というわけで二度と彼女に近づかないでくださいの」

「はっ、知るか。あいつには俺が必要なんだ！　あいつは俺に惚ほれてるんだよ。ただ、今はまだそれに気がついてないだけなんだ！　そう、あいつを守れるのは俺だけなんだ！」

　燃える瞳ひとみでそんなことを言い出す中田さん。台詞にピーという音声をかぶせれば、見た目熱い心を持った熱血青年に見えなくもないかもしれない。いや、少し噓うそつきました。ネコの痣あざつけて目を血走らせた中田さんは言い訳不可能なほど変質者です。ありがとうございました。

　そんな変質者丸出しの中田さんを、信じられないものを見るような目で見る大おお神かみさんとりんごさん。

「うわっ、まじかよ。真性だ」

「う～ん、キてますの」

「てめえらこそ、人の恋路をじゃますんな！　そうか、俺たちの仲をねたんだ奴やつらの陰いん謀ぼうだな！　そんなことで俺たちの仲を引き裂さけると思うなよ！　そう、どんな困難があろうとも俺たちの愛は負けない」

　中田さん、神しん殿でんに行ってないにもかかわらず何か悟さとりでも開いたのか、奇き妙みようなジョブチェンジを終え愛の戦士になった。ルビはストーカーと振ふりたい。

「俺たちの愛は無限だっ!!」

　その後も続く愛の言葉の数々だが、

「○○県○○市三丁目五四─二」

　りんごさんがぽそっと言った言葉で止まった。

「ふっふん、それがどうした」

　強がっているのが見え見えの愛の戦士ストーカー。

「あなたのご実家の住所ですの。もし今後彼女の目の前に姿を見せることがありましたら、実家と警察にこの写真を届けることになってしまいますので。ああ、あと証しよう拠この写真届ける前に生まれてきたことを少しばかり後こう悔かいしてもらうことになりますのよ？」

　親には見せられない写真の数々を何枚か追加で取り出して男に渡わたすりんごさん。愛の戦士ストーカーはそれを受け取り破ろうとし……

「あっ、これ破ってもまだまだありますし、元のデータも健在ですの。無む駄だなことはしない方がいいですのよ～」

　りんごさんににこにこ諭さとされた。

「うぐ……」

　逃げ道をふさがれ目が泳ぐ愛の戦士。しかし往おう生じよう際ぎわが悪いことにまだ虚きよ勢せいを張る。このあきらめない姿勢は長所といってもよいかもしれなかった。さすがは愛の戦士、あきらめないことにかけては右に出る者がいないかもしれない。愛とはやっぱりあきらめないことですね。

「てってめえみたいなチビジャリの言うことになんで従わなけりゃあいけねぇん……」

　しかし、どれだけ転職しレベルを上げようと愛の戦士はやっぱり馬ば鹿かだった。経験値を得てもＩＮＴは増えないらしい。

　フミッ

「いてぇ!!」

　いきなり襲おそってきた右手の痛みに声を上げる愛の戦士。

　チビジャリと言われたのがよほど気に障さわったのか、りんごさんのかわいらしい靴くつの下には愛の戦士の指が。

　大おお神かみさんのお友達、本名赤あか井い林りん檎ごさん。低い身長とかわいらしい容姿、小学生にしか見えないが、これでもれっきとした高校生で大神さんの同級生だったりする。

　特とく徴ちようは肩かたできれいにそろえられている見事な赤毛。見ようによっては赤い頭ず巾きんを被かぶっているように見えるので、一部では御お伽とぎ学がく園えんの赤頭巾ちゃんと呼ばれたりなんかしている。

「あら、ごめんなさいですの」

　そのとても申し訳なさそうな顔からは、痛みのベクトルを最大限にするために指先に全体重をかけている意地の悪さをみじんも感じさせない。それはまさに針の穴を通すほどのコントロールと賞賛したくなるほどピンポイントだった。

「このスカートですと足あし下もとがあまり見えませんの」

　そう言って長めでボリュームのあるスカートをつまんで申し訳なさそうな顔をするりんごさん。

　りんごさんと大神さんが着てるのは御伽学園の制服。

　御伽学園は制服が何種類か用意されていて、かつ条件付きで改造が許されているのでそれらは少しずつ形が変わっている。というか、許されているというよりは、ぶっちゃけ生徒数が多すぎるので、顔だけでなく服装でも区別できるようにと黙もく認にんされているのだ。それでも行きすぎは注意されるが。

　ちなみに黙もく認にんされる条件は、校章が見える部分についていて御お伽とぎ学がく園えんの学生だと一目でわかること、過度な露ろ出しゆつや危険な装そう飾しよくを取り付けないこと、公式行事用にノーマルな制服を一着用意すること。

　まあ、常識を逸いつ脱だつするなということだが、その常識が個人の良識に任されているため、ものすごいことになってたり。

　そんな中で大おお神かみさんたちはまぁましなほう。大神さんは紺こんのセーラー服タイプ、りんごさんの方はブレザータイプで、それぞれがどんな改造をされているかというとこんな感じ。

　大神さんの場合、上半身のセーラー服は改造されてないように見える。が、よく見るとスカーフが長い、そして素材もごつくて丈じよう夫ぶそうだ。これはねこねこナックルがない場合大神さんの拳こぶしに巻かれることになる。ちなみにこのスカーフは真っ赤だが、別に誰だれかの血を吸ったからとかいう物ぶつ騒そうな理由ではない……たぶん。次に、大神さんのスカートは長い、すねの辺りまである。ただ、動きやすいようになのか左右にスリットが入っているため時折見える足がなまめかしい。が、その足に見とれているとあの世へ直行だ。なぜなら大神さんの靴くつは黒い革かわのブーツで実は鉄入り……要するに安全靴だから、恐おそろしい。

　りんごさんの場合、改造されフリルのついたボリュームのあるスカートは高校生が着るには少女趣しゆ味みすぎるかもしれないが、その小さな身体からだにはとても似合っていた。腕うでにかけているのは小さなりんごさんには不ふ釣つり合あいな大きなバスケット。まさにリアル赤あか頭ず巾きんちゃん。

　二人はそこそこに素材がよいのでその服装はとても似合っている。ポーズでも取れば実にいい被ひ写しや体たいになるだろう。

　実際りんごさん、スカートをつまみ微笑ほほえむ姿がとても似合っている。

　似合ってるが……

「いてててててててててっ！」

　りんごさんは中なか田たさんの手を踏ふんだままだった。

「あら、失礼しました。今どきますの」

　りんごさんはそう申し訳なさそうに足を、

　グリュ

　と、ひねった。なんの変へん哲てつもない学校指定の黒のローファーが凶きよう器きに見える。磨みがかれ光を反射するつやでさえまがまがしいと感じてしまう。

「うわっ、えげつねぇ」

　そんな様子に大神さんが思わずそう漏もらす。

「ええと、それで先ほど言ったことはわかっていただけたのでしょうか？」

「わかった！　わかったからのけ！」

　中田さんはどうにかりんごさんを手の上からのかせようとするが、大神さんが邪じや魔まをするのでそれもままならない。大おお神かみさんもたいがいイイ性格をしていた。

「ええと、先ほどの反応からして私たちのことはご存じなんですのね」

「……知ってるよ！　だからのけっ!!」

「それはよかったですの」

　そこでにっこり微笑ほほえみそのかわいらしい小さなお口で……

「今日は私たちだけですが、もし今度何かあった場合もっと大勢でお顔を見せることになるかもしれませんの。私たち御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会は助け合いの精神をモットーとしていますの。貸しも借りもニコニコ貸し出しニコニコ返済が基本なんですのよ」

　そんなどこぞの物ぶつ騒そうな金貸しのようなことをのたまいました。

「いや、いつも思うが無茶苦茶うさんくさいな。助け合いやらニコニコなんて、今時サラ金ぐらいでしか聞かねーだろ」

「それを言ったら名前からしてうさんくさいですの。御伽学園学生相互扶助協会なんてどこの非営利組織ですの？　通つう称しようの御伽銀行の方がまだかわいげがありますのよ」

「ま、そりゃそうか」

「それに仕事内容はとても健全ですの。別に法外な利子がついてるわけでもなし」

　そこでりんごさんは中なか田たさんを見下ろす。

「売られた喧けん嘩かは十と一いちじゃきかないほどの利子をつけてお返ししますけど」

　この大神涼りよう子こさんと赤あか井い林りん檎ごさんの二人は、この街では御伽銀行の赤あか頭ず巾きんちゃんとおおかみさんと呼ばれ、知る人は知っているが、知らない人は全く知らないといった微び妙みような知名度を誇ほこっている。一年生なのでまだまだ名前が浸しん透とうしていないのだ。それでも大神さんの過去のご乱行のおかげで一部では知られているけれども。ちなみに校内ではそこそこ有名、りんごさんが側そばにいることも理由の一つになっているが、やっぱり大神さんは黙だまってても目立つのだ。

　そんな微妙な大神さんたちの知名度。が、御伽学園の御伽銀行という名は御お伽とぎ花ばな市しでは絶対の恐きよう怖ふとして知られている。曰いわく、あれに逆らったらこの街では無事に暮らせない、奴やつらに借りを作ってしまうと尻けつの毛まで抜ぬかれてしまう、奴らに関かかわるとチワワが愛いとおしく見えてくる、ご利用が計画的な人間は間ま違ちがいなく奴らと関わらない、エトセトラエトセトラ。

「では」

　ぴょんっと中田さんの手の上からようやく降りたりんごさん。

「と、いうわけですの。私の言葉を肝きもに銘めいじておいて欲しいですのよ」

「ま、そういうわけだ。あきらめな」

　最後に倒たおれて手を押さえている中田さんに念を押してきびすを返すりんごさんと、それに続く大神さん。

　しかし、往おう生じよう際ぎわの悪さを長所とする愛の戦士ストーカー中田さん、こんなことではくじけない。ＩＮＴのパラメータの低さも伊達だてじゃない。やっぱり愛とはあきらめないことらしい。

「くそくそくそくそくそ」

　いきなり立ち上がり叫さけびながらりんごさんに襲おそいかかる。

「こいつほんと往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな」

　大おお神かみさんはりんごさんの襟えりをつかむと自分の方に引っ張る。

「きゅっ」

　首が絞しまって変な声を出すりんごさん。大神さんはそのままりんごさんを自分の後ろに庇かばう。

「どうなっても知らねえからな、てめぇがわりぃんだからな。あの女は俺のもんだ」

　中なか田たさんはポケットから折りたたみ式のナイフを取り出す。それを見た大神さんは顔をしかめる。

「ちっめんどくせぇ、下がれりんご」

　大神さんはボクシングのファイティングポーズをとりながら叫ぶ。

「ケホッ　ケホッ　了りよう解かいですの」

　この場にいても邪じや魔まにしかならないと理解しているりんごさんは、すたたたたっと走って距きよ離りを開ける。

　それを目の端はしで確かく認にんしつつ大神さんは愛の戦士ストーカー中田さんの様子を窺うかがう。

「ひへひゃはあは、降参するのは今のうちだぜ」

　ナイフをひけらかすように振ふり回す愛の戦士。

　おいおい、こいつ完全に頭に血が上のぼってるぞ、少しやりすぎたか。つーか、りんごがやりすぎた。あんな服着といて子供扱あつかいされるのを嫌いやがるからなぁあいつ。

　大神さんは内心でため息。自分が素す敵てきな痣あざをプレゼントしたことは地平線の彼方かなたに消え去っている。

　ぶんぶんと闇やみ雲くもにナイフを振ふり回してるだけでナイフの使い方がなってない愛の戦士。それを見て脳内作戦会議を始める大神さん。

　こんなんじゃ、当たっても大怪け我がはねぇな……切り傷ができるくらいか。へたすりゃ何針かは縫ぬうことになるかもしれねぇが。

　逃にげるという手もあるが……こんな危ない馬ば鹿かを放置しとくわけにもいかねぇか。依い頼らいの件も終わってないしな。ちっ、となるとナックルでナイフをはじき飛ばすしかねぇか。何とかに刃は物ものを持たせとくのはまずい、無理ならさっきのように一発で意識を刈かり取るか。

　というわけで会議終しゆう了りよう。

　大神さんは拳こぶしを構えたままナイフの軌き道どうに神経を集中し、拳が届く範はん囲いに入ってくるのを待つ。

　愛の戦士はナイフを振り回しながらも動いていない。どうやらナイフを出せば大神さんが逃げ出すか許してくれと謝あやまってくると思っていたらしい。しかし大神さんはどちらの反応も示さない。それどころか冷静に戦意をほとばしらせている。

　むかつく……と自分の思い通りにならない大おお神かみさんにいらだつ男。しかし、こちらが今圧あつ倒とう的に優位な立場にいるのだからと自分を慰なぐさめると大神さんに向けて走り出す。

「はああああぁぁぁぁ俺の愛の力を受けてみろ」

　自分が完全に上位に立ち、狩かる側になったと思い込んだ愛の戦士ストーカーは、正気とは思えない雄お叫たけびを上げて大神さんにせまる。本人的には、やっぱりエクスカリバーを掲かかげる勇者のつもりなのだろうか。実際はエクスカリパーを掲げるエセ勇者なのだが。

「愛の力ときたよ、おい」

　心底嫌いやな顔をする大神さん。しかし、そんな顔と裏腹に集中力は研とぎ澄すまされていく。

　ナイフを振ふり回す愛の戦士、ナイフに意識を割さきつつも男の動きすべてに集中する大神さん。

　愛の戦士が大神さんの間合いに入り、大神さんが動こうとしたその瞬しゆん間かん……

「……あっ？」

　愛の戦士の間ま抜ぬけな声が響ひびいた。

「……なんだ？」

　大神さんも思わず声を漏もらす。手を滑すべらしたのか、愛の戦士の手からナイフがすっぽ抜けたのだ。

　愛の戦士は空になった手を呆ぼう然ぜんと見つめる。何が起こったのかわからず状じよう況きようをつかめてないのだ。それは大神さんも同じだったが、身体からだが反応した。千せん載ざい一いち遇ぐうのこのチャンスを見み逃のがす手はない。

　大神さんは一気に間合いを詰つめ、

「寝ねてろ」

　愛の戦士の顔面に拳こぶしをお見み舞まいした。

「涼りよう子こちゃん！　涼子ちゃん！　流石さすがですの。でも今のは危なかった。怪け我がはなかったですの？」

　路地の角からひょっこり顔を出して事態を見守っていたりんごさんは、決着がついたと見るやいなや、ぱたぱたと走ってくる。手には小さなパスポートサイズのビデオカメラ、今のをばっちり撮とっていたらしい。

　大神さんは地面に落ちたナイフを拾い上げ、それをしげしげ眺ながめながらりんごさんに聞く。

「ん、まあな。それよりりんご、何が起こったかわかったか？」

　なんでナイフがすっぽ抜ぬけたのか、いくらこいつが馬ば鹿かでもすっぽ抜けるなんてことはないと思うが……

「……う～ん？　…………わかりませんの」

　りんごさんはかわいらしく首をかしげる。

　……ん？

　大神さんはりんごさんの言葉に違い和わ感を覚える。

　りんごさんと大おお神かみさんは中学校から付き合いがある。だからこそ些さ細さいな噓うそにも気がつく。

　何か隠かくしている……いや、まだ確証が取れてないって感じか？　ということはりんごの奴やつ、何かを見たのか？

「…………ま、いいか」

　何を見たのかを考えていた大神さん、しかし考えるのをやめた。りんごさんが色々秘密にするのはいつものことだ。

「なんですの？」

「いや、なんでもねぇよ。そんなことより最後の仕上げをするか」

「わかりましたの」

　大神さんは地面にだらしなく伸のびた愛の戦士ストーカーをがしがしと足あし蹴げにする。愛の戦士は何度か情けなく呻うめいたあと気がついた。周囲を見回し、ナイフを持った大神さんに見下ろされていることに気づくと悲鳴を上げた。

「…………ひっひぃいぃ」

「こんなもの出してきたってことは、刺さされても文句は言えねぇよなぁ」

　手に持ったナイフの刃はの部分を持ってひらひら揺ゆらす大神さん。

「ごっごめんなさい、ごめんなさい」

「このまま刺してもたぶん正当防衛でなんとかなるんじゃねえか？」

「さっきの姿ビデオに収めてるのでうまくやれば大だい丈じよう夫ぶじゃないですの？　ぶるぶる震ふるえて泣きながら『怖こわかったですの……』とかなんとか保護欲かき立てる感じでいけば『大変だったね』とか慰なぐさめられる感じでこっちの都合よく進むと思いますの。まぁ、死人に口なしとも言いますし」

「ま、そうだよな」

　実際は中なか田たさんの両りよう頰ほほに刻まれたネコの痣あざのおかげで、そううまくいくとは思わないのですけどね、と心の中で舌を出すりんごさん。かよわい女の子は間ま違ちがいなくあんな痣をつけることはできないのだ。

　が、その心の中のお茶目なりんごさんの姿は中田さんには見えないわけで、

「すっすいません、もうしません、許してください」

　こうなる。……そしてこうなると腹の虫が治まらないのは大神さん。

「謝あやまるなら最初からこんなもん出すんじゃねぇよ！」

　ふざけるなと怒いかりをあらわにする。

「ひぃいぃいぃ」

「まあまあ、落ち着いて涼りよう子こちゃん。……それでどうします？」

　りんごさんは大神さんをなだめつつ愛の戦士から中田さんに戻もどったらしい男に聞いた。

「どっどうっていうのは？」

　さっきの強気の姿勢が全くなくなっている。さすがにこれ以上足搔あがくとまずいということに、遅おくればせながら気がついたらしい。

「お仕置きですの。松竹梅とありますのよ。おすすめは松ですの。これを受けると明日から鉄てつ格子ごうしのある部屋で、何もない壁かべを見ながら体操座りでブツブツ言うようになること請うけ合あいですの。どうです、お部屋にいながらお手軽に異世界旅行を体験できますの素す敵てきでしょう？」

　中なか田たさんにはそう言ってにっこりと笑う少女が鬼おにに見えた。

「すいません、すいません、すいません、もうしません。つきまとうのもやめます。ですからどうか許してください」

　とうとう土下座しだす中田さん、相当今の微笑ほほえみの素敵さと台詞せりふのギャップが怖こわかったらしい。

「で、どうするよ？　むかつくんでもう一発くらいいっときたいんだが」

　大おお神かみさんとりんごさんは相談を始める。

「でもですの。……まあ、今回は警告だけのつもりでしたし……」

　中田さんの顔に希望が差す……

「ですが……今回は警告だけなのですけど、二度目はないですのよ？　今度同じことしたら警察にすべてを話すだけでなく、社会的に死んでもらいますの。私たちはそれだけの情報は持ってますの。さっきのナイフを振ふり回しているあなたの雄ゆう姿しもばっちり撮とりましたし」

　そう言いながらバスケットの中にしまったビデオカメラを見せるりんごさん。目の前で笑う少女が人間でなく何か別の生き物であるかのように、希望が恐きよう怖ふへと塗ぬり変わる。

「わかっていただけましたの？」

　その念押しに、何度も必死にうなずく。

「よろしいですの。では行ってもいいですのよ。ただ、くれぐれも私の言葉を忘れないように。この街にはいろいろな所に私たちの目がありますのよ～？　ああ、私たちのことを知っていらっしゃるんでしたのね？　ならよけいな忠告でしたの」

「ひっひぃいぃいぃいぃいぃ～」

　ちんぴらＡ[image: →]生なま物もの[image: →]中田さん[image: →]愛の戦士ストーカーとジョブチェンジを繰くり返した男は、恥はじも外聞もなく逃にげ去っていった。

　それを見届けたあと、大神さんはため息を一つ。

「まあ、これで仕事はお終しまい、一いつ件けん落着ってことか」

「はいですの」

「にしても……逃がしてよかったのか？」

　りんごさんを見る大神さん。

「私もそう思うんですのよ！　私の涼りよう子こちゃんにナイフを向けるなんて……許せませんの！」

「オレはおまえのじゃないがな。で、それならなんでだ？」

「う～涼りよう子こちゃん意地悪ですの。……それで逃がした理由は、依い頼らい者が大おお事ごとにしたくないらしいんですのよ。大事にしたらいろいろ噂うわさも立つでしょうし……泣き寝ね入いりはよくないと思うんですけど」

　納なつ得とくしたと、うなずく大おお神かみさん。

「そうだったな……じゃ、ほい」

「はいですの」

　大神さんはナイフをりんごさんに渡わたす。りんごさんはビニール袋ぶくろを取り出しそのナイフを袋に入れる。

「もしも何かあったら、これの出番になりますの。指し紋もんもべったり、完かん璧ぺきですの。ビデオもありますし」

　うふふふとそのナイフを空に掲かかげ透すかして見るりんごさん。目つきがやばい。その様子に居い心地ごこちの悪さを感じた大神さんは話題を変える。

「じゃあ帰るか」

「はいですの。おつかれさまでした～」

　二人は並んで歩き出す。

「何か食いに行くか？」

「甘いものが食べたい気分ですの」

　路地裏から主演の二人が消えていく。観客がいたことに気がつかずに。

　そしてこの観客が舞ぶ台たいに上がることで、物語の幕が上がる。




　……と、いうわけで。

　うそつきおおかみさんと愉ゆ快かいな仲間たちの織りなす笑いと涙とその他諸もろ々もろの混じった物語のはじまりはじまり。







　　　おおかみさんストーキングのち告白される




「……大神涼子さん、……好き……す」

　放課後、眠ねむ気けを誘さそう呪じゆ文もんをラリホーラリホー唱える教師の攻こう撃げきをどうにかこうにか耐たえ帰宅していた大神さんの耳にそんな声が聞こえた。

　……んあ？

　あくびの途と中ちゆうでかけられた声に大神さんは口を半開きにしたまま固まる。うら若き乙女おとめとしてどうだろうというそんな顔で大神さんは考える。

　告白か？　……でもなぁ。

　どう考えても告白だろうその声は消え入りそうなほどか細く、どうにかこうにか大神さんの耳に届いたという感じで、しかも声は背後から聞こえた。大おお神かみさんの野生の力……ではなく女の勘かんも背後に何かいると告げている。

　しかし、先ほどの台詞せりふが空耳ではないとしても、とてもじゃないが告白だとは思えない。そもそも後頭部に告白してどうする。

　大神さんは振ふり向き鋭するどい瞳めで声の聞こえた方向を見つめた。きつい目つきが睨にらんでいる印象を与あたえ、子供が視線の先にいたら間ま違ちがいなく泣くが、実際はただやる気なさそうに見ているだけなのです。……ほんとですよ？

　それはともかく、

「……誰だれもいねぇ」

　大神さんはその長身から見下ろすように背後を見回しつぶやいた。

　幻げん聴ちようか？　はっ、オレも焼きが回ったもんだ。やっぱり年齢とし＝彼氏いない歴だと、いくらオレでも人恋しくなるのかねぇ。

　そう考え苦笑い。ぽりぽりと頭をかいて歩き出す。

　しかしその直後、

「大神涼りよう子こさん、好きです！」

　また言葉が聞こえた。一言一句さっきと同じ。いや、感かん嘆たん符ふが一つ増えて三点リーダーがなくなった。どういうことかというと、大神さんの耳にはさっきよりも少しだけ元気ではきはき聞こえた。

　再び振り向く大神さん。だがそこにはやはり誰もいない。見えるのはアスファルトの路面と左右に立ち並ぶ一いつ般ぱん住宅だけ。どこにでもある住宅街の風景。

　大神さんは一応声をかけてみる。

「おい、誰かいんのか？」

　………………返事なし。

　大神さんの声は周囲の雑音に吸い込まれていく。いるのは誰もいない空間に話しかける自意識過か剰じようの空耳スト大神さんだけ。

　……うわっ、我ながらいてぇ。一いつ匹ぴき狼おおかみとか恥はずかしい名めい称しようを勝手につけられて一部の人に恐おそれられてるりょーこさんとしたことが。

　少し頰ほほを紅潮させて再び前を向く大神さん。恥ずかしさから微び妙みように挙動不ふ審しんなところがちょっとかわいらしい。

　が、間かん髪はつ入れず再び響ひびいたのは……

「大神涼子さん！　好きですっ!!」

　やっぱりこの言葉。

　さらにパワーアップ。

　これどう考えても幻聴じゃねーな。とすると……いたずらか？　…………ありえるな。最近オレこのへんの馬ば鹿かに目を付けられてるしなぁ。うーん、おとといぶっとばした愛の戦士ストーカーがパーティでも組んでやってきたのか？　だとしたら、らしい姑こ息そくな仕返しだ。ウゼェことこの上ねぇな。

　大おお神かみさんはしばらく背後を見続けて誰だれもいないことを確かく認にんすると、再び歩き出した。

　今度もすぐに声が聞こえた。

「おっ大神涼りよう子こさん!!　好きですっ!!」

　三度目よりもさらに大きくなった声。

　ババッ

　大神さんはまとまりのない長ちよう髪はつを振ふり回すようにして素す早ばやく振り向く。

　……やっぱりいない。

　大神さんは再び前を向こう……というフェイントをかけたあと、ズババッと振り向いた。

　その大神さんの目に路地の角から顔を半分出している男の姿が見えた。大神さんと目が合い素早く頭を引っ込める。

「おいてめぇっ！　隠かくれるんじゃねぇっ！」

　思わず叫さけぶ大神さん。

　って、これで出てくる馬鹿もいねぇよな。泥どろ棒ぼうに待てと言うようなもんだ。

　と、大神さんが走り出そうとしたそのとき……

「はっはいっス～」

　角から男が出てきた。

「……は？」

　おいおい、馬鹿がいたな。

　大神さん、妙みようなところで感心。

　出てきたのは男というより少年、しかもやけに印象の薄うすい少年だった。伸のびた髪かみの毛が目を隠しているため、その印象に拍はく車しやがかかっている。

　とにもかくにも、普通すぎるほど普通の少年だった。

　大神さんは上から下まで少年をじっくり観察したあと言った。

「おまえ……誰だ？」

「はっはいぃ、御お伽とぎ学がく園えん一年Ｆ組森もり野の亮りよう士しっス！」

　…………御伽学園一年Ｆ組ってオレのクラスじゃん。こんな奴やついたっけ？

　大神さんは思い出そうとする。

　大神さんの通う私立御伽学園は、幼よう稚ち園えんから中等部高等部、そして大学から各種専門学校まで備えた超マンモス学校だ。

　三十年ほど前、一人の金持ちが最近の若い者は！　とぶち切れた。ただ、この金持ちの金持ちっぷりが普通じゃなかったことから話が始まる。使える奴がいないならばしょうがないと、その金持ちは自分で使える人材を育成しようとこの御お伽とぎ学がく園えんを創つくった。
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　とある地方の三方を山々に囲まれたそこそこに広い盆ぼん地ち、そこにあった特に有名な名産品もなく見るべき名所もない、農業が主な産業だった過か疎そに悩なやんでいた村。廃すたれたその村にいきなり学校を作ってしまったのだ。広大な敷しき地ちに様々な学校、充じゆう実じつの設備。有能な教師までも惜おしげもなく集めた。奨しよう学がく金きん制度なども整え、生徒を募つのり、実際全国から数多くの生徒が集まってきた。

　場所柄がら学生のほとんどが地元外からやってくるので、数多くの学生の住む学生寮りようやマンションなどを建設するため、まず最初に建設業者が入ってきた。その次に大量の学生目当てに様々な企業が進出。そこで働く人々のために住宅地が作られた。さらに整ってきた環かん境きように便乗するように他ほかの私立学校が次々創立され～と、どんどん人が集まり気がつけば御お伽とぎ花ばな村むらは町になり市になり、そして御お伽とぎ花ばな市しは世界に名だたる学園都市となっていた。

　と、そんなこの街の成り立ちはどうでもいいので大おお神かみさんに話を戻もどす。大神さんの通う御伽学園高等部は普通科進学科合わせて一学年二十クラス、スポーツ科や芸能科などの専科を入れれば三十クラス近くになる。三学年を合わせれば生徒数は三千人を超こえる。あまりにクラスが多いのでクラスは数字ではなくアルファベットで分かれている。

　ちなみに大神さんのクラス、一年Ｆ組は普通科だ。

　大神さんはクラスメイトの顔を思い出す。

　…………脳裏に浮かぶクラスメイトの顔が、誰だれも彼もあやふやな感じなのはご愛あい敬きよう。そもそも目立つ何人かしか顔を覚えていないことに気がつく大おお神かみさん。あまりの付き合いの悪さに自分でもちょっとびっくり。

　しかし、流石さすがのオレでも見覚えがあるかないかぐらいはわかるはずだ！　と自分を励はげまし、亮りよう士しくんの姿をもう一度頭からつま先までじっくり確かく認にん、身長はほぼ同じらしく、目線が合う。

　ビクッと震ふるえる少年。

　もっとも亮士くんの目は隠かくれているので合っているかどうかは大神さんにはわからないが。ふ～ん、身長は一七〇に少し足らないくらいか。

　顔は……整っているということもないが、かといって不細工というほどでもないな、普通。

　体型は中肉中背で、やせても太ってもいない、普通。平均的高校生を形にしたらこうなるのではないかって感じだ、普通。すべてが普通としか言えない。

　制服は……改造してない……こともないな。

　少年は所々手を加えてるようだが、それがかえって印象を弱めている。制服改造がまかり通ったあの学校でどノーマルの制服は逆に目立つのだ。

　じろじろじろじろ

　大神さんの遠えん慮りよない視線が少年に突つき刺ささる。

　つーか、特とく徴ちようないなこいつ。特徴なさすぎである意味目立つだろ。なのにこいつを見た記き憶おくがねーぞ。

　大神さんは記憶を検けん索さく。…………ピ───検索完かん了りよう、該がい当とうなし。

　疑わしげに少年を見る大神さん。

「おまえ、ほんとに一─Ｆか？」

　その大神さんを見て亮士くんは泣きそうな声で訴うつたえる。

「もっもちろんっスよ!!　……おれのこと知らないんスか？　もう五月なんスけど……」

　目をつむり思い出そうとする大神さん。

　う～ん、う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んと一いつ所しよ懸けん命めい考えて…………………………ごまかした。

「いやまあ、人の顔と名前憶おぼえるの苦手なんだよオレ。友達も少ねぇしなぁ」

　そう言って頭をぽりぽり。

「そんなぁ……」

　亮士くんは可か哀わい想そうなほどに肩かたを落とす。

　あまりにも悲しい声。大神さんの薄うすい胸に罪悪感がむくむくとわき出してくる。

「薄い言うなこんちくしょう!!」

「えっ？」

　大神さんの剣けん幕まくにびびる亮士くん。

「いや、なんでもねーこっちの話だ。それでさっきの続きだが、これで知ったんだからいいだろ？　なっ？　誰だれだって最初は知らない者同士なんだしな！」

　そう言って亮りよう士しくんの肩かたをばしばし叩たたく大おお神かみさん。

　…………何フォローしてんだオレ。

　そんな内心を隠かくそうとして隠しきれないまま微び妙みような空気が流れる。

　それはともかく、先ほどの言葉の真しん偽ぎを確かめないといけない。

　大神さんは気を取り直して聞いた。

「ごほん。で、さっきのはなんだ？」

　その言葉を聞いた亮士くん。身体からだがゆらゆら。目線は定まらずにきょろきょろ。要するに挙動不ふ審しん。夜中にこんな人がいたら多分通報される。

「あっ、はいっス。あの……そのっスね……」

　言ってることも要領を得ない。ただひとつはっきりしていることは……

「うああああ、イライラする！」

　大神さんの気は短かった。

　伸のばしたというよりは、ただ単に伸びただけというような不ふ揃ぞろいの長ちよう髪はつをかきむしりながら大神さんは叫さけぶ。

「はっきりしやがれてめぇ！　男だろうが!!」

「はっはいぃ！　好きっス！　大好きですぅうぅ！」

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが流れる。

　いや、まあ、なんつーか…………オレが言わしたわけなんだが、こうもはっきり言われると照れるな。

　顔を赤くしながら大神さんは思う。考えてみれば男に告白されるのは初めてだった。とはいえ初めて告白されたからといってもただそれだけのことだ。大神さんにはそれ以外の感かん慨がいはわかない。クラスメイトらしいが大神さんにとっては初対面に近い。そうだ、わいてないったらわいてない。ちきしょう、オレは別に男に飢うえてるわけじゃないぞちきしょう。ほんとだぞ？　そんな内心の葛かつ藤とうをみじんも表に出さず、

「そうか、気持ちはありがたくいただいておくが、今、オレは誰とも付き合う気はない。じゃな、そういうことで」

　こんな感じで告白をあっさり切り捨て、そのまま立ち去ろうとする大神さん。

「待ってくださいっスよおおぉぉ」

「ええい、放せっ！　このばか!!　とち狂くるうんじゃねぇよ!!」

　亮士くんは大神さんの足に縋すがりつく。スリットから見えるのは大神さんの生なま足あし。足に抱だきつかれるのは流石さすがに恥はずかしいのか大おお神かみさん赤面。

「かっ考えもせず、答えだしたでしょおぉぉ。おっおれにとっては一大事なんっスよぉ。お願いっスから少しは考えてくださぃい」

　あまりの哀あわれさに大神さんに慈じ悲ひの心が芽生える。

　そうだよなぁ、こんな情けない奴やつでも一応オレのことが好きだっていうんだからな、物好きな……もとい珍めずらしいことに。

「あーわかった。わかった」

　この情けなさは大神さんの趣しゆ味みではなかったが、仕方なく会話を続行。

　ちなみに大神さんの趣味は男らしい人。

「じゃあオレのどこが好きになったんだ？」

　これは単純に興味だった。自分が女らしくないことも、男に好かれるというよりも怖こわがられることが多いということも、胸がな……もといほんの少々女性的魅み力りよくに欠けることも大神さんは理解していた。

「あっあの、大神さんなんで空睨にらんでるんっスか？」

「気にするな…………で？」

「あっ、はいっス。おれが大神さんを好きになった理由っスよね。それはその……」

「それはその？」

　腕うでを組んで男らしく先を促うながす大神さん。間ま違ちがいなく花の女子高生の態度ではない。

「あのっスね……」

　もじもじしている亮りよう士しくん、こちらも男子高校生の姿ではない。

「そのっスね……」

　……なんなんだ、この小物感あふれる口調は。なんつーか、いろいろだめだろ。なんだよ何々っス～って。ここまで見事なパシリ口調初めて聞いたぞおい。

　そんな風に別のことを考えて時間をつぶす大神さん。

「それはっスね……」

　しかし、あまりにも進展しない状じよう況きように……

「うが──────」

　やっぱり大神さんはぶち切れた。

「しゃきっとしやがれイライラする！」

「はっはい！」

「それじゃあ、さっさと言え！　三、二、一はい!!」

「強いところとか」

　……

「格好いいところとか」

　……

「凜り々りしいところとか」

　……

「野性味溢あふれるところとか」

　……

「男らしいところとか」

　…

「でもほんとは……っていない？」

　気がつけば亮りよう士しくんは一人ポツネーンと取り残されていた。

　ちなみに大おお神かみさん、野性味溢れるの辺りで退場。拳こぶしが出なかったのは、一応こいつは褒ほめているつもりなんだと自己催さい眠みんをかけたからです。流石さすがに、まじめに答えているらしい人間に手を上げるのはためらわれた大神さん。

　しかし、置き去りにするのもそれはそれで人としてどうかと思います。

　一人残された亮士くんはただ一人啞あ然ぜんと立ちつくしている。

　そして先ほどとは違ちがう微び妙みように男らしい口調でため息ながらに口を開いた。

「……ふぅ、しょうがないか。どうにもこうにも、この体質をどうにかしない限りは無理そうだ。

　だが……簡単にはあきらめられそうにない。それにこのままでは大神は……。どうするかな……」

　亮士くんはもう一つため息をつくと静かに歩き去っていった。







　　　おおかみさんようやくりょうしくんに気づきりんごさん悪だくむ




　うわっ、ほんとにいたよ。

　教室に入った瞬しゆん間かん大神さんは思った。確かにいる。注意深く教室の中を見回せば、亮士くんが何人かの男子生徒と一いつ緒しよにいるのが見えた。その姿を視界の隅すみにとらえつつ、自分の席につくと隣となりの席のりんごさんが声をかけてきた。

「おはようですの、涼りよう子こちゃん」

「おう」

　大神さんの様子がいつもと違うのに気がついたりんごさんが聞く。

「……どうかしましたの？」

　大神さんは視線を亮士くんに向けたまま聞く。

「りんご、森もり野のって知ってるか」

「知ってますのよ。……というか知らないですの？　クラスメイトですのに」

　当然といった風に答えるりんごさん。

「どんな奴やつだ？」

　りんごさんはあきれた顔で、クラスメイトのことぐらいは覚えておいた方がいいと思いますのよ～と注意しつつ言った。

「普通の人ですの」

「それは知ってる」

「だから普通の人ですの」

「…………もっと他ほかの何かねーのかよ？」

　繰くり返される『普通』に、あきれる大おお神かみさん。でもりんごさんはまじめに言う。

「ないです……全国の男子高校生の平均をとったらああなるんじゃないですの？　といった感じですの。そういう視点から見れば、普通ではないかもしれませんの。普通すぎて普通ではない感じかもしれませんのよ」

「？」

　言ってる意味がよくわからないと不思議な顔をする大神さん。りんごさんはちょっと待ってくださいの……とおなじみのバスケットから小型のノートパソコンを取り出す。

「たとえばですの、ここに森もり野の君の中間テストの成績がありますの」

　ひょこひょこっと小さな手をキーボードの上に躍おどらせると、パソコンの液えき晶しようモニターに数字が浮かぶ。特定生徒の個人情報という、どう考えても一生徒が扱あつかえるものではない情報をなんでもないという風に扱っているりんごさん。慣れているのか大神さんも注意しない。

　大神さんはモニターに映った情報、亮りよう士しくんの中間テストの点数を見て言った。

「……普通だな」

　大神さん、突つっ張ってるように見えるがそこそこ勉強する……というかりんごさんにさせられる人なので成績は普通。そしてテストの点数は、勝ったり負けたりしてるが亮士くんの点とあまり変わらない。

「そう、普通ですの。で、これが体力測定の結果ですの」

　新たに画面に現れたデータに大神さんは言う。

「………………普通だな」

「はいですの。あと、人間関係も普通ですのよ。目立たない、一歩引いた位置にいる。かといって一人でいるわけでもない」

「一人じゃない？」

「そうですの、一人というのは目立ちますの、それは普通じゃありませんのよ。実際涼りよう子こちゃん、目立ちまくりですのよ？」

「そりゃあ、確かに」

　大神さんは、りんごさんといないときは基本的に一人でいる。それは確かに目立つ。大神さんの外見と雰ふん囲い気きも多分に影えい響きようしているが、りんごさんはその辺をあえて無視。

「いてもいなくても問題ない。誰だれかと積極的に関かかわっているわけでもない。なのに何故なぜか誰かと一いつ緒しよにいる。誰かの意見に賛成するわけでなく反対するわけでなく誰かに迎げい合ごうするわけでも敵対するわけでもなく、見事に学校という環かん境きようにとけ込んでますのよ。まるで無味無む臭しゆうの空気のように。そんなどこにでもいそうで、どこにもいそうにない。ものすごく普通でものすごく普通でない。森もり野の君はそんな生徒ですの」

　大おお神かみさんにも亮りよう士しくんの普通でいて普通でないところが見えてきた。

　なるほど。それにしても……

「……よく見てるな」

　大神さんは思った疑問を素す直なおに口に出してみる。

「一応勧かん誘ゆう候補に挙げてますの。御お伽とぎ銀ぎん行こうは、流石さすがに一年生が私と涼りよう子こちゃんだけではこの先辛つらいですのよ。この間のストーカーさんのときも結構危なかったですし。先せん輩ぱいに力を借りるのはいいのですけど、先輩たちもお仕事ありますし、いつも力を借りてばかりではいられませんの」

「まぁ……そりゃそうだな」

　ナイフを振ふり回す愛の戦士ストーカー中なか田たさんを思い出しながら大神さんは言う。

　確かにあのとき、援えん護ごでもしてくれる奴やつがいたらかなり楽になっていたはずだ。りんごははっきり言って荒あら事ごと向きじゃないしな。

「でも、なんであいつを勧誘するんだ??」

「あの周囲に違い和わ感なくとけ込む能力はもうすでに才能と呼んでも差し支つかえないと思うんですの。カメレオンみたいなものですのよ？　あれで、学校以外の環境にも適応できるようなら張り込みや潜せん入にゆう、尾び行こうなどにとても重宝しそうに思いますの」

　確かに、りんごの言うとおりなら役に立つかもしれない。なるほど、あれはあれで才能なのか。でも昨日は異常に目立ってたな……なんでだ？

　あのときの亮士くん、天下の往来で告白しだすわ、終始落ち着きがなくて無茶苦茶挙動不ふ審しんだわと目立って仕方なかった。人通りがあれば間ま違ちがいなく人だかりができていただろう。

　新たに生まれた疑問に頭を悩なやましている大神さんに、りんごさんがかわいらしく聞いた。

「涼子ちゃんは、なんで森野君のことを知りたいと思ったんですの？」

「いや、昨日まで知らなかったんだけどよ……。同じ学校にいたことも同じクラスにいたことも」

「……それはまた薄はく情じようですの」

「うぐっ」

　微び妙みように自覚しているのか、大神さんが言葉に詰つまる。

「それで、昨日まで知らなかったということは、昨日森野君を知る出来事が何かあったんですのね？」

「ああ」

「それはなんですの？」

　大おお神かみさんは少し逡しゆん巡じゆんしたあと、ぽつりと言った。

「…………告白された」

　あまりにも予想外の言葉に、目を丸くするりんごさん。

　しばらく絶句したあと、りんごさんはどうにか言った。

「……あの森もり野の君が…………涼りよう子こちゃんにですの？」

「ああ」

「……まあ……それは……びっくりですの」

「うぐぐっ、確かにオレが告白されるなんての驚おどろきだろうが」

　ふてくされる大神さん。

「いえ驚いた理由は違ちがいますの。涼子ちゃんは美人でかわいいので、私としてはようやく涼子ちゃんの魅み力りよくに気がつく人が現れたかといった感じですのよ？」

「むぐぐ」

　今度は顔を真っ赤にして、美人でかわいいに反論しようかしまいか迷っている大神さん。

　ん～こんなところがかわいいですのよね～などと考えつつ、りんごさんは話を続ける。

「私は森野君が告白したということが、びっくりと言ったんですのよ」

「どういうことだ？」

「森野君は、先ほど言ったように目立たないよう特別な行動はまったくとらないんですのよ。波立てず、風に流され周囲にとけ込む。そんな彼が告白なんて特別な行動をしたんですのよ？　びっくりするのもしょうがないと思いませんの？」

　確かに告白なんてのは目立ってしょうがない。万が一オレと付き合うことにでもなっていたら、目立って目立ってしょうがなかっただろう。

「となると……かなり本気かもしれませんのよ？　普段と違う行動をとろうとするのも、自分を変えようとするのも、ものすごい覚かく悟ごと労力が必要なものですのよ」

　確かにな、そこまで自分を隠かくしていたにもかかわらず、その努力全部をふいにする可能性があるというのにオレに告白した。まったく、なんでそこまで？

「う～ん、ますます不思議だ。なんでオレなんだろうな、オレとあいつなんの接点もないだろう？　クラスメイトってのが接点かもしれないが、オレはあいつのこと知らなかったし、そもそもオレクラスで浮いてるしな」

　大神さん、入学して一ヶ月以上経たつのに、仲がよいといえるのはりんごさんしかいない。しかもりんごさんとは中学校からの知り合いなので、新しくできた友達は一人もいないということになる。筋金入りの協調性のなさだ。

「う～ん」

　大おお神かみさんの中ではいくら考えても答えはでない。そんな大神さんにりんごさんは神しん妙みような顔で言った。

「涼りよう子こちゃん……雨の日に捨てられた子こ猫ねことか拾いませんでしたの？　もしくは車にひかれた子犬を公園の端はしっこに埋うめてあげたとか」

「それ、どこの少女漫まん画がのヒーローだよ……」

　あきれた口調でそう言う大神さん、そんな大神さんにりんごさんは真顔で返す。

「涼子ちゃんならしててもおかしくないですの。涼子ちゃんとっても優やさしいですの」

「うぐぐ」

　また赤くなる大神さん。

　好意というものに慣れていない大神さんは、真っ正面から好意を向けられるとすぐに赤くなる。

　やっぱりかわいいんですの。こういうところをみんなが知れば、メロメロになると思いますのよ。

　その姿を見て萌もえ～とか思いつつ顔に出さないりんごさん。

「それはともかく、これからの話ですの。とりあえず話を聞いてみたいので、森もり野の君を部室に招待してみましょうと思いますの」

「おい、まじかよ」

　とても嫌いやそうな大神さん。

「彼は、使えそうですし、何より涼子ちゃんを見み初そめたその眼力は称しよう賛さんものですのよ。あとは、涼子ちゃんに相応ふさわしいかどうかを見極めないといけないですのよ!!」

　大神さんはめらめらと炎ほのおを燃やし、やる気爆ばく発はつしているりんごさんを見て反論をあきらめ、大きくため息をついた。

「……はぁ」







　　　おおかみさんおはなしを聞いてとても怒る




　森野亮りよう士しは困っていた。

　なぜか放送で呼ばれた。あまつさえ顔を出すように言われたのは御お伽とぎ銀ぎん行こうの部室。いったいなんだろうと不安になるが、心当たりはある。御伽銀行のメンバーである大神さんに告白したのはつい昨日のことだ。十中八九そのことだろう。それについてはいろいろと思うことがあるが、今困っているのはそんなことではない。

　周囲の注意が自分に向いている、周りの人間の視線がみんな自分に集まっている。亮士くんはそのことに困っているのだ。

　良くも悪くも御お伽とぎ銀ぎん行こうというのは知名度がある。御伽学園に数ある組織の中でも御伽銀行は一目置かれた存在なのだ。

　というわけで、そこに呼び出された亮りよう士しくんにも注目が集まる。

「ああ……視線がぁ……人の視線が……視線が痛い視線が刺ささるっス」

　亮士くんは多数の視線に酔よっていた。酒に酔うような気持ちよい酔いではなく、車酔いや船酔いなどと同じような酔い。

　いつものように気配を消して集団に紛まぎれ込みたいところだが、一度注目されて現在進行形で観察されている現状ではぱっと一いつ瞬しゆんで消えない限り視線をはずすのは無理だ。あとは、自分より興味を引くような人物、物などが現れるか、逃にげ出して人のいないところまで行くというのが確実かもしれないが、放送に『至急』という言葉が入っていたのでそうするわけにもいかない。はっきり言って、大おお神かみさんには見事に振ふられてしまった気がするが、それでも遅ち刻こくして心証を悪くする必要はない。この体質の改善のめどが立っていない今、少しでもマイナスを減らさなければならないのだ。そして、どうにかして大神さんの側そばにいないとまたあのときのように……

　そんなことを考えてる間にもどんどん視線が増えていく。

　それとともに視界と思考がぐるぐる回る。

　今にも大神さんが来るかもしれないので、必死にここにとどまっているが、もう限界だ。よくも昨日は大神さんの視線を受けて逃げなかったものだと亮士くんは自分で自分に感心する。

　……まぁ、あれはいろいろテンパっていてそれどころじゃなかったからなのだが。

「…………うぷっ、気分が悪い」

　とうとう気分が悪くなってきた。はっきり言って立っている場所が悪い。

　亮士くんはヌボーっとした瞳ひとみで目の前の建物を見上げる。一階建てのプレハブ小屋を二つつなげただけの小こ汚ぎたない建物。左右には鉄筋コンクリート四階立ての立派な建物があるおかげで、ボロさが際きわだっているし、さらに後ろは山なので日当たりも悪い。プレハブの外観も、くすみ汚よごれて支柱は見事に錆さびている。風が吹ふけばそのまま倒たおれてしまいそうだ。

　しかし、この建物こそが、絶対の信しん頼らいと恐きよう怖ふでもって御伽学園に君臨するなんでも屋さん、正義の味方、学生の守り手、社会不適合者の吹ふきだまり、御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通称御伽銀行の部室なのだ。その知名度とは裏腹に建物はボロいが。

　左右の建物は部室棟とう、右の建物は文化系クラブの部室が詰つまった文化棟、左の建物は体育系クラブの部室が集まった体育棟。おかげでここは人通りが多い。

　亮士くんはそんないろいろな意味で目立つ建物の真ん前に突つっ立っているのだから目立ってしょうがない。

　亮士くんは扉とびらの横にかけられたボロボロの御伽学園学生相互扶助協会と書かれた看板を眺ながめつつ、建物の中を窺うかがう。急いで来たのが徒あだになったのか部室の中からは返事なし、人の気配もなし、要するに留守。

　というわけで、亮りよう士しくんは無数の視線の中をふらふらしながら部室の前に立っていて、そしてとても困っているのだ。




　あれからどれくらい経たっただろうか、終わりは唐とう突とつに訪おとずれた。

　あっもうだめ、限界。

　真っ青な顔で脂あぶら汗あせをだらだら流していた亮士くんはそう悟さとった。

　そして、とうとう視線のレーザービームで貫つらぬかれ続けた亮士くんが今にも限界を突とつ破ぱしようとしたそのとき、

「あらお早いお着きですの、お待たせしてすいませんの～」

　そんな風にほほほほと現れたのはりんごさん。その隣となりにはいつも通り大おお神かみさん。

　亮士くんにはその微笑ほほえみが天使に見えた。

　実際は、ここに亮士くんを放置プレイにして見守っていたりしたので、小こ悪あく魔ま以外の何者でもないのですが。そんな毒たっぷりのりんごさんを、大神さんは恐おそろしい物を見るような目で見ていた。

「では少々お待ちくださいの」

　りんごさんは、スカートのポケットの中から鍵かぎを取り出し、蹴けったら壊こわれてしまいそうなボロ扉とびらを開ける。

「いらっしゃいですの。森もり野の君、御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会にようこそ」

　りんごさんに促うながされ中に入る亮士くん。入ってたくさんの視線から解放された瞬しゆん間かん、ずるずると崩くずれ落ちた。

「あらあらどうかしましたの？」

　心配するりんごさん。亮士くんは全身を覆おおい尽つくす倦けん怠たい感かんに脱力しながらも、どうにか答える。

「なっ……なんでもないっス」

「なんでもないようには見えませんけど、まぁとりあえず座ってくださいですの」

　そうりんごさんに優やさしく言われた亮士くんは、ようやく顔を上げる。そこで初めて室内の様子が目に入ってきた。

　プレハブ二つを並べて作ったこの部室には部屋が二つ。今いるのは応接間のような場所らしい。つぎはぎで補修された跡あとが丸見えの横長のソファが二つ対面するように並び、間にあるガラステーブルはガムテープで割れた場所を保護している。奥には職員室から持ってきたのであろうボロ机にボロ椅い子す。その横に所々へこんだロッカー。要するに……内装も外見に負けず劣おとらずボロかった。

「はっはいっス」

　亮りよう士しくんはおそるおそるソファに腰こしを下ろす。大おお神かみさんは反対側のソファにどっかりと座る。ぎしぎしと音を立てるソファはスリル満点だ。幸いなことに大神さんは視線を亮士くんに向けない。それに亮士くんは寂さびしさと安あん堵どを感じていると、

「お茶を用意してきますの」

　りんごさんがそう言って暖簾のれんで隠かくされていてよく見えない隣となりの部屋に向かった。亮士くんはそれを見て、なるほど、向こうはキッチンなのかとあたりをつけた。

　そしてそこで、亮士くんは今の状じよう況きように気がついた。

　大神さんと二人きり。大神さんの気配をびんびんに感じる。

「…………」

「…………」

　取り残された大神さんと、亮士くんの間には会話がない。

　昨日の今日なので落ち着かない、さらには二人きりでいっぱいいっぱいの亮士くんと、微び妙みように不ふ機き嫌げんそうな大神さん。

「森もり野の君はコーヒーと紅茶どちらがよいですの？」

　暖簾の向こうからそんな声が聞こえてくる。

「コッコーヒーでお願いするっス」

「涼りよう子こちゃんは」

「あーそうだな、今日は……」

　大神さんはりんごさんの問いにこれ幸いと立ち上がり、コーヒーを淹いれているりんごさんの側そばに行く。

「りんご、オレはいつも通りでいい」

「あら、どうしたんですの。わざわざ言いに来なくてもいいですのに」

　そう聞くりんごさんに肩かたをすくめる大神さん。

「まったく、居い心地ごこち悪くて仕方ねぇ。男のくせにおどおどしやがって」

「まあまあ、きっと緊きん張ちようしてるんですのよ」

「つーか、ずっとあんな感じだろあいつ」

「ん？　違ちがいますの。クラスにいるときはあんな風じゃないんですのよ？　いつもは目立たない空気のような人なんですの。だいたい、いつも今みたいな感じなら目立って仕方がありませんのよ」

　納なつ得とくする大神さん。

「そりゃそうだ。しっかし……ならなんであんな」

「さあ？　まあそれはおいおい聞いていこうと思いますのよ。まあ、さっきの周りの視線でふらふらしてた姿を見ればだいたい予想がつきますけど。あっ森野君。お砂糖はいりますの？」

　コーヒーを淹れつつ、隣となりの部屋にいる亮士くんに声をかけるりんごさん。

「……ブラックで」

　そのりんごさんの問いに返されてきた声は、落ち着いて深みのある声だった。

「…………」

「…………」

　顔を見合わせる二人。

「今の声は……」

「森もり野の君ですの？」

　身み振ぶり手振りで意思疎そ通つうをしたあと、りんごさんが意を決して声をかける。

「あのー森野君？」

「なんだ」

　やっぱり男らしい声が返ってくる。

「えっと、声と口調変わってませんの？」

「変わってるな」

「どうしてですの？」

「周囲に人がいないからだ」

　ひょこっと顔を出し亮りよう士しくんの顔を見て聞くりんごさん。

「人がいるとどうなるんですの？」

「ひっひとがいると落ち着かなくなるんっス」

　りんごさんの視線を受けてヘタレになる亮士くん。

「へぇ、どうしてそんな風に？」

　引っ込むりんごさん。

「この高校に来るまでいたところはかなり田舎いなかで、俺が行っていた学校には生徒は俺しかいなかった。そして田舎なので人も少なく周りには知り合いしかいなかった。だから、同世代や見知らぬ他人が近くにいたり、視線を向けられたりすると落ち着かなくなるんっスよ。だからあんまり見ないでくださいっス～」

　台詞せりふの途と中ちゆうで顔を出したのは笑顔のりんごさん。

「へ～、おもしろいですのね。だから教室ではあんな感じなんですの？」

「そうっス。目立たないように、空気みたいに気配を消してるんスよ。やり方はじいちゃんに教わったっス」

「へぇ、おじいさんは何をやってる方なんですの？」

「またぎっス」

「へぇ猟りよう師しなのか、おまえのじいさん」

　おもしろい展開になってきたからか、顔を出す大おお神かみさん。

「遊ぶ友達もいない土地だったんで、じいちゃんにいろいろ教わったもんっスよ。だからそんなに見ないでくださいっス～」

　りんごさんと大おお神かみさんの視線をもろに受けているためか、だんだん情じよう緒しよ不安定になっていく亮りよう士しくん。

「しょうがないですの」

　しぶしぶと引っ込む二人。顔を合わせない奇き妙みような会話が続く。

「こんな感じで隠かくれてたら大だい丈じよう夫ぶなんですの？」

「大丈夫だ」

「見えなかったら、側そばにいても大丈夫なんですの？　例えば後ろに立つとか」

「知らない相手だと、だめだ」

「知ってる相手だと大丈夫なんですの？」

「視線を受けなければ大丈夫だ。ただ、側に寄られると無理だ。基本的に他人の気配が側にあると落ち着かない」

「なるほど、おもしろいですのね。う～ん。では…………実験をしてみましょうですの」

「実験？」

「そうですの、では電話番号教えてもらえますの？」

　隣となりの部屋から出てくるりんごさんと大神さん。

「はっはいっス」

　あわあわと携けい帯たい電話を取り出して画面を見せる亮士くん。

「では、人気のない場所に移動していただけますの？　五分ほどしたら電話しますの」

「わかったっス」

　そう言って出て行く亮士くん。

　二人きりになったところで大神さんが口を開いた。

「…………なんなんだあいつは」

「極度の対人恐きよう怖ふ症しようで視線恐怖症ってところですのね。まぁ、それだけではない気がしますけど」

「そうなのか？　オレにはただのヘタレに見えるが」

「ん～、私は詳くわしくないので先入観と思い込みでしかないのですけど。猟りよう師しのお仕事って、獲え物ものに気づかれないように気配を消して、そのまま待まち伏ぶせたり追いかけたりして獲物を見つけ、そして仕し留とめる、そんな感じだと思うんですの」

「まぁ、そんな感じだろうなぁ」

　大神さんの想像する猟師もそんな感じだ。

「おじいさんと一いつ緒しよに猟に出てたとするなら、その辺のことをしっかり教わってるんじゃないかと思うんですのよ。さっきもいろいろ教わっていたと言ってらっしゃいましたの。周囲にとけ込み気配を感じさせない、今森もり野の君が教室でやってることですの」

「確かにオレ全然気がついてなかったしな」

「涼りよう子こちゃんの場合は森もり野の君の能力以前の問題な気がしますの。クラスメイトの名前何人知ってますの？」

「…………」

「まぁ、それは今に始まったことでもないので置いときましょうですの。それで森野君のあの対人恐きよう怖ふ症しよう的な性質ですの。あれは周囲が皆みな知り合いで同世代がいない環かん境きようとおじいさんからの教え。その辺りが合わさって、知らない人間の気配を感じたり視線を感じたりすると落ち着かなくなってしまうという感じになってしまったのかなぁと予想しましたのよ」

「じゃあ何か、あのヘタレな感じは猟りよう師しの本能みたいなのが他人に反応するためにああなるということか」

「単なる想像でしかありませんけどね。それに猟師ってパーソナルスペースが広そうな感じしませんの？」

「パーソナルスペース？」

「赤の他人が近づいた場合に不快になる距きよ離りですの。私は涼子ちゃんにくっついても、別に涼子ちゃんは不快にならないでしょ。でも、知らない人が同じことをしたら涼子ちゃんのパンチが飛びますの」

「まぁ、そうだな」

「人それぞれそんな距離がありますの。自分の距離、そこに知らない人が入ってきた場合は本能的に防衛本能が働く。軍人さんとか殺し屋さんとかスナイパーさんとか猟師さんとか広そうじゃありませんの？　まあ、私の偏へん見けんなんですけど」

「確かに広そうだ」

「その距離が、森野君も広いのかもしれない。猟師をしていたならば、それこそ熊くまとか猪いのししとか危き険けんな動物に出会うかもしれませんから、その辺りの気配を感じる能力は鍛きたえられてるんじゃないですの？　人との距離と動物との距離がごちゃ混ぜになってる感じなのはどうかと思いますけど」

「ふーん、じゃああいつにとって赤の他人は熊とか猪とかと同じだと」

「まあ、赤の他人というのに出会うことがない環境だったらしいですからしょうがないんじゃないですの？　それにあながち間ま違ちがいでもないかもしれませんの。よく言うでしょう？　一番怖こわいのは人間だと」

　そのかわいらしい顔で寒気がするような笑顔を浮かべ毒を吐はくりんごさん、その笑顔に微び妙みように引きつつ大おお神かみさんは答える。

「その怖い人間が近くに寄るからああなると。ごるご13のヘタレ版ばんということか。背後に立たれると、銃じゆうを撃うつ代わりにヘタレになる」

「ああ、それわかりやすいですのね～と、そろそろ電話をかけてみましょう。ぴっぽっぱっと」

　お気楽に擬ぎ音おんを口ずさみ、携けい帯たい電話を操作し耳に当てるりんごさん。

「もしもし、赤あか井いですの～」

『俺だ』

　りんごさんの耳にとても男らしい声が聞こえてきた。

「ああ、やっぱり電話でも男らしい感じになるんですのね。おもしろいですの」

『それでこれからどうするんだ？』

「あっ、すいませんけどまた戻もどってきていただけますの？」

『わかった、すぐ戻る』

「よろしくですの」

　携帯をしまうりんごさん。

「すぐ戻るそうですの」

「……で、おまえは何をしたいんだ？」

「使えるかどうかの確かく認にんですのよ。やっぱりあの周囲にとけ込む能力はとても役に立ちそうですの。聞いてないですけど、尾び行こうなんかもできるんじゃないですの？　猟りよう師しさんですし」

「本気で入れるつもりなのか……」

　嫌いやそうな大おお神かみさん。

「はいですの。それにですの、……何より私が気に入っているところは、涼りよう子こちゃんのよさを見抜ぬいたところですの。すばらしい眼力ですのよ！」

「はぁ、でもあのヘタレさはオレの趣しゆ味みじゃねぇよ」

　小さな手で握にぎり拳こぶしを作り熱弁をふるうりんごさんとやる気マイナスの大神さん。

「でも、人が側そばにいないときはとても男らしい感じですのよ。涼子ちゃんの好みにばっちりじゃないですの？」

「側に寄ることもできない状じよう況きようでどう恋愛しろと？　側に寄ったらヘタレになるし」

「それはそれで、見てるこっちは楽しそうですの」

　ころころと笑うりんごさん。そんな楽しそうなりんごさんを見て大神さんはため息を一つ。なんか最近ため息が増えた気がする。どのくらいの量の幸せが逃にげただろうか。そんなせつない考えに大神さんがもう一度ため息をつこうとしたそのとき、亮りよう士しくんが帰ってきた。

「どうも、ただいま戻りましたっス」

　大神さんとりんごさんの視線が亮士くんに集中する。

　ビクッ

　と震ふるえ、おどおどしながら聞く。

「どっどうかしたんスか？」

「いいえ、なんでもありませんの」

　と、りんごさん。

「でもっス」

「気にするな」

　と、大おお神かみさん。

　亮りよう士しくんはしばらくそれに耐たえていたが、とうとうその我が慢まんというダムが決けつ壊かい。

「みっみないで欲しいっス～っ！　見ないで～見ないで～!!」

　そう言いながら頭を抱かかえてしゃがみこむ。

「限界を超こえたらこうなるのか」

「また一つ勉強になりましたの」




　錯さく乱らんした亮士くんが落ち着くのを待って、りんごさんは言った。

「それにしても涼りよう子こちゃん愛されてますのね」

　ニコニコとりんごさんは言う。それに真っ赤になって反論したのは大神さん。

「なんでそんなことがわかる!!」

　りんごさんはその剣けん幕まくを柳やなぎに風と受け流す。

「まぁ、見たまんまですの。具体的な例を挙げるとすれば、涼子ちゃんの前に姿を現したことですのね」

「なんでそれが？」

「当たり前ですの。隠かくれたままじゃ恋はできませんのよ？」

　大神さんはそこで、真っ赤になって固まってる亮士くんに目を向けた。

「見てもらわないと、認にん識しきしてもらわないと好いてもらうことも、ましてや恋愛なんてできませんの。対人恐きよう怖ふ症しよう気味で視線恐怖症な森もり野の君がそんな行動を起こしたんですのよ。どれだけの覚かく悟ごが必要だったと思いますの？」

　そこまで言われれば大神さんもしぶしぶだが認めざるをえない。

　真っ赤なまま黙だまる大神さん。

　りんごさんは大神さんが黙ったのを確認すると、途と中ちゆうになっていたコーヒーを運んできて亮士くんに勧すすめる。同時にふてくされるようにしてコーヒーに口をつける大神さん。

「それで森野君はいつ頃ごろから涼子ちゃんのことが好きになったんですの？」

　りんごさんから亮士くんへのストレートボール。しかもど真ん中ストライク。

　大神さんはあまりの居い心地ごこちの悪さに身じろぎをする。

　なんでこんな恋愛相談室って感じになってんだ？

　とはいえ、気にならないことはない。昨日は野性味あふれるのあたりで帰ったが、考えてみればあれだけじゃない気がする。というか、野性味に惚ほれられたんだとしたら、こいつ殴なぐる。

「そうっスね。それで……一応視線はずしていただけるとうれしいんっスけど。それで、いつあの……その……大おお神かみさんを……その、好きになったなんっスけど……」

「まあ真っ赤ですの。森もり野の君もそっぽ向いた涼子ちゃんも」

「りんご!!」

　そうムキになる大神さんをにこにこ見ながらりんごさんは思い出す。

　あいかわらず涼りよう子こちゃんは人に好意を向けられるのに慣れてませんのねー、私が最初に涼子ちゃんと仲良くなったころもこんな顔をよくしてましたのよ。最近は慣れたのか私が好意を見せてもあんまりこんな顔してくれなくなりましたし。ああー実にかわいらしいですの。でも少しさびしい。ふぅ、これが娘むすめを嫁よめに出す感覚ですのね。

　人の心を読める人間がこの場にいれば一言こう言っただろう、違ちがう……と。

　そんなりんごさんの感傷をよそに亮りよう士しくんの告白は続く。

「入学したその日からクラスメイトの情報収集を始めたんっスよ。変に視線を集める前にとけ込まないといけなかったっスから。一度強く認にん識しきされてしまうと、それをぬぐうのは難しいっスからね。一度獲え物ものににおいを憶おぼえられてしまうともう駄だ目めなんスよ」

「まぁ、それはそうかもしれませんの」

「こんな何々っスとかいう口調の奴やつがいたら目立ってしょうがねーしな」

　大神さんはこの青春色の空気に対たい抗こうするため憎にくまれ口で悪あがき。しかし効果なし。

「そんな中で、大神さんを見ていると何か違い和わ感を覚えたんっス。怖こわいのに怖くないというか強そうなのに弱そうだというか……何かおかしいんっスよ。ビールジョッキに麦茶が入ってるような、中ちゆう華かのお皿にフランス料理が盛りつけられてるような、そうっスね……器と中身が合っていないような、そんな違和感……」

「ああっ!?　なんだって!?」

　図星を指されたからか、よほど意外だったのか、それとも勘かん違ちがいだからか、いきなり激高する大神さん。

「ああっ、すいませんっス～」

　ヘタレ爆ばく発はつで謝あやまる亮士くん。

「涼子ちゃん！　話は最後まで聞くものですのよ！」

「…………ちっ」

　いらだちを隠かくそうともしない大神さん、その様子をおそるおそる窺うかがいながら亮士くんは続ける。

「それから興味を持って、ずっと大神さんのことを見てたんスよ。……まあ、それで気がつけば、大神さんのことばかり考えるようになっていて……一大決心して告白したんっスよ」

「へーそうなんですの」

「でも、きっかけがつかめず、情けないことに一週間近くも告白しようと付け回して、でもできなかったんスよね。でも、ようやく昨日告白できたんっス──」

　そこまで話したところで大おお神かみさんの声がかかった。

「……おい」

　感情の色の見えない底冷えのするような音色。

「一週間オレにつきまとっていたと言ったな」

　その大神さんの視線に固まりつつ、どうにか答える亮りよう士しくん。

「……はいっス」

「ならあれも見てたのか」

「あれ………………ああ、お仕事でストーカーさんにお仕置きしたあれですのね？」

　りんごさんがつぶやく。

「そう、四日前のあれだ。で、どうなんだ？」

　大神さんの鋭するどい視線が突つき刺ささる。その視線に震ふるえる亮士くん。その震えは、いつもの視線恐きよう怖ふ症しようから来るのとは違ちがうもののようだった。それは────

「……………………はいっス。見てたっス」

　亮士くんはうつむき言った。

「……わかった」

　そう言って、大神さんは立ち上がる。

「りんご、こいつを仲間にするのはナシだ」

「……涼りよう子こちゃん」

「そりゃあな、ナイフ振ふり回してる馬ば鹿かの前に出てくるのは恐おそろしいだろうよ。ただな、惚ほれてるという相手が危ないときに隠かくれて出てきやしない。そんな奴やつに背中を預ける気にはならねぇよ。絶対にな」

　そしてそのまま大神さんは乱暴に扉とびらを開け部室を出て行く。

　無言の室内、その冷たい沈ちん黙もくを破るように口を開いたのは亮士くんだった。

「…………ははっ情けないっスね。嫌きらわれたみたいっスし。あたりまえっスけど」

「ふぅ、そうですのね。まぁ、涼子ちゃん的には絶対に許せない行動ですのよ。誰だれかの危き機きに行動を起こさず傍ぼう観かん者しやに徹てつする。要するに、我が身かわいさに逃にげる行こう為いは」

「……耳が痛いっスね。でも赤あか井いさんはそんな感じじゃないっスね。おれのこと軽けい蔑べつしないんっスか？」

　その問いにりんごさんは、少し間をおいたあと静かに言った。

「森もり野の君、一つ聞いていいですの？」

「なんっスか？」

「あのとき、私ビデオ回してたんですのよ。刃は物ものを振ふり回すストーカーさん、それを迎むかえ撃うつ涼子ちゃん。その二人が今にも交差しようとしたそのとき……不自然にナイフが飛びました。森野君はその原因に心当たりはありませんの？」

　その問いに、亮りよう士しくんは肯こう定ていも否定もしなかった。

「……何を言おうと、飛び出せなかったのにはかわらないっスよ。人前に出るとヘタレて身体からだが思うように動かなくなる、それがわかってたっスから。あの十数メートルはおれには長すぎたんスよ。……情けないっスね。あれほど自分が情けなかったことはないっスよ」

　りんごさんは黙だまって亮士くんの独白を聞く。

「それなのに告白したのはっスね、すぐ側そばにいれば、突つっ立ってるだけでも盾たて代わりにはなるだろう。……そう思ったからなんっスよ。でも……考えてみればこれも逃にげっスよね、自分を変えようとしていない」

　……ほんと情けない。

　亮士くんは最後に一言絞しぼり出すようにそう言って、立ち上がった。

「それじゃあ帰ります。どうもっした」

　とぼとぼと部室を出て行く亮士くん。一人残されたりんごさんは冷め切ったコーヒーを口にする。

「……別に、盾になるだけが守るというんじゃないと思うんですのよ、私は。まぁ、男の子的には騎士ナイトになりたい年とし頃ごろですか。

　それにしても涼りよう子こちゃんはまだ昔のことにこだわってるみたいですね。困った涼子ちゃんの顔は好きですけど、今のトラウマ掘ほり起こされた涼子ちゃんはあんましかわいくないですし、何よりいじりがいがないです」

　カップの中身をゆらゆら揺ゆらしながら考え込むように目を細めるりんごさん。

「…………んーやっぱり欲しいですね、森もり野の君。涼子ちゃんの内面を見抜ぬいた彼なら頑かたくなな涼子ちゃんをどうにかできるかもしれないですし。何より、二人を絡からませるといじりがいがさらにありそうですのよ。でも涼子ちゃんは頑がん固こですし、今の状態で森野君を受け入れるなんてのはよほどのことがない限り無理でしょう。ほんと、ままならないものですのねぇ」

　コーヒーカップ片手にそうぼやく、りんごさんの姿にいつもの幼さはなかった。







　　　おおかみさん王子様にエスコートされる




　バスッボスッと重低音の音がリズムよく響ひびく。御お伽とぎ学がく園えんから徒歩十五分ほどの場所にあるボクシングジム。

　そこで大おお神かみさんが怒いかりをぶつけるようにサンドバッグを殴なぐっていた。

　むかつくっむかつくっむかつくっ!!

　荒あれている理由は他ほかでもない、亮士くんのことだ。

　別に亮士くんのことが好きだったわけでも気に入っていたわけでもない。ただ、その行動がむかついた。

　あいつは刃は物ものを持った男と対たい峙じしているオレを見てた。

　刃物を出した男の前に出てこれる男なんてそうそういないだろうし、実際出てこられても邪じや魔まなだけだった。

　でも……それでも、むかついた。あの見ているだけ、何もできずに立っているだけという行こう為いは、許せない、許せない、許せない、許せない。

　なぜならあれは、昔の……

　ボスッ!!

　一ひと際きわ大きな音が鳴り、サンドバッグを吊つるした鎖くさりが軋きしみをあげた。

　いらだちと不意に蘇よみがえった過去の想おもいをぶつけるように一心不乱にサンドバッグを殴なぐり続ける大おお神かみさん。ジムには他ほかに何人も練習をしている人間がいるが、雰ふん囲い気きに近寄りがたいものを感じるらしく、大神さんの周りには誰だれもいない。

　そんな中、一人の男が大神さんに近づいていった。

「おーおーなんか荒あれてるねぇ。りょーこ、何があった？」

「はぁ……はぁ、なんでもないですよ」

　大神さんの背後から話しかけたのは、はげでひげ面で眼帯の男、いやおっさん。

「なんでもないことはないだろ、動き見てりゃわかる。いらん力が入って動きが雑だ」

「……ただ、気にくわないことがあっただけです」

　自分の心情をあっさりと見抜ぬかれてたことに、ばつが悪そうな顔をする大神さん。

「そうか、まぁ身体からだ壊こわさん程度にストレス発散しな。それにしてもその馬鹿力、相変わらず女にしとくのは惜おしいわ。それで、プロになる決心はついたか？」

「……またですか熊くま田ださん」

「おやっさんとよべぇ!!」

　鬼おにがいた。この熊田さん、元プロボクサーで、引退後はボクシングジムのオーナーとなり後進の育成に力を注ぎ、幾いく多たのチャンピオンを育て上げた名の知れたトレーナーなのだ。

　が、とあるボクシングアニメに影えい響きようを受けてボクシングを始めたという経けい緯いから、練習生におやっさんと呼ぶのを強要する困ったおっさんでもある。ちなみに眼帯の下は何の怪け我がもない健康そのもののお目々がついている。たまに左右逆になるらしい。

「……それでおやっさん」

「おうよ！　おめぇには才能があるし根こん性じようもある。その気になれば、女子チャンピオンも無理じゃねぇ。だからもう一度考えなおさねぇか？」

　何度も繰くり返した会話に大神さんはため息一つ。

「嫌いやですね。だいたいオレにこだわらなくても有望な奴やつなら他にもいるでしょう？」

　リングの上でスパーリングをしている男に目をやる大神さん。

「ああ、白はく馬ばか。確かにありゃ才能があるな」

　白はく馬ばと呼ばれたスパーリングをしている少年は素人しろうと目に見てもわかるほどに次元が違ちがっていた。高い身長、鍛きたえられ引き締しまった身体からだ、整った容よう貌ぼう。ただ特とく徴ちようだけ並べてみれば大おお神かみさんに似ているかもしれない。ゆえに男女の差異を考え合わせても大神さんと印象が似かよいそうなものだが、そういうことは全くなかった。大神さんが野生だとすれば白馬君の印象は人工の計算された美しさ。白馬と呼ばれる少年は大神さんと違い洗練されているのだ。

「一応あいつはまだ学生で、アマチュアとしてやってるからな、しかもチャンピオンだ。ボクシング部の部長しているらしいし、無理だろうな。一応聞いてみたが、ここに来ているのも部に練習相手になるレベルの奴やつがいないからで、プロには興味がないらしい」

「オレも、学生ですよ」

「別にアマチュアでやってるわけでもないだろう？　おまえはプロ向きだよ。隙すきあらば相手に食らいついてやろうっていう気き概がい、少しでも強くあろうとするその姿勢に、負けず嫌ぎらいなその性格。何よりおまえは俺が手塩にかけて育てたんだからな」

「……まあ、中一の小こ娘むすめ相手にまじめにボクシングを教えてくれたのには感謝してますけど、それとこれとは別です。プロにオレは興味ないですよ、他ほかを当たってください」

「そうかいそうかい。残念だねぇ。それに他当たれって言ってもな…………あいつが本気でプロを目指したなら、誰だれがトレーナーだろうとベルトを取れるだろうよ。俺としちゃあそんなん、おもしろくもなんともねぇよ」

　明言を避さけているが、あいつというのは白馬と呼ばれた少年であることは熊くま田ださんの視線からありありと伝わってくる。

「それに……」

「それに？」

　そこで急に声のトーンを落とす熊田さん。

「すべてが自分の思い通りになると思ってるようなあの目が気にくわねぇ。表面上じゃ敬ってるように見えても、自分以外の人間すべてを見下してるな。まぁ、いいとこのおぼっちゃんで顔も良くて勉強もできる、そんな完かん璧ぺき超ちよう人じんなら他人が馬ば鹿かに見えるのもしょうがないかもしれんがね。っと、つまんないことを言っちまったな。前ぜん途と有望な若者に対する、くたびれたおっさんのひがみだ。忘れてくれ」

　そう言って手をひらひらさせながら去っていく熊田さん。その背に聞こえるか聞こえないかの小さな声で大神さんはつぶやいた。

「……オレも好きじゃない」

　基本的にぶっきらぼうで無愛想な大神さんだが、よくも知らない人間を嫌うなんてことはない。ただ、だというのに大神さんはなぜか白馬君のことが気に入らなかった。それは嫉しつ妬とか羨せん望ぼうかただ虫が好かないだけなのか……。

　嫌いやな答えが出そうだったので大神さんはそのふとわいた疑問を振ふり払はらい、サンドバッグに向き直った。




　シャワー室からタオル片手に出てきたのは大おお神かみさん。熊くま田だだからベアーという安あん易いな名前のついたベアーボクシングジムは、ダイエット目的の女性も募ぼ集しゆうしているので、女性用の更こう衣い室しつとシャワー室を用意してある。とはいえ、学生が多いこの街の環かん境きようからかここを利用する女性はあまりいない。今も更衣室は大神さんの貸し切り状態だ。

　というわけで、大神さんは裸はだかに首からタオルを掛かけただけという艶あで姿すがたを存分に披ひ露ろうしている。

「ふぅ」

　用意していたスポーツドリンクを飲み一息つく大神さん。

　あれからがむしゃらにサンドバッグを殴なぐり続けた大神さん。どうにか胸のもやもやも薄うすまってきた。思い出せば腹も立ってくるが、かといって耐たえられないわけでもない。あれだけ言ってやったんだから、もう自分に関かかわってくることはないだろう。

　大神さんは身体からだを拭ふき服を身につけていく。その長い髪かみはおざなりにタオルで乾かわかすだけ。りんごさんがこの場にいたなら、髪は女の命なんですのよ!!　と言うこと請うけ合あいだ。

　そんな感じで女性にあるまじき速さで着き替がえを終えた大神さんは、おやっさんに一声かける。

「それじゃ帰ります」

「おうよ」

　威い勢せいよく返事をするおやっさんに頭を下げてジムを出る。時間はもう午後七時を回り、辺りはすでに暗くなっている。と、後ろから声をかけられた。

「やあ、君も今帰りかい？」

　大神さんが振ふり返ると先ほどおやっさんとの会話で出てきた人物が立っていた。

　容姿端たん麗れい成績優ゆう秀しゆうスポーツ万能家も金持ち。女性たちをキャーキャー言わせている御お伽とぎ学がく園えんの王おう子じ様。

　その名も白はく馬ば王子。

　その名が体たいを表しすぎている王子様が王子様スマイルで大神さんの前にたたずんでいる。暗くら闇やみに光る歯。普通の女性なら頰ほほを染めたりキャーキャー言ったり微笑ほほえんだりといったリアクションをするだろうが、大神さんはたった一言こう言った。

「……はい」

　あまり会話をしたことがない先せん輩ぱいなので、いくらなんとなく気に入らない相手であろうと、流石さすがの大神さんの口調も微び妙みように丁てい寧ねい。アウトロー気味の大神さんもそれくらいの常識はあるのだ。

　とはいえ、大部分の夢見る少女たちがするような反応は皆かい無むで、それどころかその顔には疑問と不ふ機き嫌げんさの混じり合ったなんともいえない表情が浮かんでいる。しかし王子様は愛あい想そのよい笑顔を崩くずさない。

「僕もだよ。というわけで途と中ちゆうまで送らせてもらえないかな。もう日も落ちてきてるしね」
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「いえ、結構です」

「いやいや、女性の一人歩きは危ないよ。それに、うちの家か訓くんは『女性を大事に！』なんだよ」

　……とあるゲームの全体命令みたいな家訓だなとか思いつつも、大おお神かみさんの返事は変わらない。

「そこまで柔やわじゃないですよ。というかオレを襲おそう相手の方が危険ですね。馬ば鹿か相手に手加減する気ないですし」

「そうかぁ。……大神さん、君は寮りよう生せいかい？」

「……そうですが」

「なら、たぶん帰り道が途と中ちゆうまで同じだ。その分かれ道までエスコートさせてくれないかな。レディファーストをたたき込まれたこの身としては、このまま何もしないと何か居い心地ごこち悪くてね」

「…………はい」

　うっとうしい、とても断りたい。それが大神さんの本心。だが、ここまで言われて断るのは流石さすがに失礼だろうと大神さんは了りよう承しようする。何より、この白はく馬ばの王おう子じ様はボクシング部の部長で御お伽とぎ学がく園えん三大組織の一つ、体育会の重じゆう鎮ちんだ。わざわざ不興を買うのはいろいろとうまくない。別に大神さんは面めん倒どうを起こしたいわけではないのだ。

「じゃあ行こうか」

　そう促うながす王おう子じ様とともに大おお神かみさんは歩き出す。

　会話はないというかあるが完全に一方通行だ。

「いやあ、いつも見てるけどいい動きしてるね。ボクシングを始めたのはいつ頃ごろなのかな？」

「……中一です」

「身体からだも引き締しまって鍛きたえられてるみたいだし」

「そうでもないです」

「でも、かなり鍛えてるよね？　じゃないとあんな美しい身体にはならないよ」

「そうですね」

　反応はするが、会話がふくらむわけではない。口く説どいてるんだか褒ほめてるんだかわからない言葉が混じるが大神さんは気にしない。

　しかし、それでも王子様は負けない。そのフェミニズム精神からなのかその性格からなのか、会話を続けようとする。

　そんな会話を途と切ぎれさせたのは王子様の忍にん耐たい力りよくが切れたわけでなく、大神さんたちの前に立ちふさがった数人の男たち。

　その中の一人、頰ほほの両側に大きなガーゼを当てた男が余よ裕ゆうの態度で笑いながら言った。

「よう、また会ったな」

　そのガーゼの男に大神さんは真顔で聞いた。

「……どこかで会ったか？」

　笑えるほど一いつ瞬しゆんで男の余裕が消えた。

「なっなめやがって。昨日の今日だろうが、忘れたってのか？」

「どうでもいいことは記き憶おくしないたちなんだよオレは」

　そんなふてぶてしい大神さんにいらだちながら頰のガーゼをはずす男。

「くっこれを見ろ」

　そこにあるのはネコ型の青黒い痣あざ。

「……あーあー、あの愛の戦士ストーカーか。思いだした」

　相変わらず何も気にしてない大神さんに青筋を浮かべながらも、どうにか余裕を装よそおおうとする男、愛の戦士。さらに大神さんを挑ちよう発はつする。

「へっまあいい今日は男連れか？　物好きな男もいたもんだ」

　しかし大神さんは気にしないので愛の戦士のストレスゲージが上がっていく。

「よけいなお世話だな。で、なんの用だ？」

「ぐっ……まあいい、借りを返しに来たんだよ」

　くっくっくっと悪役然として笑う男。

「おいおい、復ふく讐しゆうかよ。こっちがいろいろ握にぎってるの忘れたのか？」

　ストーカーの証しよう拠こに、ナイフ振ふり回してる姿に、指し紋もんがしっかりついたナイフ。もう、よりどりみどり。

「うっせぇ、おまえを裸はだかに剝むいてビデオにでも撮とればそんなこと言ってられなくなるだろうよ!!」

　愛の戦士ストーカーがそう言うと、後ろに控ひかえた男たちが嫌いやらしく笑う。

　なるほど、オレの弱みを握にぎって、それをネタにあの写真とかを取り返そうということか。

　オレを狙ねらったのは、そのほうが狙いやすくて、よりむかついたからだろうな。まあ何にせよりんごが狙われなくてよかった。

　大おお神かみさんは油断なく周囲を観察する。この馬ば鹿かの後ろに控ひかえてるのは五人。愛の戦士を加えれば六人。

　見た目だけは威い圧あつ感があるし、がたいもそれなりだが、何かやってるって感じじゃねぇな。最初に何人か減らして、そのあと囲まれなけりゃどうにかなるかな。

　大神さんには、王おう子じ様に助けを求めるという発想はない。これは大神さんの問題だ。

　無言で状じよう況きようを確かく認にんしている大神さんを見て何か勘かん違ちがいしたのか、愛の戦士が余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった顔で言う。

「へっ、声もでねぇか。今日は人数連れてきてるからな、前のようにはいかねぇよ」

「…………びっくりするほどゲスやろうだなおまえ。連れが多いときだけ強気になる、あまりの小物っぷりに言葉もでねぇよ」

　そう言いつつ、手を後ろに回し鞄かばんについていた大きなネコ顔キーホルダーを取る。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。そんなときに大神さんの隣となりから落ち着いた声がかけられた。

「なんだい君たちは、無礼にもほどがあるよ」

　あきれ顔の王子様。

「ああ？　まだいたのかこの優等生のお坊ぼつちゃんは。さっさと消えな、そうすりゃ見逃のがしてやるよ」

　数的余裕から気が大きくなっている愛の戦士はめんどくさそうに言う。

「拒きよ否ひする、僕は人に命令されるのが嫌きらいでね。特に、君たちみたいな品性のかけらも見られない相手に命令されるのは耐たえられない」

「なんだとてめぇ!!　もう一度言ってみろ」

　相変わらず沸ふつ点てんの無茶苦茶低い愛の戦士。

「拒否する、僕は人に命令されるのが嫌いでね。特に、君たちみたいな品性のかけらも見られない相手に命令されるのは耐えられない」

　まったく同じ台詞せりふを繰くり返す王子様。ここまで露ろ骨こつにやられれば、どんな馬ば鹿かでも馬鹿にされていると気づく。

「……要するにてめえも死にたいわけだな」

「ごめん被こうむる。君なんかに殺されたら末代までの恥はじになる」

　ファイティングポーズをとる王おう子じ様。拳こぶしを護まもるためだろう、いつの間にかスポーツタオルを拳に巻いている。

「何より、女性をおいて逃にげるなんて選せん択たく肢しは僕の辞書にはないね」

　相変わらず、マイペースで男たちを見下す口調を改めない王子様。

「すいません」

　大おお神かみさんは王子様に巻き込んでしまったことを謝あやまる。

「なぁに、かまわないよ。それに君を守る騎士ナイト役になれるのは光栄だ」

　そのひょうひょうとした返事に大神さんはふっとかすかに笑えみを浮かべる。

「馬ば鹿かにしやがって」

　その落ち着いた二人の様子を見てぐぎぎぎと歯ぎしりをする愛の戦士ストーカー。地じ団だん駄だ踏ふんでたりもする。その表情はもう正気ではない。あっさりと切れた愛の戦士は叫さけぶ。

「てめぇらやっちまえ」

「すまんな、これも仕事なんでな」

　まったくすまなさそうではない顔でそう言いながら男たちが愛の戦士の前に出てくる。中には指をぽきぽきと鳴らしてる奴やつもいる。

　おいおい、漫まん画がの読みすぎだろ。それにこいつら金で雇やとわれたのか。まあ、こいつに人望なんぞありゃしないわな。

　ちらりと愛の戦士に視線を向けながら大神さんは何気ない動作で、

「やるよ」

　手に持っていた鞄かばんを一番前の男に投げた。反射的に受け取る男。大神さんはその隙すきに後ろ手で持っていたねこねこナックルを素す早ばやく装着し、そのまま目の前の男の顔にそれをめり込ませる。

「ぐぎゃっ」

　いいのが入った、まず一人。

　いきなり仲間が吹ふっ飛ばされた驚おどろきで思考が停止する男たち。今の今まで、大神さんのことをただ狩かられるだけの草食動物だとなめていて、その牙きばに気づかなかったのだ。

　大神さんは冷静に状じよう況きようを観察、未いまだ固まってる男たちのうち一番手近にいる男に向かう。

　そのとき、隣となりで悲鳴が上がった。

「ぐぎゃ」

　王子様が男の一人を殴なぐり飛ばしたのだ。

　流石さすがインターハイ優勝。

　そんなことを思いつつ、大神さんは二人目を仕し留とめ三人目に向かう。そして三人目に相対したそのとき、

「大おお神かみさん危ない!!」

　そんな注意を促うながす叫びが聞こえた。それが誰だれの声なのか確かく認にんする前に、横目で背後を確認。鉄パイプを振ふりかぶる男の姿が見えた。

「くっ」

　大神さんは自分の失策を悟さとった。前にいた連中だけでなく、後ろにも奴やつらの仲間がいたのだ。逃にがさないためだったのだろうが、それが効果的な伏ふく兵へいになっていた。

　目の前の男のために、後ろからの一いち撃げきを防げない。後ろを防げば、前から組みつかれる。組みつかれれば流石さすがの大神さんでも振り払はらうのは難しい。頼たのみの王おう子じ様は他ほかの男を相手にしているためこちらにこれない。

　大神さんは覚かく悟ごを決め、最悪攻こう撃げきを受けても意識を保とうと歯を食いしばる。そして次の瞬しゆん間かん……

　ゴスッ

　そんな鈍にぶい音が辺りに響ひびいた。

　……が、大神さんの頭にはいつまで経たっても衝しよう撃げきがこない。大神さんはその隙すきに目の前の男を地に沈しずめ振り返る。そこで見たのは倒たおれている一人の少年と、二匹ひきの犬にかみつかれている鉄パイプを持った男。

「いてぇっ!!　なんだこの犬」

　二匹の大型犬は男の鉄パイプを持った腕うでと足にかみついている。しばらく犬を振り払おうとしていた男だが、その痛みにたまらず男は逃げ出した。

　王子様に目をやると、王子様は残りを倒たおし最後に残った愛の戦士ストーカーにパンチをたたき込んでいるところだった。

　もう大だい丈じよう夫ぶか。

　大神さんは周囲を見回し、危険がないことを確認すると足あし下もとに倒れている少年を助け起こす。

「おい、大丈夫か」

「いたたた」

　助け起こした少年は頭を押さえてそう呻うめく。大神さんはその顔を見て驚おどろいた。

「おまえ……こんなとこで何してんだ」

「はは、盾たてっス」

　そう痛そうな顔で笑ったのは亮りよう士しくん。

「盾っておまえ……」

　大神さんがそう言ったとき、低い唸うなり声ごえが聞こえた。

「ぐるるるる」

　鉄パイプの男を追い払った二匹の犬たちは、今度は倒れた亮士くんの側そばにいる大神さんに向け唸り声を上げていたのだ。

「ああ、この人は敵じゃない、大だい丈じよう夫ぶだから吠ほえるな、吠えるな」

　そう言って亮りよう士しくんが手を伸のばし頭をなでると犬たちはおとなしくなる。

「で、なんでおまえはここにいるんだ？」

「それは……」

　亮士くんが説明しようとしたとき、王おう子じ様から声がかかる。

「ふぅ、おとり込み中悪いけど、今回の首しゆ謀ぼう者しやさんだよ。これからどうするんだい？」

　王子様が愛の戦士ストーカーを引きずりながらやってきた。王子様、目に見える怪け我がはなさそうだ。愛の戦士の顔は腫はれ上がり、完全に顔の形が変わっているが。相当いいのをもらったらしい。

「ああ、すいませんでした」

　大おお神かみさんはあわてて携けい帯たい電話を取り出し、どこかに電話をかけ始める。

「……ああ、りんごか。オレだ。愛の戦士パーティに襲おそわれた。────大丈夫、オレに怪我はない。森もり野のの奴やつが頭打ったが。────え、なんで一いつ緒しよにいるのか？　それはまあ、あとで話す。まだオレも聞いてないしな。というわけで、愛の戦士関連の物を持ってきてくれ。久々の制裁の発動だ、今までの借りを熨斗のしつけて返してやる。場所は────」

　大神さんはいくつかりんごさんと相談したあと、電話を切り王子様の方を向く。

「ありがとうございました。助かりました」

「いやいや、どうってことはないよ。それに君が危ないときに助けに行けなかったし。まだまだ僕も修行が足りないね」

「いえ、あれはしょうがないと思います……」

「はぁ、ほんと自分の思い通りにならないのは悔くやしいね。そして我が慢まんがならない。そう、我慢ならない」

　気にするなと珍めずらしく他人に気を使う大神さん。が、王子様のいつもと違ちがう不自然な様子に、言葉が続かない。

　そんなにもオレを守れなかったのを気に病やんでいるのか。ともかく今の王子様に話しかけるのは得策じゃないな。

　大神さんは思考を切り替かえると亮士くんに聞いた。

「で、なんでおまえここにいるんだ？」

「えと、犬の散歩してたんっスよ。そしたらうちの犬が血のにおいをかぎつけたのか落ち着かなくなりまして。こいつら、猟りよう犬けんなんですよね。秋あき田た犬いぬです」

　黒毛の犬をなでながら、

「こいつがエリザベス」

　次は白毛の犬をなでながら、

「こいつがフランソワ」

「……なんだそのネーミング」

「じいちゃんがつけたんですよ。で、こいつらはこっちに来るとき連れてきたんっスよ。美人でしょ」

　大おお神かみさんは、犬たちと見つめ合う。

「…………」

「…………」

「…………確かにいい面つら構がまえしてるな」

　そう言いながら大神さんは犬たちをなでる。見つめ合いで意思が通じ合ったのか、大神さんにおとなしくなでられる犬たち。

　ちなみに大神さん、犬科の動物に好かれる。そして、大神さんも犬科の動物が好き。

「この辺りを通ってたのは、…………まぁ、未練っスね。大神さんの行動パターンはわかってたんで気がついたらこの辺を通ってたというか」

　大神さんは犬をなでながら無言で亮士くんの言葉を聞く。

　決して、さわり心地いいなーとかふわふわだなーかわいいなー欲しいなーとか考えて、亮りよう士しくんの言葉を話半分で聞いているわけではない。

「それで、こいつらに引っ張られて来てみたら大神さんがピンチじゃないですか。だからどうにかしようと…………ほんとはかっこよくやっつけたかったんっスけど、やっぱり人が近くにいると身体からだが固まるんで盾たてにしかなれなかったんっスけどね」

　情けなそうに笑う亮士くん。

　そんな亮士くんを少しの間見つめていた大神さんは、その背中をバシッと叩たたいた。そしてニカッと笑った。

「やりゃあできるじゃねぇか」

「いたいっス！」

　大神さんには、りんごさんが推すい測そくしたことから、亮士くんが行ったことがどれだけ覚かく悟ごのいることだったかわかった。

　亮士くんは大神さんの笑い顔を見て、赤くなりつつも笑う。

　そんな二人の微び妙みようにいい雰ふん囲い気きを壊こわすようにすぐ側そばで声がした。

「…………いい雰囲気ですのね」

「うわっ、りんごいつの間に」

「少し前ですの」

　走ってきたのか息は荒あらいし、汗あせで髪かみの毛もおでこに張り付いている。

　その様子を見た大神さん、そんなに心配してくれたのかといううれしい気持ちを隠かくしつつ、照れ隠しに憎にくまれ口を叩く。

「ずいぶんと、お早いお着きだな」

「もうここから寮りようまで近いですし、それだけでなく超ちよう特とつ急きゆうで来ましたのよ？　電話では心配ないと聞いていてもそれでも心配だったので、そりゃもう大急ぎで来たんですの。でも来てみたらいい雰ふん囲い気きでいちゃついてる二人が……」

「いちゃついてねぇ!!　…………まぁ、心配かけたのはすまん」

　そっぽむいて赤くなる大おお神かみさん。

「はぁ、まあいいですの。それでここに森もり野の君と白はく馬ば先せん輩ぱいがいる理由を教えてくれますの？」

「それはだな──」

　大神さんは、かくかくしかじかと説明を始める。

「…………わかりましたの。白馬先輩、涼りよう子こちゃんを助けていただきありがとうございますの」

「いやいや、どういたしまして」

「これは私どもの借りといたしますので、何か私どもの助力が必要なときは、おっしゃってくださいですの」

「そんなことはしなくてもかまわないよ、こっちが勝手にしたことだしね」

「いえ、貸しは貸し、借りは借りですの。私どもは御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会ですのよ？　一方的に借りを作るのは私どもの沽こ券けんに、はては存在理由にまで関かかわりますの」

　それを聞き、王おう子じ様は引く。

「わかったよ、じゃあ何かあったら頼たのむとするよ」

「はいですの。……と、これから警察呼びますの。白馬先輩はどうしますの？　警察には私どものＯＢがいますので、そうそう悪いことにはならないと思いますけど、面めん倒どうには違ちがいありませんの」

「そうだね、お暇いとまさせていただこうかな」

　そう言って帰かえり支度じたくを始める王子様に大神さんたちは頭を下げる。

「では、ありがとうございましたの」

「……助かりました」

「どうもっス」

「いやいや、それじゃおやすみ」

　王子様は、王子様スマイルできらーんと歯を光らせ、手を振ふりながら去っていく。りんごさんは笑顔で王子様が見えなくなるまで手を振り…………見えなくなったところで笑顔を消した。

「……仕方がないとはいえ、まずい方に借りを作ったかもしれませんの」

「そうか？　確かに体育会に借りを作ったのはまずいかもしれないが」

「体育会というよりは白馬先輩に借りを作ったのがまずいんですのよ」

「確かになんとなく気に入らないけどな。でもそこまで気にすることか？」

　そう言う大神さんにりんごさんは静かに言った。

「あの人はです……たらしなんですのよ」

「……それがなんの関係があるんだ？」

　りんごさんが、その緊きん張ちよう感のない造形のかわいらしい顔を限界まで深刻な表情に変えて言った。

「白はく馬ば先せん輩ぱいは、今日のことで涼りよう子こちゃんのいいところに気がついてしまったかもしれませんの。ということは……今日の貸しを使って涼子ちゃんにあんなことやそんなことまでっ!!」

　あんなことやそんなことのところで目をクワっと限界まで見開くりんごさん。

　ただそのあとの「……まぁ、他ほかにもありますけど」という言葉は小さな声だったので誰だれに聞かれることもなかった。

　ともかくりんごさんがそんな妙みような危機感を煽あおったので、

「そっそれはまずいっス」

　亮りよう士しくんがあわててそう言った。だが、大おお神かみさんはどこ吹ふく風。

「オレを口く説どこうなんて物好きそうそういねぇだろ」

「物好き一号としての意見はどうですの？」

　りんごさんが亮士くんに振ふる。

「おっ大神さんは、とても魅み力りよく的っス!!」

「だそうですのよ？」

「…………」

　無言の大神さん。やっぱり顔が赤い。

「ま、涼子ちゃんをからかうのはこの辺にしときますの。お巡まわりさんたちも来たようですし」

　だんだんと近づいてくるサイレンの音を聞きながらそう言うりんごさん。

「ま、そこであんぱんまんみたいになってるストーカーさんには、痛い目を見てもらいましょうですの。とりあえず、社会的には死んでいただいて、あとはじわじわと真綿で首を絞しめるように……」

　そんな物ぶつ騒そうなことをにこにこ言ってるりんごさんに微び妙みように引きつつ亮士くんは言った。

「そっそれで、おれはどうした方がいいっスか？」

「いろいろ聞かれるかもしれませんので適当に答えておいてくださいの。あとは……明日もう一度部室の方に来ていただけますの？　話したいことがありますのよ」

「わかったっス」

　りんごさんのお願いに、亮士くんはいったいなんなんだろうと疑問に思ったまま頷うなずいた。

　それを見たりんごさんはぱんぱんと手を叩たたくと大神さんと亮士くんの注目を集める。

「はい、気持ちを切り替かえて被ひ害がい者しやになりますのよ。涼子ちゃんは、いかにも圧勝って顔してなくて、もっと疲つかれた顔して。森もり野の君は痛そうに頭押さえて。私は印象をよくし同情を引き出すために泣くことにしますの」

　そしてりんごさんは目を開いたまましばらく我が慢まんし…………ぽろりと涙なみだを流した。驚おどろく亮士くんにりんごさんは泣き笑いで言う。

「目薬なんかなくてもこつさえつかめば簡単ですのよ。女の涙は最大の武器だとそーりも言ってますの」

　そのあと警察官の前で泣きじゃくりながら大おお神かみさんに抱だきつくりんごさんを見て、心の底から女の怖こわさを知った亮りよう士しくんでした。







　　　おおかみさんりょうしくんが仲間になるのを認める




「昨日はおつかれさまでしたの」

　部室に顔を出した亮士くんにりんごさんは笑顔を向けた。

「……そこまでたいしたことができたわけじゃないっスよ。あの先せん輩ぱいの方がよっぽど」

　少しの自信と、情けなさと、悔くやしさ。それらが合わさったような複雑な表情で言う亮士くん。

　ここでいうあの先輩とは白はく馬ば先輩のことですのね。……まぁ、男の子は盾たてと剣けんでは剣にあこがれるものだと思いますけど、この自信のなさはどうにかならないものですかね。ヘタレモードじゃない森もり野の君なら、もっと違ちがうこと言うんでしょうか？

　そんな様子を見て取ったりんごさんはちょっとまじめに言う。

「いえ、人にはできることできないこと、それぞれに役割があるんだと思いますのよ？　森野君は自分ができることを精一いつ杯ぱいやった、それは誇ほこるべきことだと思いますの。ねぇ、涼りよう子こちゃん？」

「ん、ああ……そうだな」

　小さな声でぼそっと答える大神さん。

「そうっスか」

　少し、うれしそうな亮士くん。

　にしても、森野君にできるだけ視線を向けないように話すのはめんどくさいですの。

　りんごさんは心の中で愚ぐ痴ちる。視線のレーザービームで発作を起こさせないための苦肉の策だが、とてもめんどくさい。そもそも人と目を合わせられないというのは人としてどうかという感じだ。

「それで今日お呼びしたわけですが単刀直入に言いますの。……私たちの仲間になってくださいませんの？」

　ほんとに単刀直入すぎてびっくりな亮士くん。

「えっその、なんっスか？」

「気に入ったから、信用に足る人物だから、というのでは不足ですの？」

　笑顔でそう言うりんごさん、でも亮士くんは歯切れ悪く問う。

「……でも、おれなんか役に立つんスか？」

「おれなんかなどと自分を卑ひ下げするもんじゃないですのよ？　あなたは十分役に立てますの。というか、私たちならあなたの能力を存分に発揮できる場所を用意できますの」

「能力？」

「その気配を消す能力、あと尾び行こう潜せん入にゆうなんかもできるんじゃないですの？　人の視線さえ浴びなければ、あなたはとても使える人ですの。そう、いしころボーシでも被かぶっているようなその影かげの薄うすさはもう才能といってもいいですのよ！」

　注）いしころボーシとは被ると道ばたの石ころのように誰だれも気にしてくれなくなる青いあんちくしょうの秘密道具。

　熱弁を振ふるうりんごさんに情けない顔をする亮りよう士しくん。

「……褒ほめられてる気がしないんっスけど」

　実際褒めてない。しかしりんごさんは気にせず続ける。

「それに……私たちの仲間になれば、涼りよう子こちゃんと一いつ緒しよにいられますのよ」

「入るっス!!」

　即そく断だん即そつ決けつ亮士くん、ある意味男らしかった。

　大おお神かみさんはそれを見てあきれ顔。

「こんなんでいいのかよ」

「これ以上の理由はありませんの」

　涼子ちゃんを裏切ることもなさそうですし、と心の中で続けるりんごさん。

「それで涼子ちゃんはどう思いますの。森もり野の君は涼子ちゃんの背中を護まもるに足ることを、昨日証明したと思うのですけど？」

　大神さんは目をつむり少し考えたあと言った。

「…………わかった」

「大神さん。よよよよろしくお願いするっス！」

「あんまりヘタレたこと言ってると放りだすぞ。あと、涼子でいい。オレも亮士って呼ぶからな」

　照れてそう言う大神さんに、亮士くんは満面の笑えみで答える。

「はっはいっス!!　涼子さん、がんばるっス!!」

　そうして二人は見つめ合い……見つめ合い………………

「…………みっみないで欲しいっス、見ないでー」

　視線恐きよう怖ふ症しようが発症した。頭抱かかえてしゃがみ出す亮士くん。

　大神さんはそれを見て言った。

「りんご、こいつ放り出していいか？」

「まあまあ、こういう人なのは最初からわかっていたはずですの」




　どうにか復活した亮りよう士しくん。その亮士くんにりんごさんは言った。

「では、森もり野の君。これから真の部室にご招待いたしますの。詳くわしい話はそこでしますの」

「真の部室？　ここが部室じゃないんっスか？」

「そうですの。大体ここじゃ狭せますぎますでしょ？　というわけでどうぞこちらへですの」

　りんごさんはキッチンの中へと亮士くんを誘さそう。

　亮士くんが初めて足を踏ふみ入れたキッチンはボロいが普通だった。くすんだステンレスの流しに錆さびたコンロ。大きいがボロの食しよつ器き棚だな。

　はっきり言って訳がわからない亮士くん。

　ここが真の部室？

　その困こん惑わくした様子の亮士くんをうれしそうに見ながら食器棚の前まで行き、いたずら小こ僧ぞうの表情で食器棚に触ふれると言った。

「御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会……いえ御伽銀行地下本店へようこそ」

　りんごさんが大きな食器棚をずらすと現れたのは地下へと続く階段。

「…………秘密基地みたいっスね」

　驚おどろいて声も出ないといった様子の亮士くん。

「上の部分は表の顔、中ちゆう枢すうはこの下にありますの。では、どうぞ」

　りんごさんは驚いた亮士くんを満足そうに見ながら中へと入っていく。

　亮士くんが階段を下りた先に見たのは奥へと続く一本の廊ろう下か。コンクリートの壁かべが天てん井じようを支え、天井の蛍けい光こう灯とうが足あし下もとを照らしている。

「ここはですの。学校ができる前に防ぼう空くう壕ごうだったところなんですのよ。この学校ができるときに手を加えてここができましたの。まあ、それから何度も改築されてかなり過ごしやすくなってますのよ。電気に水道はもちろんのこと水洗トイレまで完備ですの」

　そう言いながら進むりんごさん。

　かなり長い廊ろう下かの左右にはそれぞれ対たい称しようとなるように扉とびらが三つずつあり、廊下の突つき当たりには一ひと際きわ立派な扉が見える。

「この辺りの部屋は、倉庫に水回り関係に電算室に仮か眠みん室しつって感じですの。詳くわしい紹しよう介かいはあとにまわしますけど。まあ、まずは、皆みなさんに顔見せをしましょうですの」

「わかったっス」

　きょろきょろと周囲を見回しながら亮士くんは言う。

　りんごさんはそのまま進んでいたが、右側三番目の扉の前に止まった。

「と、ここの紹介は後回しにするわけにはいきませんの。それに魔ま女じよ先せん輩ぱいを呼ばないといけませんし」

「魔女先輩っスか？」

　どう考えてもあだ名だろうその名前を聞いて、老ろう婆ばがヒーッヒッヒッヒーとか笑いながらヤモリを大おお釜がまで煮にている姿が亮りよう士しくんの脳裏に思い浮かんだ。

「そう、二年生の先せん輩ぱいですの。ここは魔女先輩の工こう房ぼうで、いつもここにいるんですの。ここ、通常は立ち入り禁止ですので気をつけてくださいの。というか、危険なので近づかないでくださいの。勝手に入ると罠わなが発動しますのよ。以前涼りよう子こちゃんが引っかかったのは、扉を開くと仕し掛かけてあったパチンコから弾だん丸がんが飛び出す罠ですの」

「パチンコっスか……大だい丈じよう夫ぶだったんっスか？」

「涼子ちゃんですから、すごい反射神経で避さけましたの。でもその弾丸、えげつないことに胡こ椒しようやら唐とう辛がら子しやらの特別ブレンド粉末が詰つまってたんですのよ。まったく、ここ地下ですのよ。そんな危ない兵器仕掛けないで欲しいですのよ。……おかげで地じ獄ごく絵図でしたの」

　閉へい鎖さ空間での毒ガス兵器の有効性を、身をもって体験したらしいりんごさんと大おお神かみさん。妙みように背中が煤すすけている。

　と、いうわけで気をつけて欲しいですの～と念を押しながら、扉とびらをノックするりんごさん。

「魔ま女じよ先輩、例の新人連れてきましたので広間の方に来て欲しいですの」

　あだ名や武勇伝からすんごい想像をしてたりする亮士くんは、どきどきしながら返事を待つ。そして扉の中からかわいらしい声が聞こえた。

「わかったヨ～」

　魔女さんは軽かった。




「ごほん。それでは、お待ちかねの仲間たちとのご対面ですの。……まあ、基本的にはいい人なのであまり気にしなくてもいいですのよ」

「はっはいっス！」

　がちがちの亮士くん、「基本的には」の部分が微び妙みように強調されていたことに気がつかない。

　上がりまくって今にも卒そつ倒とうしそうなその様子を見て、まーしょうがないですの森もり野の君ですし。と、あきらめながらりんごさんは扉を開いた。







　　　おおかみさん灰かぶりに協力し恋する乙女のすごさを目撃する




　トンネルを抜ぬけると……そこはメイドの国だった。いや、マジで。

　あまりに予想外の光景に固まる亮士くん。

　…………そう、メイドがいた。りんごさんが開いた扉の向こうにはメイドがいたのだ。

　はたき片手にぱたぱた走り回っているこれ以上ないってほどメイドらしいメイドさん。あまりにも非現実な眺ながめに亮士くんは言葉もない。

　そんな亮士くんを尻しり目めにりんごさんはとことこ部屋に入っていき、大神さんは亮士くんの様子にあきれながら部屋の中央に備えられたソファにどっかりと男らしく座った。

　そしてりんごさんと大おお神かみさんにメイドさんはにっこり微笑ほほえんでお辞じ儀ぎを一つ。

「あら、お帰りなさいませ、りんごさま涼りよう子こさま」

「おつう先せん輩ぱいこんにちはですの」

「どうも」

「はい」

　にこにこにこにこと慈じ愛あいあふれる笑顔で後こう輩はいたちを迎むかえ入れるおつうさん。二人の後ろに彫ちよう像ぞうのごとく固まったまま突つっ立っている亮りよう士しくんに気づいた。

「あら、そちらの方が噂うわさの……」

「そう、期待の新人森もり野の亮士君ですの」

「いったいどこが期待の新人なんだよ」

「涼子ちゃんのハートをゲットするかもしれない人なんですから、期待の新人ですの」

「はっ、ありえねーありえねー」

　手を振ふりあきれたといったジェスチャーをする大神さん。が、

「涼子ちゃん顔真っ赤ですのよ？」

「な!!」

　そんな大神さんとりんごさんのじゃれあいを横目におつうさんは挨あい拶さつをする。

「それはそれは、申し遅おくれました。わたくし鶴つるヶが谷やおつうと申します。以後お見知りおきを」

「……森野亮士っス。よろしくお願いするっス」

　生まれて初めて見た生メイドに啞あ然ぜんとしたまま答える亮士くん、視線を気にする余よ裕ゆうもないらしい。

　今の亮士くんの頭の中を開くとこんな感じ。

　メイドだメイドだよメイドがいるよメイドめいど冥めい土どメイドめいど冥めい途どメイドメイド……

　恐おそるべしメイドパワー。

　しかしなぜ、こんなあやしげな地下にメイドがいるのか。その答えは単純明快おつうさんの服装はどう見てもメイド服にしか見えないが、これはれっきとした制服だから。制服を改造しメイド服に仕立て上げているのだ。制服改造ＯＫな御お伽とぎ学がく園えんならではの荒あら技わざといえよう。面おも影かげはほとんどないが、服のベースはブレザー。

　そのスカートはくるぶしまで伸のび、ひらひらレースのエプロンをつけている。胸むな元もとには赤いリボン。頭にはもちろんレースのついたカチューシャ。ふわふわとウェーブした長い黒くろ髪かみは後ろで二つに分けて結ばれている。

　完全無欠のメイドさん。というか、制服は制服だがすでに全く違うものになっている気がする。ただ、ボリュームたっぷりに盛り上がったエプロンの胸の部分につけられた校章のみがこれが制服であるとささやかに主張しているだけだ。

「それでですの、森野君に皆みなさんを紹しよう介かいしようと思うんですの」

　自分の名前が出てきたことでやっとこさメイドの世界から現世に帰き還かんした亮りよう士しくん。ようやく周囲を観察する余よ裕ゆうが出てきた。最近なんか驚おどろいてばっかしだなーと思いつつ見回す。

　その部屋は地下とは思えないほど広かった。部屋の左は壁かべ一面本ほん棚だなで様々な本や資料などが所狭せましと並び、右側には大画面液えき晶しようテレビやＤＶＤプレイヤー、ゲーム機に巨大スピーカーとどこの金持ちの部屋かといういたれり尽つくせりっぷり。正面に見えるのは社長室にでもありそうな大きな机と革かわ張りの椅い子す。机の上には液晶モニター。その後ろの壁には大きな書の掛かけ軸じくがあり、そこには達筆で『あなたより大切な物はないこともない』と微び妙みような文が書かれている。足あし下もとはふかふかの絨じゆう毯たん。部屋の中心には正方形のテーブルが置いてあり、その三辺には座り心地ごこちのよさそうな高級ソファが置いてある。ともかく、倹けん約やくとか質素とか学生らしくとかという言葉とは無む縁えんな豪ごう奢しやきわまりない部屋だった。地下にこんな部屋があったとは……

「頭とう取どり、仕切っていただけますの？」

　りんごさんは、部屋の一番奥の木製の立派な机に目をやって言った。社長室にでもありそうなその机とセットとなった革張りの豪ごう華かな椅子に、にへら～としまりのない表情をした少年が座っている。頭取と呼ばれた少年だ。

　その頭取さん、マイナスもプラスもない、目だたない容姿をしていて、髪かみの毛は短く切り揃そろえられている。服装はなぜか燕えん尾び服ふく。白いタイがまぶしい。黒いベストを身につけているため体型はよくわからないが、机の上で組んだ手は男とは思えないほど白くほっそりとしている。その細ほそ面おもてからもやしっ子という言葉がしっくり来そうだ。座っていてわからないがその身長は高くも低くもないだろう。

「え～僕がかい？　こういうことはアリス君が適任じゃないかな？」

　頭取さんはそう言って自分の隣となりに立つ大人びた少女に話しかけるが、一言でばっさりと切られた。

「頭取、たまには働いてください」

　ブレザーにタイトスカート黒のストッキングにハイヒール。ショートカットに知的なめがねと見た目まんま秘書なアリスと呼ばれた女子生徒。その切れ長の瞳が絶対零れい度どの冷たさで頭取さんを突つき刺さしている。その鋭えい利りな美び貌ぼうがその冷たさに拍はく車しやをかけている。

「ん、ん～そうだね～？」

　そんな凍こごえそうなほど冷たい視線を気にもせず、思い切りやる気のなさそうな顔でどうにか話をそらそうとしている頭取さん、わき上がる非労働意欲を隠かくそうともしていない。

　と、そんなダメ人間一直線の頭取さんに救いの手がさしのべられた。

「……ちょっと待って、お客さんみたいだよ？」

「あらそうですの？」

「うん、ほら」

　机の上に置いてあった液晶モニターをくるりと回して皆みなに見えるようにする頭取さん。

[image: ]

　その画面には部室の前に立ってノックするかしまいかと迷っている少女が映っていた。

「アリス君、確か今日の当番は二年生組だったよね？」

「はい、そうです」

「じゃあ、それに一年生組も加わってもらおうかな？　実際見てもらえばただ紹しよう介かいするよりみんながどんな人間かわかるんじゃないかな？　百聞は一見にしかずとか言うしね？　それに協力して事に当たることで絆きずなが生まれる？　うん、いいこと言うなー僕？　そう思わないかい？　ねぇアリス君？」

　うれしそうな顔でそう問う頭とう取どりさんにアリスさんはクールに言った。

「頭取はただめんどくさがってるだけでしょう」

「はははっそんなことないよー？」

「まあ、頭取の言うことも一理あるので依い頼らいによっては一年生組と二年生組の共同作業ということにしましょう。ただ、上の支店に上がるのは二年生組のみで、一年生にはここで待機してもらいます。全員で行ってしまうと依い頼らい者しやを怯おびえさせることにもなりかねませんので、邪じや魔まですし」

「わかりましたの」

　一年を代表してりんごさんが答える。

「では、お願いします鶴つるヶが谷やさん。とりあえず、非常勤の方を呼ぶかどうかは依頼を聞いたあとで決めましょう」

「かしこまりました」

　そう言って深々と一礼したあと、部屋を出て行くおつうメイドさん。

「非常勤ってまだ他ほかに人いるんっスか？」

「数名ほどいます。一癖くせも二癖もある協調性のない方が多いのでいつもはいませんが。基本的に荒あら事ごと関係の方が多いですね、必要なときにだけ呼び出します」

「そうですの、ここにいるのは女の人ばっかりですし。頭とう取どりは男性のくせに役に立ちませんの。おかまですし」

「はははっ赤あか井い君なかなか失礼だね？　アリス君もそう思わないかい？」

「妥だ当とうな評価だと思いますが」

「はははっ？　いや、暴力ですべてを解決するのはどうかと思うしね？　平和主義者なんだよ僕？　人類皆兄弟みたいな？　それに僕はおかまじゃないよ？」

「じゃ、女装趣しゆ味みに訂てい正せいしますの」

「はっはっは？」

　冷ひや汗あせをかく頭取さん、威い厳げんなぞこれっぽっちも感じられない。頭取さんは嫌いやな感じになった会話の流れを変えようとする。

「んーじゃあま、鶴つるヶが谷や君が上に上がるまでに簡単に僕の紹しよう介かいでもしようかな？　僕の名前は桐きり木きリスト。これでもたぶん頭取だよ？　ね？」

　隣となりのアリスさんにうれしそうに問いかける頭取さん。アリスさんはそのきれいなお顔を歪ゆがめて言う。

「遺い憾かんながら」

「はははっ相変わらず厳しいね？　アリス君？　で、このクールビューティな彼女は桐木アリス君、副頭取だよ？」

「よろしく」

「はははっつれないね？　将来を誓ちかい合った仲だというのに？」

「ふざけるのは趣味だけにしてください。ちなみに名字が同じなのはいとこ同士だからです。あと、この極ごく楽らくとんぼはここにいることの方が少ないので、何かある場合は私にお願いします」

「はっはっはーつれないねー？　で、なんで頭取とか副頭取とかいう役職がついてるのかというとまぁ、やってることが銀行みたいなモノだからかな？　一応、御お伽とぎ学がく園えん学生相そう互ご扶ふ助じよ協会というのが正式名めい称しようなんだけど、無意味に長いし知ってる人少ないから誰だれもわからないし、御伽銀行の方が名前の通りがよいしね？　というわけで、何代か前の会長さんが呼び名を銀行風に変えちゃったんだよ？　ちなみに活動内容は、生徒同士でお互たがいに助け合い、協力して学園の環かん境きようをよりよくし、生徒たちに充実した学園生活を提供することらしいよ？　いやー無茶苦茶うさんくさいねー？　僕ならこんな世界平和を唱えているのとどっこいどっこいなあやしげな組織は信用しないよ？」

　組織のトップの暴言、しかしナンバーツーのアリスさんも同意見なのか反論はなくただ沈ちん黙もくしている。

「でも、なんで仕事が銀行みたいなモノなんっスか？」

　疑問を口にする亮りよう士しくん。

「それはね……と、どうやら始まるようだよ？　というわけで質問の答えはまたあとでね？」

　頭とう取どりさんのその言葉で皆みなの視線がモニターに集中する。

　画面の中でメイドさんが来客に対応していた。

　その様子を見ながら亮士くんは言う。

「……上ってここから丸見えなんっスね」

「そうだよ？　上の支店と玄関前はここからばっちり確かく認にんできるんだよ？　だから上であんまりあやしげなことしないでね？　あんまりおもしろい行動とってると保存しちゃうからね？」

「……肝きもに銘めいじておくっス」

　そんなやりとりの中、亮士くんが初めて関かかわることになる事件が始まった。




『いらっしゃいませ。お飲み物は何にいたしますか？　コーヒー紅茶日本茶などの簡単なものなら用意できますが？』

　画面の中でメイドなおつうさんが言った。

『こっ紅茶をお願いします』

　メイドにもてなされる少女はおどおどとし、可か哀わい想そうなほど緊きん張ちようしている。

　少女の外見は茶色がかった長い髪かみを後ろで三つ編みにしている。制服はセーラー服をベースに所々手を加えている。というか改造というよりは修復だろうか？　なんとなく生活感が漂ただよう少女で、その生活感が少女のかわいらしさを打ち消してしまっている。

　そんな主婦予備軍といった感じの少女。その少女の目の前に飲み物が用意されたあと、おつうさんが口を開いた。

『それでは今日のご用件は……と、申し遅おくれましたわたくしは鶴つるヶが谷やおつうと申します。以後よろしくお願いします』

『灰はい原ばらかかりです。よっよろしくお願いします』

『灰原さまですね。それではさっそく本題の方に入らさせていただこうと思います。こちらのシステムの方はご存じでしょうか？』

『はっはい、力を貸してもらうかわりにこちらも力を貸すんですよね？』

『そうです。わたくしどもがお貸しした「貸し」、これはいつかわたくしどもが必要になった場合に返していただくことになります。ただ、灰原さまが背負われた「借り」、それに見合った協力しか求めないのでご安心を。あと、何か耳寄りな情報をいただければ、それで「貸し」を相そう殺さいすることができますので憶おぼえておいてください』

『はっはい、わかりました』




　そんなおつうさんとかかりさんのやりとりを見た亮りよう士しくんはなるほどとつぶやいた。

「なるほど、銀行ってこういうことなんスか」

「そうだよ？　貸し借りを扱あつかう銀行？　だって、僕たちのお仕事は助け合いがモットーだからね？　一方的に助けてもらうのは助け合いとは言わないよね？　だから助け合いを斡あつ旋せん仲ちゆう介かいしているわけだね？　あとはまあ、情報も扱うけど、それはまあ業務を円えん滑かつに進めるために必要だからだよ？　僕たちは貸しを貯ため、情報を貯ちよ蓄ちくし、それを仕事に役立てる？　生徒の皆みなは、僕たちに借りを作ることで僕たちの力を借りて自らの問題を解決する？　みんな幸せ万ばん々ばん歳ざいだよ？

　それで、肝かん心じん要かなめの僕らのお仕事だけど……」

　ぬへーとしたしまりのない表情をきりっとしたものに変え頭とう取どりさんは言った。

「いろんな組織や人に貸しをつくり、様々な情報をため込み、それらを使ってこの学園を陰かげからよりよい方向に導き、充じゆう実じつした学校生活を提供する。それが僕たちのお仕事なんだよっ!?

　………………自分で言っててなんだけど、僕らってどう考えても悪の組織だよね？　アニメとかにありがちな世界は我らの秩ちつ序じよの下もとに繁はん栄えいするべきだとか言って世界を陰から支配する悪の組織みたいな？　最後には正義の味方に自分たちの未来は自分で決めるとか言ってやられちゃうみたいな？」

「コメントは控ひかえさせていただきます」

「正義の味方よりかはよっぽどマシだな」

「暗あん躍やくするって素す敵てきだと思いますの」

　頭取さんが振ふり向きみんなに問うと、三者三様の言葉が返ってくる。

「ま、そんなわけなんだよ？　わかったかな？」

「まあ、だいたいは」

「といってもやることといったら学園の三大組織、生徒会、体育会、文化会、この三つの組織に適度に介かい入にゆうし三さん竦すくみにするくらいなんだけどね？　ま、何処どこかが一人勝ちするとこの学園がおもしろくなくなるからね？　やっぱ混こん沌とんとした方がおもしろいよね？　それに、それが僕たちの上司のご意向なわけなんだよ？」

「上司っスか？」

「そうだよ？　実は僕が魔ま王おうだとすると、僕たちの上には影かげの大魔王……というか魔神がいるんだよ？　この学園の設立理念、ここは使える人材を育成するために作られた場であるわけで、勉学のみならず人間を研けん鑽さんさせるために、この学園は権けん謀ぼう術じゆつ数すう渦うず巻まく伏ふく魔ま殿でんでないといけないわけなんだよ？」

　そこまで言ったところで亮士くんは気づいた。

「ということはその魔ま神じんって」

「そ、僕たちの上司はこの学園の創始者、荒アラ神ガミ洋燈ランプその人だよ？　だから、僕たちは文化会にも生徒会にも体育会にも属してなくて、独立したプレハブ小屋とこんな豪ごう華かな地下施し設せつが部室になってるわけだよ？」

「はーそうなんっスか」

「そうなんだよ？　だから僕たちの仕事に対する対価は基本的に達成感とか笑顔とかいうボランティア精神溢あふれるものだけじゃないんだよ？　その大ボスががんばったらご褒ほう美びをくれるんだ。そこに映ってる鶴つるヶが谷や君は笑顔と達成感だけで十分みたいなんだけどね？　というか自己満足かな？」




『それで依い頼らいの方はなんなのでしょう』

　おつうさんが微笑ほほえみとともにきりだした。

　それを聞いたかかりさんはゆっくりと口を開く。

『はい……鶴ヶ谷先せん輩ぱいは二年生の大おお路じ先輩をご存じですか？』

『はい、存じています』

『じゃあ、怪け我がをしてもうテニスができなくなったことは？』

『それも存じております。一時期ニュースになりましたから』

　同学年のおつうさんは知っていたらしく、表情が少し暗くなる。それにも増して辛つらそうな顔をするかかりさん。絞しぼり出すようにして言葉を紡つむぐ。

『先週まで入院してたんですけど、今週から学校に来たんです。でも……私は見てられなかった』




　画面の中で暗い雰ふん囲い気きが流れる中、大おお神かみさんがぽつりと言った。

「大路って誰だれだ？」

　それを聞いて啞あ然ぜんとするりんごさん。

「涼りよう子こちゃん……本気ですの？」

「んなこと言われても知らねーし」

「………………はぁ。涼子ちゃんは女の子として大事な部分がどこか欠けてますの」

「うぐっ」

「おっおれも知らないんっスけど……その大路先輩ってのはどんな人なんっスか？」

　大神さんをちらちら見つつフォローに入る亮りよう士しくん、実にかいがいしい。

「大おお路じ明あき弘ひろ二年Ｒ組、スポーツ科？　その整った容よう貌ぼう、テニスの上手うまさ、そして名前から、テニスのおーじさまと呼ばれているね？」

　頭とう取どりさんが自じ慢まんげに答える。それを聞いた皆みなの反応はというと……

「おーじさま……ぎりぎりだな」

「ぎりぎりですの」

「いっいや、微び妙みようにアウトじゃないっスか？」

「間ま違ちがいなくアウトです」

　こんな感じ。

「ちなみに御お伽とぎ学がく園えん十大美形の一人だよ？　御伽スポーツ見てないの？　あれのミス、ミスターコンテストはこの学校の風物詩だと思うんだけど？」

　御伽スポーツとはいわゆるゴシップ紙でまじめな御伽新聞と双そう璧へきをなす御伽学園二大情報紙なのだ。

　で、その御伽スポーツの目玉企画は投票による美少年美少女コンテストで、年三回学期ごとに男子と女子の人気トップテンを決めるのだ。

「知らん」

　薄うすい胸を張る大おお神かみさん。

「……アリス君、お願いするよ？」

「はい」

　アリスさんは壁かべの棚たなから一つのファイルを抜ぬき出し大神さんに見せる。納められているのは御伽スポーツ新聞のバックナンバー。

「これです」

「へぇ、こいつか。なるほど、そこそこ面ツラはいいな。ランキング七位か」

　顔写真付きのランキングを見てそう漏もらす大神さん。

　そこに写っているのは、スポーツ刈がりで真っ黒に日焼けしたスポーツ少年。さわやかに笑って白い歯がこぼれている。

　その七位の大路さんから大神さんが視線を上げていくと……

「ランキング一位は……あの、白はく馬ば先せん輩ぱいか」

「ああ、この間借りを作っちゃった白馬君ね？　そりゃー家いえ柄がら容姿運動神経頭脳、非の打ち所がないからね？　猫ねこかぶりも見事だし、そりゃ一位になるよ？　というか御伽スポーツと御伽新聞は見た方がいいよ？　安いし、あれさえ見てればまぁ、大きな話題から取り残されることはないしね？　ちなみにうちのアリス君とおつう君、いいところまで行ったんだけど惜おしくもランク外だったんだよ？　でも、両方コアなファンがついてたらしいよー？　おつう君にはメイド好きな駄だ目めな人たちが、アリス君には冷たい目で睨にらまれたり罵ば倒とうされたりしたい駄目な人たちが？」

「……黙だまりなさい」

　アリスさんが冷たく言う。

「一学期はあまり知られてない一年生はランキングに入ってこないんだけど、二学期からは一年生の知名度が上がり容姿だけでなく性格や能力、その人となりが知られるのでランキングが結構変動するんだよ？　赤あか井い君も次は結構いいところにいけるんじゃないかな？　投票するのはやっぱり禁断の青い果実好きな駄だ目めな人たちなんだろうけど？」

「黙ってくださいの」

　りんごさんも冷たく言う。針のむしろに座らされた頭とう取どりさん。それを気にせず亮りよう士しくんは大おお神かみさんの手の中にあるランキング表をのぞき込み、そして聞いた。

「……この女性ランキング一位の謎なぞの美少女って誰だれなんスか？」

　ランキング一位の場所だけ名前がなく謎の美少女とだけ書かれている。写真もその他の人物はバストアップの写真なのだが、その謎の美少女の写真だけは隠かくし撮どりの写真。

「ああ、それは……」

　頭取さんが答えようとし……

「……黙りなさい」

　先ほどの声が春風に感じるほどの冷たさでアリスさんが言った。

「……でもね？」

「だ・ま・り・な・さ・い」

　その冷たさ、まさに絶対零れい度ど。頭取さんの反はん抗こう心しんが消しよう滅めつした。

「はい」

　おとなしく従う組織のトップ。その姿に実際の上下関係を知る亮士くん。アリスさんに逆らうのはやめようと心に誓ちかう。

　それにしてもランキング一位の美少女って……

　そんな馬ば鹿かなやりとりの間にも事態は進む。




『それで、その大おお路じさまがどうしたのですか？』

　おつうさんの問いに、かかりさんは膝ひざに置いた手を握にぎりしめる。

『昔……私もテニスをしていたことがあるんです。……家庭の事情でやめましたけど。テニスをやめたあと、いろいろ辛つらくて、くじけそうになることがあってそんなときにテニスコートを一人で眺ながめてたんです。そしたら私相当暗い顔をしてたのか、大路先せん輩ぱいが声をかけてくれたんです』
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　それはかかりさんが中学二年生の頃ころの話。

　放課後、テニスコート裏でぼーっと立っていたかかりさんに声がかかった。かけてきたのは短い髪かみに真っ黒に日焼けした顔というこれ以上ないほどのスポーツ少年大おお路じ君。

「…………何してんだ？」

「いえ、その……見てました」

　かかりさんはびっくりしながらも答える。

　ボールを拾いに来たらしい大路少年は、見つけたボールをラケットの上でぽんぽんと跳はねさせながら、かかりさんに話しかける。

「テニスしたいのか？　なら俺が女子部の部長に言うけど」

「……ありがとうございます。でも結構です。少し前まで私テニス部にいたんです。でもできなくなって……やりたくてもできなくなって……だからやめたんです」

「……そっか」

　そういえば、この娘こ見たことがあるな。これはまずいこと聞いたぞ……と黙だまり込む大路少年。

「……んー、まあなんか悩なやみがあるなら聞くぞ、知らない人間の方が話しやすいこともあるだろ」

　ちらちらと何度かかかりさんの方を窺うかがったあと、意を決して言う。顔が真っ赤で実に初うい々ういしい。しかし、かかりさんは……

「いえ、言っても仕方がないですし、迷めい惑わくをかけるだけだし……」

「……そうか」

　勇気を出して言ったがかかりさんには届かなかった。よけいなお世話だったか……と居い心地ごこちの悪さで、それじゃあとその場を去ろうとした大路少年。しかし、その背にかかりさんの声がかかる。

「ただ……先せん輩ぱいのテニスを見てると心の中のもやもやが消える感じがするんです。先輩のテニスはとても楽しそうで、見てると元気になれるんです。だから、……時々見に来てもいいですか？」

　おずおずと聞くかかりさん。そのかわいらしさに大路少年は頰ほほを染め答える。

「おっおお、そんなことなら」

「おーい大路、いつまでボール拾いにいってんだ！　さっさと戻もどってこい、練習試合始めるぞー」

　そんな桃もも色いろな甘あま酸ずっぱい空間に、コートからテニス部顧こ問もんの無ぶ粋すいな声がかかった。あっという間に現実に引き戻される二人。

「やべっ」

「あの……」

「ん？」

　かかりさんは顔を真っ赤にして勇気を出して言った。

「がんばってくださいね、大おお路じ先せん輩ぱい」

「おう！」

　大路少年も頰ほほを染めつつ笑顔で元気よく答え走っていった。

　……嗚呼ああ、青春万ばん歳ざい。
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　思い出が蘇よみがえり、顔をほころばせるかかりさん。

『それから暇ひまがあるときにテニスコートを眺ながめに行くようになったんです。私はただ見ているだけ、話すといっても二言三言。でもそれだけでよかった。大路先輩が楽しそうにテニスをする姿に元気づけられました。そんな交流が、大路先輩が中学を卒業するまで続いたんです。

　でも大路先輩が怪け我がしたって聞いて、テニスができなくなったって聞いて……。私は辛つらいときに大路先輩に助けてもらった。救われた。だから……だから、今度は私が私が……』

　そしてかかりさんは決意を秘ひめたまなざしで前を向き……目を爛らん々らんと輝かがやかせテンションが異常に高いおつうさんの姿に面食らった。

『恩返し!!　恩返しなのですか!!　なんとすばらしいことでしょう』

　胸に手を当て恍こう惚こつとしたまま、かかりさんににじり寄るおつうさん。




「……むちゃくちゃテンション高いっスね」

「いやー鶴つるヶが谷や君は恩返しという行こう為いに目がなくってね？　だから、お世話になった人に恩返しをするというシチュエーションにぐっと来るものがあるんだと思うよ？　そもそも、うちに所属しているのも恩返しのためだしね？　むかし僕らが鶴ヶ谷君を助けたことがあるんだよ？　で、灰はい原ばら君の家庭の事情は……アリス君お願いするよ？」

　アリスさんはぺこぺことキーボードを操作し画面にかかりさんの個人情報を呼び出す。

「中学二年の秋に母親が亡なくなられたようですね」

「ふ～ん、それで家事をするためにテニスをやめたと？」

「それだけではありません。母親は病死で、その治ち療りよう費として多額の費用が必要だったようです。金銭的な面からもテニスを続けることができなかったのでしょう。テニスは持ち前の運動神経を発揮し、前ぜん途と有望だと期待され、実際にいいところまでいっていたようです。これが春に行われた体力測定の結果です」

　画面に映し出される体力測定の結果。

「へぇ、こりゃすごいね？」

　そんなことを何気ない様子で話す二人に亮りよう士しくんは驚おどろきの顔で聞く。

「そんなことまでわかるんっスか？」

「そうだよ？　でも一応プライバシーに関かかわることは外に漏もらしちゃいけないよ？　もし漏らしたら……君の個人情報が学園内を駆かけめぐることになるよ？　いやー恐おそろしいなー？　報復は基本的に、目には目を歯には歯をどころか、目にも歯にも利子をしっかり付けて返すことにしてるからね？　まあ、僕らは人選からしてしっかりしてるから、そんな不届き者は今まで出てないけどね？」

「りょっ了りよう解かいっス」




　一通り騒さわいだあと、どうにかテンションが下がってきたおつうさん。

『わかりました。恩返しに大おお路じさまを立ち直らせればよいのですね？』

『はい。でもどうすればいいのかわからないので、ここに相談に来たんです』

　そう困っているかかりさんにおつうさんは簡単なことだと答える。

『単純に考えれば、新たな生いき甲斐がいを見つければいいのでしょう。大好きで大好きでたまらなかったテニスに振ふられてしまった。だから今の状態になっているのですから』

『はい、それはそうかもしれませんが』

『なら、灰原さまが癒いやして差し上げればいいんですね』

　おつうさんがにっこり微笑ほほえんで言った。

『えっ、えっ？』

　予想もしてなかった話の流れについていけないかかりさん。

『ああっ恩を返すため伴はん侶りよのように側そばに寄り添そい傷を癒す。…………たまりませんわ』

　トリップするおつうさん、その暴走気味のおつうさんにあわててかかりさんは言う。

『なんでそんなことに……』

『灰はい原ばらさまは大路さまのことを憎にくからず思っているのではないですか？』

『それはあの……その』

　かかりさんは頰ほほを染めつつも乗り気ではないようで、少しの沈ちん黙もくのあと答えた。

『…………大路先せん輩ぱいテニス部をやめるつもりなんです』

『仕方がないのではないですか？　……残念ですけど』

　おつうさんはため息をつく。それにはかかりさんですら異存はない。

『はい……やめるのはしょうがないことだと思います。…………もうできないんですから』

　しかし、それだけでもなかった。深刻な顔でかかりさんは続ける。

『でも、今はまだまずいと思うんです。なし崩くずしに、心の整理もできてないままテニスから離はなれるのは。このままだと、先輩は絶対後こう悔かいする。……私みたいに』




「……なるほどね？」

　頭とう取どりさんがゆるんだ顔で頷うなずく。

「恩だけではなく、気持ちがわかるからこそ、どうにかしたいということですのね？」

「やめるにしてもちゃんと心の整理をつけてからってことっスね」

「だな」

　大おお神かみさんたちも納なつ得とく顔。

「んーということはまずやることは時間稼かせぎだろうね？　どうするにせよ時間が必要だし？　とりあえず明日を乗り切れば……」

「なんで明日を乗り切ればいいんだ？」

　大神さんが聞く。

「正式に退部するためには、クラブ部長とクラブ顧こ問もんの両方から承しよう認にんをもらったあと、体育会に提出し承しよう認にんを得る必要があるんだよ？　なぜそんな回りくどいことをするかというと、一度退部した場合、再入部が認められていないからなんだよね？　だから考える時間ができるようにしてるんだよ？　何事もよく考えてから自分で決断しろ、そして自分の決断には責任を持て、そういうことらしいよ？　復帰の逃にげ道みちを残す休部届なんてものもあるから、退部届を出すのは相当な覚かく悟ごだということだよね？」

「逆に言えば、そこまでの覚悟を持って大おお路じ先せん輩ぱいとやらはテニスをやめるつもりなわけか」

　大神さんがつぶやく。

「そうだね？　中ちゆう途と半はん端ぱな説得じゃどうにもならないだろうね？　話を戻もどすよ？　それで最後に退部届を持って行く体育会は、構成しているのが体育会系のクラブメンバーなわけで、週末の金曜日にそれぞれのクラブが持ち回りで体育会室に詰つめることになっているんだね？　つまり、今日は木曜だから、明日退部届を提出させさえしなければ、一週間ほど時間ができるということだね？　まあ、今日明日で何ができるわけでもなし？　明日をしのいでその後、本格的な作戦を立てるって感じかな？　タイムリミットは明日の五時半だね？」

「いえ、明日は休日なので体育会室が開くのは今日です」

　頭取さんの言葉にアリスさんがクールに返す。

「…………」

「…………」

「…………」

　一年生三人の視線が頭取さんに集中し……

「……アリス君、携けい帯たい電話を」

「はい」

　そう言われたアリスさんはどこからか鞄かばんを持ってきて開く。そこに並べられているのはたくさんの携帯電話。それぞれ携帯の上には男女関係なく人の名前が書いてある。

「えーと、テニス部の部長と知り合いなのってなっちゃんでよかったかな？」

「はい、二にの宮みや夏なつ美みさんでテニス部に接せつ触しよくしたはずです。たしか一いつ緒しよに合コンをしたのではなかったですか？」

「あーあー、そうだったそうだった」

　頭とう取どりさんはずらりと並んだ携けい帯たい電話の中から二宮夏美と書かれた携帯電話を取り出す。

「ごほん。あーあーあー、あめんぼあかいなあいうえおー」

　喉のどの調子を確認。そして、アドレスからテニス部部長を呼び出し電話をかけた。

「……何してるんっスか？」

　亮りよう士しくんがりんごさんと大おお神かみさんに小声で聞く。

「まぁまぁ、見ててくださいの。おもしろいですのよ？　だてにこの昼ひる行あん灯どんの穀ごく潰つぶしの宿やど六ろくさんが頭取やってるわけじゃないということですの」

「確かにこれはたいした芸だな」

　そう言われて亮りよう士しくんは頭取さんに視線を移し……信じられないものを見た、いや聞いた。

『あっ、どうもご無ぶ沙さ汰たしてます～、はい夏美です。その節せつはどうも』

　どう見ても男子高校生の頭取さんの口から、かわいらしい女性の声が流れ出していた。

『それでですね、大おお路じ先せん輩ぱいどこにいらっしゃるか知りませんか？』

　えっえっえっ？　と頭取さんと大神さんたちの間を亮士くんの視線が往復する。

「ま、こういうことですの。頭取さんは変装が趣しゆ味みで、変装してはここをアリス先輩に任せては遊びに行くんですの。そこにある、携帯電話の数だけ変装のレパートリーがあるということですのね。聞いての通り声せい帯たい模も写しやも見事で、男に化けたり女に化けたり。まあ、怪かい人じん二十面相の廉れん価か版ばんですの。一応男らしいんですけど、本当かどうか微び妙みように疑わしくなってきますのよ」

「確かにな、ありゃあ女にしか見えねーな」

　女装した頭取さんを脳裏に思い浮かべ、うんうんとうなずく大神さん。りんごさんは声を小さくして亮士くんにこっそり言う。

「ちなみにですの。さっき出たランキング一位の謎なぞの美少女は……」

　りんごさんの視線は男の姿で女の声を出す目の前のミスター違い和わ感に向く。

「というわけで、アリス先輩的には女のプライドがずたずた……」

　そこまで言ったところでにっこりと氷点下の微笑ほほえみを浮かべるアリスさん。

「りんごさん？」

「おほほほ、なんでもないですのよ～」

　りんごさんの額ひたいを冷ひや汗あせが流れる。そんなこんなしているうちに電話の内容は佳か境きようにさしかかる。

『……えっ？　そちらに挨あい拶さつしてもう届けを出しに向かわれたんですか!?　そうですか……残念です。それでそれはいつ頃ごろ…………十五分ほど前ですか？　はい、ありがとうございました』

　頭とう取どりさんは携けい帯たいを切るとそれをしまいつつ言う。

「どうやら、困ったことにもう出発したらしいです」

「頭取、声と口調女のままです」

「あっごほんあーあーあー。うん、これでいいかな？　かな？」

　アリスさんに注意され、いつものしまりのない顔と声に戻もどる頭取さん。

　そんな頭取さんを見ながら、りんごさんが説明する。

「あの頭取さんの曖あい昧まいで断言しない口調は、自分の責任を回かい避ひしつつ波風を起こさないためという非常に小物な理由なんですの。頭取さんの小物さは有名ですのよ。あまりの小物っぷりに一寸法師とかいう素す敵てきなあだ名がついているほどですの」

　りんごさんはなにげにひどいことを言っているが、頭取さんは聞こえないふりをしている。ある意味大物なのかもしれない。

「えーっと今は五時二十分か、大おお路じ君もやっぱり悩なやんでたんだねぇ、こんなぎりぎりな時間に退部届を出しに行くなんて、もう十分しか時間がないよ？　でも、これは逆にチャンスかもしれないね？　テニスコートから体育会室までは距きよ離りは結構あるからね？　松まつ葉ば杖づえをついているはずだから、歩く速度は遅おそいと思うし急げば間に合うかもしれない？　だから、どうにか邪じや魔まをして五時半までに到着できないようにすれば大だい丈じよう夫ぶかもね？」

　そんなことをまるで人ごとのように言う頭取さん。

　アリスさんは机の上のマイクを手に取ると上の支店に向けて話し始めた。

「鶴つるヶが谷やさん、緊きん急きゆう事態です。どうやら、大路さんは退部届を持って体育会室に向かったもようです。十五分ほど前のことですから、この学校の広さ、松葉杖であることを考慮したとしてももう体育棟とうに到着しているかもしれません。しかし、ここは体育棟の隣となりです。急げば間に合うかもしれません」

　その放送に、

『そっそんな!!』

　画面の中でかかりさんが叫さけんだ。




　あまりの急展開にパニックになるかかりさん。

『ど、どうしましょう！』

『時間がないので、急いで無理矢理にでも止めるしかありません。退部届を出してしまえば終わりですから』

『でもいったいどうしたら』

『こうなったら、小細工はなしです。灰はい原ばらさまの思いの丈たけをそのままにぶつけるしかないと思います！』

『……はい!!』

　あたふたとしていたかかりさんだが、その言葉に覚かく悟ごを決め頷うなずいた。

『では急ぎましょう。ああ……ようやく恩返しなんですね!?』

　と、熱血青春ドラマ風に二人が走り出そうとしたとき闖ちん入にゆう者しやが現れた。

『話は全部聞かせてもらったヨー。すべてこの魔ま女じよっ娘こマジョーリカにお任せヨー』

　現れたのは正統派魔女ルックの少女、とんがり帽ぼう子しに丈たけが伸のびすぎてローブのようになった真っ黒なブレザー。いやどちらかといえばローブというよりは科学者の着るような白衣に近い。しかし色が黒なので白衣ならぬ黒衣といったところだ。とんがり帽子から漏もれるのはサラサラストレートの金きん髪ぱつ、ぐるぐる牛乳瓶びん底めがね。

　ともかく現れたのは魔女だった。

『まずこれ履はくヨー』

　その魔女さんが奇き妙みような効果音とともに取り出したのは、微び妙みように厚底の運うん動どう靴ぐつ。

『えっえっ？』

『いいから履くヨー!!』

『はっはい』

　その剣けん幕まくに思わず頷うなずき履いてしまうかかりさん。

『よし、それじゃ行くヨー!!』

　そしてその魔女さんは二人を引き連れて外に出て行った。

　その間わずか数十秒の出来事。




　疾風はやてのようにやってきて疾風のように去っていった魔女さんについて亮りよう士しくんは聞いた。

「えっと、あの人は……」

「二年の魔女君だよ？　本名はマジョーリカ・ル・フェイ。みんな魔女さんと呼んでるけどね？　うちの備品担当ってところかな？　あの、大おお神かみ君のねこねこナックルも彼女作だよ？」

「あっあれですか」

　亮士くんは、なんかもう、それだけであの人がどんな人物かわかった気がした。

「工こう房ぼうの方で一部始終見ていたようだね？　…………とりあえず僕らも外に出ようか？　なーんか大おお事ごとになりそうな気がするしね？」

「賢けん明めいです」

　困った顔でそう言う頭とう取どりさんに、今日初めてアリスさんは心底からの肯こう定ていの意を示した。




　五人が外に出ると噂うわさの魔女さんが何か大おお仰ぎような物を体育棟とうに向けて構えていた。それは大たい砲ほうのような外見だったが、…………なぜか先にカボチャが付いていた。

「えっと魔女君？　それはいったいなんなのかな？」

　皆みなを代表しておそるおそる頭取さんが聞く。

「ワゴンオブパンプキン一号だヨー！　これを撃うち込んだら先っちょのカボチャが割れて引っかかるんだヨー!!」

　よく見ると魔ま女じよさんの足あし下もとにはロープがとぐろを巻いている。

　なるほど、あれを撃つとこのロープを伴ともなっていくのか。亮りよう士しくんは魔女さんが何をしようとしているのか理解した。思わずつっこみを入れる。

「いやそれまずいっスよ!?」

「なんでヨー？」

　不満そうな魔女さん。魔女さんの狙ねらいは体育棟とうの四階一番左の窓、その窓の向こうには体育会室がある。

「窓閉まってるじゃないっスか！」

「派手でいいヨー。ガラス破りはアクションの基本ヨー」

「いや、下手へたすれば怪け我が人にんが出るっスよっ!!　下手したら死人が出ますよ!!」

「んーわかったヨー、死んだら流石さすがに直せないヨー」

　ガラスをぶち破るという派手さが相当捨てがたかったが、流石に怪け我が人にんはまずいと渋しぶ々しぶ承しよう諾だくして魔女さんは狙いを変えた。魔女さんは右端はしに近い場所の開いた窓を狙い、ワゴンオブパンプキン一号を撃った。

　ボシュウッ
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　そんな音とともに二本のロープを伴ともなったカボチャが空を飛ぶ。妙みようにメルヘンというかシュールなその光景に皆みなの視線がカボチャを追う。

　そのカボチャは狙い違たがわず窓の中に吸い込まれて行った。魔ま女じよさんはロープを何度か引っ張り、ちゃんと引っかかったことを確かく認にん。

「うまくいったヨー。というわけで、かかりちゃんこっち来るヨー」

「えっでも、早く上がらないと」

　カボチャに心奪うばわれていたかかりさん。正気に戻もどって早く上に上がりたい旨むねを伝える。というか、自分の運命を悟さとったのかいやいやと無意識に首を振ふっている。しかし、魔女さんは人の話を聞かないとか通知票に書かれるタイプの人間らしく、

「いいかラいいかラー」

　そう言って何かベルトをかかりさんにはめ、もう片方のロープをこの場にいる皆に渡わたした。

「あのっそのっ階段上がった方が早いんじゃ……」

　そしてそう言うかかりさんを無視して……

「引っ張るヨー」

　叫さけんだ。

　そう、あのカボチャの根本には滑かつ車しやが付いていたのだ!!　……で、その滑車に繫つながるロープの片方はみんなの下もとに。そしてもう片方はかかりさんの腰こしのベルトに。

　本当にいいのか？

　そんな視線がこの場で最上位の責任者、頭とう取どりさんに集まる。

「しょうがないんじゃないかな？　時間ないのは確かだしね？」

　その一言でこの場に集結した御お伽とぎ銀ぎん行こうの面々がロープを引っ張った。

　みんなでの共同作業。全員の力を一つに合わせる。

　このとき確かにみんなの心は一つになった。

　可か哀わい想そうに……

　そんなかかりさんへの同情心で。

「うっきゃ────[image: !!!]」

　つり上げられるかかりさん。

　かかりさんは持ち前の運動神経を発揮したのか、引っ張られるままに壁かべを走る。すさまじい運動神経とバランス感覚。そしてあっという間に四階へ。

　そしてかかりさんはふらふらしながら危なげな足取りで四階に進入した。

「……すげーなー、人間やればできる」

「そうっスねー」

　人体の神秘を目もく撃げきした大おお神かみさんと亮りよう士しくんはつぶやいた。

「ファイトです灰はい原ばらさまー」

　恩返しのサポートができたおつうさんは、とても達成感に満ちた顔をしていた。

「で、これからどうするんっスか？」

「ま、見届けるしかないだろうね？　どうだい赤あか井い君？」

「えーとちょっと待ってくださいの…………つながりましたの」

　そう言って、りんごさんはおなじみの四次元バスケットから出てきたノートパソコンの画面を見せる。そこにはふらふらしながら廊ろう下かを歩くかかりさん。

「ここの四階の防犯カメラの映像ですの。うちの学校、セキュリティが万全で大助かりですの」

　たくさん防犯カメラありますしーと、にこやかにそんなことをのたまうりんごさん。そのセキュリティの使用方法を間ま違ちがいなく間違えている。

　亮りよう士しくんはきょろきょろと周囲を見回すが、その行こう為いについて誰だれも疑問に思わず当然のことと受け止めているようで何かを言う様子はない。

　その亮士くんの何か言いたげな様子に皆みなの反応は……

「恩返しはすべてに対して優先されるのです、恩返しのためなら犯罪の一つや二つや三つ」

「ま、人に迷めい惑わくかけてるわけじゃないしいいんじゃねーか？」

「そうですの。断言してもいいですけど誰だれにも気づかれてませんのよ？」

「へーりんごちゃん、なかなかやるようになったネー」

　そして最後に頭とう取どりさんはにっこり笑顔で言った。

「犯罪ってのは、気づかれて訴うつたえられない限り犯罪ではないんだよ？」

　ぽんぽん

　アリスさんが固まっていた亮士くんの肩かたを叩たたいた。振ふり向いてアリスさんを見ると、アリスさんの目が言っていた。

「気にしたら負けだ、気にしたらここでは生きていけないぞ」

　アリスさんの目は間違いなく歴戦の勇士の目だった。見たところ御お伽とぎ銀ぎん行こう随ずい一いちの常識人であるアリスさんがここまで悟さとるまでにはいろいろあったんだろうな……亮士くんは思わずほろりと来た。

　が、亮士くんがそんな感傷に浸ひたっている暇ひまはない。

「まずいですの！」

「間に合わなかったかな？」

　りんごさんの叫さけびと冷静な頭取さんの声。画面の中ではちょうど大おお路じさんが体育会室の扉とびらに手をかけたところだった。

　その様子を見たかかりさんは、あわててベルトをはずすと走り出す。

『先せん輩ぱい！　待ってください!!　今、やめたら先輩は絶対後こう悔かい……』

　画面の中には大路さんに向けて叫さけぶかかりさん。しかし大路さんはそれに気づかず、無情にも扉は開き大おお路じさんは松まつ葉ば杖づえを進め……

「間に合わないか……」

　誰だれかがそうつぶやいた……が、

「ところがドッコイあちきに任せるヨー!!」

　魔ま女じよさんが叫さけんだ。

　そして黒衣のポケットから取り出したのはあやしげなボタン。

「ふははハー!!　こんなこともあろうかトー!!」

　その夢の台詞せりふに魔女さんはアドレナリンをドパドパ溢あふれさせながらボタンを押した。

　ボンっそんな小さな爆ばく発はつとともにかかりさんの履はいた靴くつの厚底部分が分ぶん離りし……中からタイヤが出てきた。

　靴がいきなりインラインスケートに変形してしまったかかりさん。

『きゃーきゃーきゃー』

　両手をわたわたさせながらどうにかバランスをとる。確かに、今まで走っていた速度がローラーに伝達され、先ほどよりもスピードアップしている。

「こっこれは？」

　亮りよう士しくんの問いに魔女さんは答えた。

「大好きなあなたの下もとへとまっしぐラー！　ガラスの靴一号でース!!」

　またまた亮士くんがつっこむ。

「なんてことするんっスか!!」

「なんでヨーあれなら十分間に合うヨー？」

「いや、確かに速くなりましたっスけど、どうやってあれを止める気っスか！　あの様子見ると、どう考えてもかかりさんはインラインスケート初めてっスよ？」

　びしっと画面の中で風となっているかかりさんを指さす亮士くん。

『きゃーきゃきゃー』

　相変わらずぶんぶんと手を振り回したまま滑すべり続けているかかりさん。もう、大路さんは目の前だ。持ち前の運動神経を発揮しているのか転びはしていないが、それも時間の問題だろう。転ぶか大路さんにぶつかるかの二択たくしかかかりさんには残されてなさそうだ。そんなかかりさんを見ながら魔女さんは言った。

「根性とかかナー？」

「あっあほっスかあんたはーっ!!」

　そんなことをしているうちに破は滅めつの時は訪おとずれた。

『きゃああー!?』

　盛せい大だいな悲鳴を上げながら前のめりに体勢を崩くずすかかりさん。

「あぶないですの!!」

「でも大おお路じさま、灰はい原ばらさまに気がついたようです」

　おつうさんは身を乗り出して画面をのぞき込む。

　そりゃあれだけ騒さわげば誰だれだって気がつくに違ちがいない。

　画面の中で大路さんは扉とびらに手をかけたまま悲鳴の方向へ顔を向けた。




　と、外野があれやこれやと騒さわいでいるそのとき、かかりさんは混乱していた。

　あれ？　なにこれ？　なんでタイヤが??　わけわかんない？　というか転ぶ、止まらない、だめ、転んだら大路先せん輩ぱいのところに行けない。絶対間に合わせるんだ、そして今度は私が!!

　しかし、そんなかかりさんの決意もむなしく、かかりさんは体勢を崩くずした。

　だめ、転ぶ!!

　かかりさんの目に床ゆかがどんどん近づいていき……

　まっまけるか──!!

　かかりさんはぎりぎりで両手を地面についた。

　大路先輩に受けた恩を返すのは今しかない！　大路先輩に私みたいな後こう悔かいをさせないんだ!!

　それが、私の恩返しなんだ!!

　そのまま両手に力を入れ、それを支点に足を振ふり上げる。ものすごい身しん体たい能力にバランス感覚。

　よし、このまま回れば一回転して地面に立てる───




　かかりさんがインラインスケートで爆ばく走そうする少し前、大路さんはどん底にいた。

　子供のころから続けてきたテニス。辛つらかったこと悔くやしかったこと、楽しいことばかりではなかった。しかしそれでもテニスが好きだった。だからがんばった。俺は間違いなくテニスに愛されていた。

　でもこれからというところで……俺がテニスを裏切った。

　どこまでもいけると思っていた。誰よりもテニスを好きだった自信がある。だれよりも努力をしたという自負もある。才能もあったと確信していた。

　だが……ギブスで固められた左足を見る。

　俺の身体からだが……テニスを俺が裏切った。

　そんなことを考えながら松まつ葉ば杖づえを進め、気がつけば体育会室の前。

　ズボンのポケットから退部届を取り出しそれを見る。今いま更さら未練がわき上がる。

　大路さんは頭を振ふりどうにかそれを振り払はらうと扉に手をかけ開いた。

　そのとき、大路さんは聞こえてきた悲鳴に顔を向け……運命に出会った。

　宙を舞まう女子高生、ひらひらと舞うスカートそして純白の下着……そこまで確かく認にんしたところで、顔面に何かが直ちよく撃げきした。




　転びかけ、しかし持ち前の運動神経でそれをどうにか回かい避ひ、そして両手を地面につきこのまま回れば一回転して地面に立てる────と思った瞬しゆん間かん、かかりさんの両足にものすごい衝しよう撃げきが。

「ぐはああああああっ……[image: !!!]」

　そんなかっこいい（？）叫さけび声とともに吹ふっ飛ぶ何か。それはズサササーと廊ろう下かを滑すべり五メートル先で停止した。少し遅おくれて落下した松まつ葉ば杖づえがカランコロンと音を立て、次いで衝撃で脱ぬげたかかりさんの右のインラインスケートが落ちる音が響ひびく。そして周囲を静せい寂じやくが支配した。

　神かみ懸がかり的な運動神経とバランス感覚で見事地面に着地したかかりさんは、廊下に倒たおれピクリとも動かない大おお路じさんを呆ぼう然ぜんと見る。

　そんなかかりさんの目の前にひらひらと一枚の紙が。かかりさんはそれを手に取り、それが退部届だと確認するとそのままダッシュで回れ右。

「うわぁぁぁん、ごめんなさいいいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃぃ…………」

　インラインスケートの片方が脱げたためひょこひょことかわいらしい感じになっているが、顔は悲痛だ。

　そのときちょうど。五時半のチャイムが鳴った。

　鳴り響く五時半の鐘かねの中、かかりさんは泣きながら走り去った。靴くつを片方残して。




　無言で画面を見る御お伽とぎ銀ぎん行こうの面々。画面の中には倒たおれて動かない大路さんに、放り出された松葉杖と、脱げたインラインスケート。誰だれがどこからどう見ても事件現場。

　騒さわぎを聞きつけたのか、体育会室から人が出てきて大路さんを介かい抱ほうしだす。

「…………」

「…………」

「…………」

　誰もが言葉をなくしている。

　そのとき、体育棟とうから飛び出す一つの影かげ。

「ああっ、お待ちください灰はい原ばらさま」

　ひょこひょこと走り去るかかりさんをおつうさんが追いかける。

　それを見ながら魔ま女じよさんが言った。

「うーん、ちょっと失敗しちゃったヨー」

「これがちょっとかよ！」

「なんかもう、一生ぬぐいきれないトラウマを刻み付けたんじゃないっスか？」

「どん底にいる大好きな先せん輩ぱいの顔面に見事な蹴けりをかましたからなぁ」

　あきれ顔の大おお神かみさんと亮りよう士しくん。

「いやー困ったねー？　ほんと困ったねー？」

「思いっきり物証残しましたし。時間的に目もく撃げき者しやが少なかったのが救いですか？　もう少し遅おくれてたら部活動を終えた人たちに大量に目撃されていたはずです」

　残されたインラインスケートに、頭痛いと額に手を当てるアリスさん。

「まあ、灰はい原ばらさんは大泣きして顔を手で覆おおっていたので目もく撃げき者しやもあれが誰だれだかはわからなかったと思いますが……」

　後処理のことを考えると頭が痛い。困ったと言いながらとても困ったように見えない上司の姿にさらに腹が立ってくる。

「でもまあ、なんとか退部届を提出することだけは防げましたの。だからこれからのフォローでなんとか……」

「できんのか？」

　大おお神かみさんの冷静なつっこみ。

「……大おお路じ先せん輩ぱいがあの蹴けりで新たな世界にでも目覚めない限り無理だと思いますの」

　りんごさんは深くため息をついた。そんな深刻な空気の中、魔ま女じよさんは聞いた。

「ところで、こいつは誰ヨー？」

　魔女さんの視線の先には亮りよう士しくん。

「今いま更さらかよっ!!」

　大神さんの叫さけび声が響ひびいた。




　木曜日のかかりさん大路先輩に蹴り決めた事件から週が明けて月曜日。昼ひる休きゆう憩けいに御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店で会議が開かれた。

「で、打開策が浮かんだ人はいるかな？」

　頭とう取どりさんが集合した皆みなを見回し聞いた。

「灰原さまの凹へこみようはそれはそれはひどいものでした」

　木曜日走り去ったかかりさんを慰なぐさめたらしいおつうさんがそう言う。

「ううーごめんヨー反省してるヨー」

　魔女さんは小さくなっている。

「まぁ、大路君は灰原君の顔を見てないと思うからそれが救いだね？　目撃者はいたけど灰原君を特定できないはず……というか特定できてないといいなぁ？　というわけで、名案がないなら木曜日のことはなかったことにしようと思うんだけどどうかな？」

　さわやかに無責任なことを言う頭取さん。

「いや、それは流石さすがにまずいんじゃないっスか？」

　思わず亮士くんはそう言うが……

「僕たちはね、神様じゃないんだよ？　だから生きていれば、思い通りにならないことや悲しいこと、そして絶対にどうにもならないことがたくさんあるんだよ？　でもね、だからこそ過去にとらわれず毎日を一いつ所しよ懸けん命めい生きていかないといけないんだよ？」

　そんなかっこいい言葉でごまかす頭取さんに折れた。

　微び妙みような顔をしている者もいるが、さすがにあのどうしようもない状じよう況きようからの起死回生の策を思いつく天才はいなかったらしい。比ひ較かく的常識人であるアリスさんでさえ仕方がないとあきらめモードだ。

「それでこれからお昼の放送を聞こうか？　なんか、大おお路じ君が出るらしいんだよ？　犯人探しでもするのかな？　いやー困ったね？　とりあえず、何か聞かれたらしらを切るということでお願いするよ？」

　そして少し待つとスピーカーから放送部の放送が流れてきた。

『どうもーこんにちは☆　皆みなさんのお耳に舞まい降りた天使のさえずり、下した桐きりすずめでーす☆』

　聞こえてきたのは異常にハイテンションなアニメ声。もうすでにこの放送は御お伽とぎ学がく園えんのお昼の風物詩になっている。

『今日の放送もお弁当と一いつ緒しよにお耳からよくか～んでおいしくいただいちゃってくださいね☆　でも夜のおかずにするのは勘かん弁べんしてくださーい★でもすずめのプリチーな声を脳内でエロ漫まん画がや今時ボイスの入ってないエロゲーでやられてる女の子に当てはめることはゆるしま……いひゃひゃひゃ、ぶちょー舌ひっぴゃらにゃいで～……ブツッ』

　放送が途と切ぎれる。そして一分後何事もなかったように再開した。

『というわけで今日も始まりました御伽ステーション☆☆　毎回思いますがいろいろなとこからインスパイヤしまくったあげくにパクリ丸出しになってしまったというのに、それを隠かくす意思さえ感じられないこの番組名はどうにかならないものでしょうか★　いひゃひゃひゃひゃ～ブツッ』

　放送が強制的に遮しや断だんされ、再び何事もなかったかのように復活。

『えーというわけで、今日はなんとお客様がいらっしゃってます☆　おかげで皆さんがリクエストした曲を流してお茶を濁にごすなんてまねしなくてもよくなってます★　ぶっちゃけ、毎日毎日話してると話題もなくなりますよねー★　というわけで、ここですずめとだべりたい方は自薦せん他薦は問いませんので最も寄よりの放送部員にご連絡ください☆　でもゲストと会話が弾はずまなかったり、なんかヤバげな空気が流れ出したらリクエスト曲流しますよ～★　あと、リクエストしてくださる方、ありがたいですが毎回金○の大冒険送ってくる方がいるのはどうかと思います☆　極付けお○の方でないだけマシかもしれませんけどぉ★　まー気持ちはわかりますけどね☆　それに、どうにかしてエロゲー主題歌を流させようとする人よりかはダメレベルはマシかもしれません★　まぁ、本気で流したいなら放送室を占せん拠きよするとかしてくださ～い★　そうすればすずめとストックホルム症しよう候こう群ぐん風味な恋が芽生えるかも☆☆☆　というわけで内々に連れん絡らくいただけるならすずめが内部から招き入……いひゃひゃひゃひゃひゃひゃ……と、忘れてました今日ゲストがいらっしゃってます☆　テニスのおーじさまとして有名な大おお路じ明あき弘ひろさんです☆☆☆　なんでも皆みなさんに重大な発表があるとか☆　楽しみですね☆　では大路明弘さんです☆　どうぞ～☆』

『どうも』

『おーかっこいいお声ですねー☆　お顔も近くで見ると無茶苦茶かっこいいですー☆　流石さすがミスター御お伽とぎ学がく園えんのランキング七位ですねー☆　怪け我がをしたと聞いてすずめも心配しましたよー☆　でも、これを聞いている方はわからないと思いますが、なぜか大路さんの顔にでっかい絆ばん創そう膏こうがついてるので、聴ちよう取しゆ者しやの皆さんすべてに代わってすずめが聞いてみます☆　決してすずめが知りたいだけじゃないですよー★　というわけで、そのほっぺたの大きな絆創膏はなんですか☆』

『それはこれから話す』

『そうですか～★　それで、今日はどのようなご用件ですか～☆　何か重大な発表があるとか☆』

『これだ』

　ドンッ

『これですか☆　う～ん、なんの変へん哲てつもなさそーなインラインスケートですねー☆』

『俺はこれを履はける女性を捜さがしている』

『え？　これを履ける人なんてたくさんいるとすずめは思いますけど☆　大きさもそれほど小さくないですし☆　なぜこれを履ける方を捜してるんですか☆』

『先週の木曜の夕方のことだ。俺が廊ろう下かを歩いていると悲鳴が聞こえた』

『おおーバイオレンスな香かおりが漂ただよってきましたねー★　で、どなたの悲鳴だったかとかわかるんですかー☆』

『わからない。振ふり向いた俺が見たのは、宙を舞まう女子生徒だった』

『飛んでたんですか☆★☆』

『たぶんこれで滑すべっていて、前のめりに転び、手をついてそのまま前に一回転したんだろう』

『おおーそれは、すごい運動神経ですね☆』

『そして俺は……顔面に蹴けりを食らい、気を失った』

『…………それはまた災さい難なんでしたねー☆　事件なのか事故なのか衝しよう動どう的な犯行なのか怨えん恨こんなのか……すずめの好こう奇き心しんがうずきますよ～★　で、ここに来た理由は犯人捜しですかぁ☆』

『そうだ……………………………………………………俺はあの蹴りに運命を感じた』

　その衝しよう撃げきの告白に、学校が静まりかえった。

『彼女こそ俺の夢のかけら。運命の女ひとに違ちがいない。というわけでこの靴くつだ』

　ドンっと靴を叩たたく。

『顔も知らない彼女が残した靴、この靴にぴったり合い、なおかつあの蹴りを繰くり出せる人を捜さがしている。そう、あの蹴けりはすばらしかった』

　何処どこか陶とう酔すいしたように夢ゆめ見み心地ごこちな声でつぶやく大おお路じさん。かなりやばいです。

『あっ、新たな世界に目覚めてしまったのですかぁ☆★☆』

　声から、どきどきと頰ほほを染めているすずめさんの姿が見えるようだ。どうやら美形が織りなすアブノーマルな世界を想像してツボにはまったらしい。

『ああ、あの蹴り、まさに世界が……未来が開けたようだった』

『それはまた素す敵てきですね★★★　それで、その靴くつすずめにもっとよく見せていただけますかぁ☆』

『ああ』

『あれ、思いのほか重たいですね～。サイズは…………あれ、すずめと同じ★★★』

　すずめさんはそうつぶやき黙だまり込んだあと……かわいく言った。

『てへっ、その蹴りの彼女、実はわたしだったんですよう☆』

　そしてそのまま靴を履はき……

『ほら、サイズだって……ぴっぎゃあああああああああああああああ[image: ～][image: ～][image: ～]』

　痺しびれた。

『このように、本来の持ち主以外が履くと、電気が流れるようになっているらしい。というわけで、この靴を履ける人お願いだ、今日の放課後テニスコートの脇わきまで来てくれ。大事な話がある』

『……というわきぇでおおじしゃんれひた～。するめはもうらめにゃのれおんぎゃくにゃがひましゅーそれれは～　ガクッ』

　まだ痺れてるらしいすずめさん、しかしプロ根こん性じようを発揮し舌足らずにそう締しめくくり、そして力尽つきた。口でガクッと言えるだけの余よ裕ゆうはありそうだったが。そしてリクエストされていた曲が流れ始めた。

　その曲がむなしく鳴り響ひびく中、頭とう取どりさんが言った。

「………………いやーこうなるとは本気で予想外だよ？」

「りんごが言ったことがマジになるとは……」

「私もびっくりですの」

　事実は小説よりも奇きなりとはよく言ったものだと、りんごさんと大おお神かみさんは本気で驚おどろいている。

「でもこれで一件落着じゃないっスか？」

「灰はい原ばらさま……恩を返せたのですね、よかったです」

「何の因果か、あのシックスセンスとかコスモとかそんな感じの不思議な感覚に目覚めてしまった七番目の王おう子じ様はシンデレラがご所しよ望もうだそうだね？　というわけで、灰原君があの靴履いてもう一回蹴りを入れればそれで万事ＯＫだね？」

「新しく夢中になれるものができたんっスから、テニスができなくなった苦しみ、少しは薄うすれるっスよね？」

「いやーよかったね？　一件落着かな？」

　総楽観な空気の中アリスさんが聞いた。

「それで、魔ま女じよさん。あの電気の細工はどうなっているのですか？」

「よく聞いてくれたヨー!!　あれは資格を持った、選ばれし人間しか履はくことができないんだヨー!!」

　自信満々で胸を張る。古い言葉で言うと、トランジスタグラマーな魔女さん。その張りようが半はん端ぱじゃない。

「それはすごいね？　それでその資格とは何かな？」

「それはヨー」

　ごそごそと黒衣のポケットを探さぐり……小さなペンダントを取り出した。

「これ持ってる人だヨー。これが近くにあるとビリビリは流れないヨー!!　この間、こっそりかかりちゃんのポケットに同じ物潜ひそましといたヨー」

「これはまたなんとも」

「それはまぁ、期待を持ってしまった人たちが気の毒ですの。絶対無理じゃないですの？　それにしても、いったい何人夢を求めて集まることやら……ですの」

「人気ランキング七位っスからね、かすかな可能性に賭かける人もたくさんいるんじゃないっスか？」

「だろーな」

　大おお神かみさんたちの脳裏に浮かぶのは、電でん撃げきに悲鳴を上げ屍しかばねの山を築いていく女子生徒たちの姿。

「…………どうしよう？　僕らの責任問題にならないかな？」

「なるようにしかなりません」

「はぁ、困ったね？　まぁそれでも、灰はい原ばら君に魔女君のペンダントを忘れずに持っておくようにって、注意さえしてれば依い頼らいの件は完了かな？」

「そうですね」

　頭とう取どりさんは一つため息をついたあと、みんなに宣言する。

「と、言うわけだよ？　みんなご苦労様でした？」

　その一言でみんな雑談モードに入る。

「まったく、灰原さまが恩を返そうとしているというのに邪じや魔ましようなんて、恩返しをなんだと思ってるんでしょう」

　集まって来るであろう夢見る少女たちに、ぷんぷんと変な怒おこり方をするおつうさん。

「それで森もり野の君、今回の件で大分みんなとうち解けられたと思うんだけどどうかな？」

「あっはいっス、皆みなさんがどんな人物かは……嫌いやってほどわかりましたっス。だからあんまり見ないで欲しいっス」

　ちょっと引きつった笑顔を浮かべる亮りよう士しくん。

「それはよかった？　う～ん、流石さすが僕だね？　協力して事に当たろうと言った僕の英断、見直したかなアリス君？」

「してません」

「じゃあ、りんご遅おそくなったが飯めしでも食うか？」

「そうですの。もうお腹なかぺこぺこですのよ」

「あちきもすいたヨー」

「あっ、皆みなさん学食ですか？　でしたら時間もないですし簡単なもの作りますけど？　確か簡単なパスタなら作れる材料はあったと思いますし」

「いいんですの、おつう先せん輩ぱい？」

「はい、かまいませんよ」

　そんな和わ気き藹あい々あいとした空気の中、亮士くんはふとわき上がった疑問について魔ま女じよさんに聞いてみた。

「ちなみにあれのバッテリーはどのくらい持つんっスか？」

「あと十分ぐらいかナー？」

　それを聞いて黙だまるみんな。

「…………まずいかな？」

　一いち縷るの望みとともにそう聞いた頭とう取どりさんをアリスさんはばっさり切り捨てる。

「まずいです」

「……やっぱりまずいよね？　並ぶ人の数によっては早々にバッテリー切れで……」

　頭取さんの歯切れの悪い言葉に大おお神かみさんが続く。

「シンデレラの誕生だな」

「確かあの辺にも防犯カメラあったよね？　赤あか井い君？」

「ちょーっと待ってくださいの………………はい、出ましたの」

　りんごさんがちゃちゃちゃっとキーボードを操作すると、壁かべ際ぎわの巨大モニターにその光景が映る。その画面を確かく認にんして亮士くんは一言。

「……恋する乙女おとめのパワーってすごいっスね」

　それに大神さんは同意する。

「……まったくだな」

　そう、まだお昼ひる休きゆう憩けいだというのに、放送を聞いた女子生徒たちが並んでいた。大量に。いったいどこの開店セールなのかというように。

「…………僕らの手元にあるあのインラインスケートの片割れを持って行って、実はこの娘こがあなたに蹴けりを入れた娘ですーなんて言ったらどうなると思うかな？」

「暴動が起こると思います」

　相変わらずとりつく島のないアリスさん。

「これは、大おお路じ君の眼力にというかシックスセンスに頼たのむしかないね？」

　頭とう取どりさんはため息をつく。

「そうか！　大路先せん輩ぱいの運命の人の条件は、あの靴くつを履はけて、なおかつ彼の満足する蹴けりがはなてることっスから！」

「そういうことだね？　灰はい原ばら君と大路君が運命とかいうあやしげなもので繫つながってるなら、収まるところに収まるということだよ？　というか、なんでこんな複雑なことになっちゃったのかなぁ？」

　そんな愚ぐ痴ちをこぼしつつも、んじゃ、もう少し作戦会議をしようか？　という頭取さんの号令で再び会議が始まった。




　今日は見事な日本晴れ、透すき通るような空には雲がゆっくりと流れている。そんな穏おだやかな午後に響ひびき渡わたるのは……

「ぴぎゃあああー!!」

「きゃきゃきゃー」

「ギギギギギ」

　うら若き乙女おとめたちの悲鳴。それを聞きながら大おお神かみさんはつぶやいた。

「……地じ獄ごく絵図だな」

「ほんとですの……」

　テニスコートの隅すみに椅い子すが置かれ、そこに座っているのは今回の舞ぶ踏とう会かいというか地獄絵図のの主しゆ催さい者しや、大路さん。側そばにはインラインスケートの片割れが置かれ、その前には女子生徒たちが列をなしている。

　ほのかな想おもいを胸に秘ひめつつも、不安に身をすくませるその姿、死し刑けい執しつ行こうを待つ死し刑けい囚しゆうのごとく。

　ここにいるのは大神さんとりんごさんと亮りよう士しくん。もう仕事は終わったのでできることもないが、一応結末を見届けにきたのだ。

　あの会議のあと、かかりさんにすべてを説明し、りんごさんが保存していたあの蹴りのシーンを見て、かかりさんにあの蹴りの練習をしてもらった。あとはまぁ……二人次し第だいなのだろう。

　ということで、大神さんたちは気楽なものだ。それに……

　ふと、響き続けていた悲鳴がやんだ。

　そこには泣きそうな顔で靴を履いた少女が電でん撃げきに襲おそわれることなく立っている。

「やった、やったわっ!!」

　泣き顔は満面の笑えみにとって変わり、少女の下もとに彼女の王おう子じ様がゆっくり歩いてくる。

　まさしく童話の光景、その少女は今間ま違ちがいなく人生の絶頂にいる。……が、彼女の下もとにやってきた王おう子じ様がささやいたのは愛の言葉ではなく……

「よし、では俺を蹴けれ」

　そんなお言葉。

　そして、少女の絶ぜつ叫きように変わり鈍にぶい打だ撃げき音が流れ始める。

　童話の世界から今度はアブノーマルな世界へ。

　靴くつをパスした少女たちに次々と蹴られていく大おお路じさん。

「ただ力を入れればいいってもんじゃない、次っ」

「ぐっひねり込みが甘あまい、次っ」

「弱い、力が足りない、次っ」

「…………次っ」

「……次っ」

「次」

　それはある種の人間には天国のような光景に違いない。

　列をなした花の女子高生に足あし蹴げにされ続ける。これを体感すればノーマルな人間でも開眼してしまいそうなほど背徳的な光景。

　大路さんはそれに耐たえ続け……そして灰はい原ばらさんの番がきた。

　側そばにセコンドのように立つメイドなおつうさんが声をかける。

「がんばってください灰原さま!!」

　その声せい援えんに微笑ほほえみを返したあと、かかりさんは目をつむり深呼吸。心を落ち着けたあと、かかりさんは宣せん誓せいし走りだした。

「灰原かかり、行きます!!」

　引き締しまった足が地面を蹴り大路さんへの距きよ離りを縮ちぢめる。そのスピードを保ったまま地面に手をつき見事に一回転。ひらひらとスカートをひらめかせながらかかりさんは宙を舞まい……その両足は見事に大路さんの顔面に吸い込まれた。

「ぐほぁああああ」

　吹ふっ飛ぶ大路さん。ごろごろ転がったあとぴくぴく痙けい攣れん。これ、もしかしたらやっちゃったんじゃないだろうか？　と周囲が騒そう然ぜんとし始めたそのとき、大路さんはムクリと起きあがり言った。

「もう一度……もう一度だ」

「……はい」

　というわけでもう一度大路さんは吹ふっ飛ばされたあと、跳はねるように起き上がり片足でケンケンと跳ねながらかかりさんの下もとへ。

　そしてたくさんの人に見られながら言った。

「俺と一いつ緒しよにテニスをやらないか!!」

　…………は？

　この場にいる人間すべてがそう思っただろう。しかし大路さんは止まらない。

「その身しん体たい能力、バランス感覚、反射神経、筋肉のつき方、最高だ!!　一いつ緒しよにウインブルドンに行こう！　四大大会を制せい覇はしよう！　サポートしかできないけど、君とならもう一度夢が見れる!!」

「でもテニスはもう……」

　かかりさんはうつむきそう言う。その姿を見て大おお路じさんは気がついた。

「………………君はもしかして、あのときの」

　大路さんの脳裏に、中学生のころコート裏に悲しそうに立っていた少女の姿が浮かんだ。

「はい。二年前、先せん輩ぱいに……励はげましてもらった者です。あのとき励ましてもらったから、元気をもらったから今の私がいるんです。だから、今の先輩を見てられなくて、今テニスをやめると私みたいに絶対後こう悔かいすると思って、だからだから、どうにか先輩を励まそうと思ったらなぜかこんな大おお事ごとに……」

　ほんとなぜかだなと、大おお神かみさんたちは心の中で苦笑い。

「……君は今でもまだテニスをやりたいのか？」

「はい。……でも」

「なら俺が、手伝えることならなんだってする！　だから……だから一緒にテニスをやろう！」

「……いいんですか？」

「もちろんだ！　それにこれは俺のためでもある。俺にもう一度夢を見させてくれ!!」

　それがトドメだった。目に生気が戻もどっていき、めらめらと燃える瞳ひとみでかかりさんは頷うなずいた。

「はい、コーチ!!」




「ああっおめでとうございます灰はい原ばらさま。それにしてもなんてすばらしい恩返し、嗚呼ああ、嗚呼たまりません」

　恍こう惚こつとした今にも昇しよう天てんしてしまいそうなほど色っぽい表情で見守っているメイドさん以外の、二人の世界にほだされた人波がその場を去っていく。その波の中に、大おお神かみさんたちもいた。

「……よかったっスね」

　亮りよう士しくんが燃えている二人を見ながら言った。

「う～ん、熱血青春スポ根物ですの」

「ま、どうなることかと思ったが、なるようになったな。結果オーライか」

　それにしても、なんか異様に疲つかれたなーと首をこきこきさせる大神さん。そんな姿に苦笑しつつりんごさんは亮士くんに聞いた。

「それで、初仕事の感想はどうですの？」

「いや、ほとんど何もやってない気がするんスけど」

「それはそうですの」

　苦笑するりんごさん。

「でも、悪くない気分っスね」

「まあ、退屈はしねーな」

　大おお神かみさんがそう言って笑う。

「大ボスからのご褒ほう美びもいいですけど、頭とう取どりさんの言う形のないご褒美もそう悪くないものですのよ」

　と、りんごさんの言葉で亮りよう士しくんは思い出した。

「そういえば大ボスからのご褒美ってなんなんっスか？」

「ああ、説明途と中ちゆうだったんですのね。ご褒美なんですけど、所属して一年間きっちりと活動をすれば、学長が一つ願いを叶かなえてくれますの。三年間で三つの願い事を叶えてもらうことになりますのね」

「……三つの願い事っスか……魔ま法ほうのランプみたいっスね」

「そうですの。まあ、私たちのランプの精はとてもエロ憎にくたらしいですけど」

　りんごさんは新たな造語を作り出した。マイナスとマイナスを足しただけなのでエロかっこいいとは違ちがいマイナスのまま。

「実は、学長ってただのエロじじいなんですのよ？　ランプさすったら出てくる魔ま神じんとは違って、女の子のおしりさするのが大好きなんですのよ。まあ、おいおいわかってくると思いますけど」

「そうっそうなんっスか」

　亮士くんの中では学長は豪ごう快かいで威い厳げんのあるイメージなのだが、本物はどうやら違うらしい。亮士くんは、入学式などの行事でしか見たことがないので深くは知らないのだ。

「それで願い事はどんなことでもいいんっスか？」

「あのエロじじい、金だけは持ってますのよ。権力も影えい響きよう力りよくもありますし」

　大ボスをエロじじいというのはどうなんだろうとか思いつつ続きを聞く亮士くん。

「まあとはいえ、なんでもってわけにはいきませんの。願い事は学長に会って認めてもらわなければならない。逆に言えば、学長を納なつ得とくさせられることなら何でも叶えてくれるということですの」

「たとえばどんなのっスか？」

「そうですわね。願い事の例を挙げますの。先せん輩ぱいたちは……やっぱり変人が多いんですのよ。まったくうちの人間は、どうしてこんなに一点突とつ破ぱ型の突つき抜ぬけた人間が多いんですの？」

　そのりんごさんの困ったもんですのという様子に、大神さんは心の中で思った。

　おまえもな。

「なんと、荒あら神がみ財ざい閥ばつをよこせなんて言った方もいるらしいですのよ。その方は大学を卒業したあと、荒神財閥のグループ企き業ぎように就職したらしいですの。グループに入れてやるから勝手に手に入れろ、ということらしいですの。まぁ、ぶっちゃけると就職を斡あつ旋せんしてもらっただけということですのね。でもその方どうやら、順調に出世しているみたいですのよ。あのエロじじいが手心を加えるなんてのはなさそうなので、できる方だったのでしょう。他ほかには店を出すので金を貸せとかいう先せん輩ぱいから、留学したいというまじめなもの、世界を放ほう浪ろうしたいとかいう変な願い事。おまえを一発殴なぐらせろという願い事をした先輩もいたらしいですの。その方はもちろん女性ですの」

　私もやりたいですの～と、暗い笑いを浮かべるりんごさん。

「あのじじい、お金も権力も持ってるので大たい抵ていの願い事は叶かなえられる力を持ってるのですけど、ただ金よこせと言っても無理ということですの。何かをするからお金が必要です、援えん助じよしてください～というのなら熱意さえ認めてもらえれば可能性があるということですの」

「なるほど」

　話半分に聞いても、学長は一癖くせも二癖もありそうだ。それにしても、何をお願いしようか。

　亮りよう士しくんは頭の中で皮算用を始める。

「これで説明することはだいたい説明したと思いますの。というわけで、仕事も終えましたし、これで本当に、私たちの仲間入りですの。ではこれからよろしくですの」

「ふん、前も言ったが、ヘタレたことしてると追い出すぞ」

「はいっス！　よろしくお願いしまっス」

　その返事に大おお神かみさんはやっぱり照れてごまかすように言った。

「じゃあま、帰るか」

「はいっス!!」

「夕ご飯なんにしましょう……涼りよう子こちゃん、何か食べたいものありますの？」

　並んで帰り出す三人。

　こうして亮士くんの初めての事件が幕を閉じた。




　で、その後熱血王おう子じ様と熱血シンデレラの二人がどうなったかというと……

「よし、今日も行くぞ!!」

「はいっコーチ!!」

　うまくやっているようです。

　そしてかかりさんが彗すい星せいのごとく現れたシンデレラガールとして女子テニス界を席せつ巻けんするのはそう遠くない未来の話なのでした。


めでたしめでたし









　　　おおかみさん竜宮城に連れられて行き乙女心に深い傷を負う




　少年が息を切らして走っていた。

　背が高く程ほどよく筋肉のついた身体からだつきから一見すると成人のようだが、その幾いく分ぶん幼さの混じった顔から少年と呼ぶべき年ねん齢れいであるということがわかる。

　少年が通り過ぎるたびに、すれ違ちがった女性が振ふり返り頰ほほを染める。そう、少年の容よう貌ぼうは人目を集めるほどに整っているのだ。あとは荒あらい息と流れる汗あせが男前度を上げフェロモンを放出していることもあるだろうが。

　しかし少年は、その容貌を抜ぬきにしても目立っていた。校内ではクラブ活動などで走る人間には事欠かない。が、制服姿で汗だくになるほど必死で走る者というのはそうはいない。少年が今いるのは御お伽とぎ学がく園えん校門。下校時刻のため帰宅する生徒の流れの中、少年はそれに逆らうように走っていた。

　特とく徴ちよう的なたれ目が苦しさに細まり顔が歪ゆがんでいる。その苦しみに歪む表情からは走る理由、走らなければならない理由があるのだと見た者は考えるだろう。

　そう、何かから逃にげているのではないか……と。

　人波をかき分けしばらく走り続けていた少年だが、とうとう限界が来たのか足をふらつかせる。が、そのままふらふらしつつもどうにか顔を上げ周囲を確かく認にんし、奇き妙みようにふらつく方向を修正して……ようやく倒たおれた。

「…………」

　ぼさぼさ茶ちや髪ぱつときつい目をした、どちらかといえばかわいいよりも美人というカテゴリーにどうにかこうにか引っかかりそうな感じの少女……大おお神かみさんの目の前で。

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ」

「………………」

　荒い息を吐はく少年、見下ろす大神さん。

　二人の間に流れるのは周囲の雑音と少年のつく荒い息の音だけ。まるで二人だけの空間、そんな空間の中で大神さんはしばらく少年を観察したあと…………………………またいだ。

　そう、大神さんは少年の身体をまたいで何事もなかったかのように歩き去ろうとしている。

　実にいい性格をしている。目の前で人に倒たおれられたら、善良な人なら手を貸し、普通の人でもだいたいは声をかけるくらいはするだろう。しかし大神さんは完全無視、しかも歩く方向を変えて避さけるのではなくまたいだ。その光景に、周囲で見ていた者たちから「おおっ」という、感心とも驚おどろきともとれる声が上がる。

　普通ならそこで話は終わるはずだった。少年が自力で起きあがるか、周囲で見ていた善良な誰だれかが助け起こすか。

　が、少年もただ者ではなかった。地面の上でまるでゴキブリのように手足を動かし方向転てん換かん、歩き去ろうとしていた大おお神かみさんの足をつかんだ。もちろん文句を言う大神さん。

「…………なんだてめぇ？」

　だが少年は、よろよろと立ち上がり一言。

「いやぁ、倒たおれている僕に手をさしのべてくれるなんて、あなたは美しいだけでなく慈じ悲ひの心まで持ち合わせている。なんとすばらしい女性でしょう。どうです、お礼にお茶でもご馳ち走そうさせていただけませんか？　もちろんお代は僕持ちですよ」

　先ほどまでの疲つかれを全く感じさせない少年。健康的な白い歯がきらりと光る。

　そのとき、何が起こるのだろうと事態を見守っていた皆みなの心が一つになった。

「「「「「誰だれが手をさしのべたんだよっ!!」」」」」

　とはいえ、実際に声を出してつっこんだのはごく少数、しかしその声は確実に少年に届いたはずだ。でも、少年は気にしない。

「………………」

　無言の大神さん、その姿を見て何をどう間ま違ちがえたのか、

「はははは、照れなくてもいいですよ！」

　などとのたまう少年。

「とはいえ僕この辺りのおいしいお店に詳くわしくないから、君のお薦すすめの店を教えてもらえるかな。ああ、自己紹しよう介かいがまだだったね、僕の名前は浦うら島しま……」
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　少年がそこまで言ったところで大おお神かみさんのヤクザキックが少年に突つき刺ささった。

「ぐふぅぉう」

「寝ねてろ」

　男の子が決して強い衝しよう撃げきを受けてはいけないデリケートな部分をおさえ崩くずれ落ちる少年。そんな哀あわれな少年に大神さんは視線を向けることすらなく歩き去っていった。




　ドンドンドンドン

　乱暴なノックの音が鳴り響ひびいた。

「はい、どうぞ。開いてますのよ」

　りんごさんがいつも通りのかわいらしい声で答えた。今日は月曜日、当番は一年生組だ。ちなみに月水が一年生、火木が二年生、金曜日は三年生が、ここ御お伽とぎ銀ぎん行こう地上支店で依い頼らい人にんを待つことになっている。りんごさんは壁かべ際ぎわの机に腰こし掛かけ、ノートパソコンを開いてなにやら作業。大神さんはソファにものすごく大きな態度で座り漫まん画がを読んでいる、亮りよう士しくんは相変わらず下したっ端ぱパシリ口調。

　そんなうららかな放課後、依頼人がやってきた。

　ノックとともに入ってきた依頼人は開口一番こう言った。

「追われているんです。かくまってください……」

「まあそれは物ぶつ騒そうな……、ここに来られたということは私たちの助力が必要というわけですの？」

　りんごさんの問いに依頼人はまじめにうなずき言った。

「はいそうです。噂うわさを聞きここならば助けてくださるのではないだろうかとわずかな望みをかけてここにやってきました。ですがどうやらここに来て間ま違ちがいなかったようです。こんなすばらしい女性と出会えたのですから。初めまして僕の名前は浦島太た郎ろうですかわいいお嬢じようさん。できればお名前と住所と電話番号とスリーサイズと好みの男性のタイプをがふぅ」

　いつのまにやらりんごさんの側そばに来てひざまずき、りんごさんの手を取るという早はや業わざを見せつつ、息いき継つぎもせずにそこまで言った浦島さんの口をふさいだのは頭頂部を襲おそった大神さんの踵かかとだった。ブーツなのでとても痛い。

　床ゆかに崩くずれ落ちる浦島さん。その浦島さんを見下ろし大神さんはあきれたように言う。

「いったいなんなんだこの馬ば鹿かは。さっきも校門前でオレを口く説どいてきやがったし」

「あらあら、涼りよう子こちゃんを選ぶとは、見る目はありそうですのね」

「えっナンパっスか？」

　なぜか感心しているりんごさんと、キョドっている亮りよう士しくん。

「はぁ……節操がねえだけだろ。で、おまえはなんの用だ。ナンパ目的ならたたき出すぞ」

　浦うら島しまさんは大おお神かみさんの踵かかとのダメージを全く感じさせない素す早ばやい動きで立ち上がり、りんごさんに頭を下げる。

「はっ、すいません。お嬢じようさんがあまりにもかわいらしいもので思わず。すいません」

「あら、お上手じようずですの」

　そして次に大神さんの方に顔を向け……

「ああ、あなたは先ほどの美しい人、先ほどはどうも助かりました」

「…………何を助けたんだ？」

　大神さんには浦島さんをまたいだ記き憶おくと蹴けりを入れた記憶しかない。

「はははっ」

　答えに窮きゆうしたらしい浦島さんは笑ってごまかす。

　そんな浦島さんに座るように促うながし、りんごさんが話を始める。

「それで依い頼らいの方ですが、どのような件ですか？　……と、自己紹しよう介かいがまだでしたの。私は赤あか井い林りん檎ごと申しますの。浦島さんの後ろのかわいい彼女が大神涼りよう子こさん、その隣となりでビクビクしてるのが森もり野の亮りよう士し君ですの」

「りんごさんに涼子さん、いい名前ですね」

　浦島さん、男はスルー。

「それで依頼ですが……俺は今とある組織に追われてまして。日本中をずっと逃にげ回っていたんですが、へまをして見つかってしまったのです。それでもどうにか逃げおおせ、この学校に逃げ込んだまではよかったんですが……」

「身動きがとれなくなってしまったんですのね」

「そうです」

「……どういうことだ？」

「学校という場所は部外者が入りにくいところということですの、特に大人は。でも若者ならここは生徒数の多いマンモス校ですので、制服を着てれば比ひ較かく的あやしまれずに入れますの。さらにこの学校の周囲も学生だらけ。追っ手が大人だとしたらそうそう入ってはこられませんのよ。それに入ってきても、それはそれは大変なことになりますの。ガードマンに捕つかまるならまだマシ、下手へたすれば風紀委員に捕まって恐おそろしいことに……」

　ああ恐ろしいと自分の肩かたを抱だくりんごさん。

「桃ももちゃん先せん輩ぱい怖こわいからな」

　大神さんは凶きよう器き片手に悪あつ漢かんどもにお仕置きする凜り々りしい桃ちゃん先輩の姿を想像する。

「まったくですの。……で、浦島さんはどうやらうちの生徒ではないみたいですの。どこで調達したのかは知りませんがうちの制服着てますので、ここまで入れたんだと思いますの」

　今の会話の間に膝ひざの上のノートパソコンで生徒情報を調べたらしい。

「ということは、入れなかった追っ手は目立つかっこした奴やつか大人ということか？」

「この学校に入れないんですから、そうなると思いますの。おとなしい感じの少年少女ならまあ、私服でも入れるかもしれませんの」

　そこでりんごさんはまじめな仕事用の顔になる。

「それで組織とはなんなんですの？　組織というからにはまぁ、暴走族とか少年ギャング団とか、本職さんとかそんな感じだと思うのですけど？」

　そんなあたりをつけるりんごさんだが、浦うら島しまさんの答えは予想外のものだった。

「……企き業ぎようです」

「……企業？」

「そう、俺は竜りゆう宮ぐうグループに追われているのです」

　浦島さんが神しん妙みような顔で言う。

「……竜宮グループ」

　つぶやくりんごさん、そのりんごさんに大おお神かみさんは聞く。

「なんだそりゃ」

　りんごさんはパソコンで何やら調べ始める。

「竜宮グループは、ソープ、キャバクラからラブホテルの経営。アダルトビデオの制作に大人のおもちゃ販はん売ばい。性や18禁とつく産業にはほとんど手を広げている、性産業の雄ゆうと呼ばれてる企業ですの」

「……性産業の雄」

　微び妙みような顔をする大神さん。

「この街にも竜宮城という名前のラブホテルがあるでしょ？　あれですのよ」

「……ああ、あれか」

　大神さんの脳裏に、中ちゆう華か風の派手な外観をした十数階建てほどの建物が浮かんだ。

「森もり野の君にはリューグーソフトといったほうがわかりやすいかもしれませんの。お年とし頃ごろですしＨなビデオの一つや二つ……」

「知りません、持ってないっス!!」

　いきなり振ふられた危険な話題にしらを切ろうとする亮りよう士しくん。しかし、その反応でバレバレだ。大神さんの目がドンドン冷たくなっていく。

「ううっ」

　うちひしがれる亮士くん。それを見てにこにことうれしそうなりんごさん。大神さんは冷たい視線で亮士くんを見据すえたまま疑問を口にする。

「それで、こいつはなんでその竜宮グループに追われてるんだ？」

「それは……」

　口ごもる浦島さん。それを補足するようにりんごさんが続けた。

「……竜宮グループは働いてる女の子の保護に力を入れているらしく、労働条件はとてもよいらしいですのよ。手厚いもてなしで女性を守るため福利厚生にも力を入れたりしてるので、そこで働いている女性の信任も厚いらしいですの。確か代表が女の方だったはずなので、それが理由かもしれませんの。とはいえそれは、ギブアンドテイクの関係みたいですの。女性たちは身の安全を守ってもらって万ばん々ばん歳ざい、グループの方は女性がたくさん集まって万々歳ですの。

　……まあ、それでここからが話の本題ですの。竜りゆう宮ぐうグループは女性を守るために荒あら事ごと専門の部署まで作ってるらしいですのよ。そこに所属する黒服の怖こわいお兄さんたちが、ストーカーする人間にはもうしないようにやさしく説得したり、女の子に無茶なことをした客には追い込みをかけたり、お金を払はらわなかった客をペ○カがまかり通る素す敵てきな地下空間にご招待したり」

　それを聞いた大おお神かみさんは浦うら島しまさんに剣けん吞のんな視線を向ける。

「じゃあこいつは、女の敵で、だからこそ追い込みかけられてんのか」

　それにあわてたのは浦島さん。どうにかこうにか弁解する。

「あそこの女の子と遊んだことはあるけど、それは同意の下もとでやましいことは何もない。女の子は絶対に傷つけない、それが女の子と遊ぶときの俺のポリシーだ」

　鋭するどい視線にビクビクと狼ろう狽ばいしつつも大神さんの瞳ひとみを見つめ返す浦島さん。

　しばらくその視線の応おう酬しゆうが続いたあと、大神さんが言った。

「ふん、肝きもは据すわってるようだ。……わかった、信じてやるよ。だがもし噓うそだったら」

「そのときは煮にるなり焼くなり好きにしてくれ」

　大神さんの視線を受け続けて疲つかれたのか脱だつ力りよくして言う浦島さん。

「ならなんで追われているんですの？」

「それは……言えない。ただ、捕つかまったら俺の命に関かかわる」

　りんごさんが見る限り、その浦島さんの言葉に噓は感じられない。先ほどまでのエセいい男口調が消えている。

「それはまた物ぶつ騒そうですのね。ですが、いつまでも逃にげ続けるんですの？」

　その問いに浦島さんは神しん妙みような顔で答える。

「いつかはこちらから出向くつもりだけどな、今はまだ時期じゃない」

　いったいなんなんだ、訳がわからないと視線を合わせるりんごさんと大神さん。

「……わかりました。それで浦島さんは私たちに何を望むんですの？」

「この街から逃がして欲しい。竜宮グループの黒服はなかなか優ゆう秀しゆうでね。一度見つかったら振ふり切れない。一度振り切ってしまえば大だい丈じよう夫ぶだと思うから、とりあえずこの街から逃げたい」

「なるほど……わかりましたの。ちなみに私たちはただでは動きません。とはいえ金銭でも動きません」

「では何を支し払はらえば？　……は！　まさか僕の身体からだですか！　りんごさんなら喜んでくはっ」

「落ち着け馬ば鹿か」

　浦島さんの後ろに控ひかえていた大神さんが浦島さんに踵かかとを落とす。

「まぁ、そういうこともあるかもしれません」

「うおおおおお！　そういうことならいくらでも払はらわせていただきまぐほぅ」

　また踵かかとが落ちた。先ほどまでの微び妙みように緊きん迫ぱくした空気は跡あと形かたもない。気にせず話を続けるりんごさん。それを見て亮りよう士しくんはがたがたと震ふるえながら誓ちかう、セクハラはやめよう。とはいえ、亮士くんにそんなことをする度胸は全くないが。

「まあどういうことか説明しますと、私たちが力を貸した分を、貸しにするということですの。その貸しをどのようにして返していただくかですけど、私たちが力を借りたいときにはあなたに連絡しますの。まあ、貸しに見合った要求しかしませんので安心してくださいの」

「なるほど」

「浦うら島しまさんの場合は、いろいろな場所をふらふらするようですけど、まあそれはかまいません。ただ、定期的に連れん絡らくをくださいですの。基本的に、この学校関係者以外の依い頼らいは受けないのですけどね。今回は特別です」

「特別……でしたら僕とあなたも特別な関係がふぅ」

　うなる大おお神かみさんの踵。

「本当に懲こりない人ですのね」

「まったくだ。にしてもりんご、なんでこの依頼受けたんだ？」

　地面に突つっ伏ぷしてぴくぴくしている浦島さんに目をやりながら大神さんが聞く。

「う～ん。勘かんですの。なんか役に立ちそうな気がしますの」

「勘か」

「そう勘ですの。なんか化けそうな方なので。いつか……そう、十年二十年後には使えるかもしれませんの」

「気が長いんっスね」

　十年二十年後のことを考えているりんごさんに感心する亮士くん。

「そうですの、依頼で作られる借りは返さない限り永久に残ります。学校設立当時から私たちの下もとに溜たまった貸しの数はすごいですのよ。その貸しは基本的にここを卒業しても残ります。ちゃんと記録も残ってますの。その記録はおもしろいですのよ～。借りを残したまま卒業した方たちの中にはいろんな人がいますの。サラリーマンに教師、公務員にフリーター、社長さんに警察官、芸能人、政治家」

「いろいろいるんスね」

「はい。そんな方たちの下に何年後何十年後にいきなり連れん絡らくが来るわけですの、貸しを返してくださいと。借りは返すもの、当たり前ですのね。基本的に皆みなさんなつかしいとか、そんなこともあったなぁとか言いながら返してもらえます。貸しに見合ったことしかこちらは要求しませんから、結構皆さん快く応じてくださいますのよ？　応じてくださらない場合は、無理にでも応じざるをえない状じよう況きようにしますけど……これはそうそうないことですの」

　亮りよう士しくんは無理にでも応じざるをえない状じよう況きようが怖こわいので脳内から削さく除じよした。

「例を挙げますと二年前の文化祭、今をときめくトップアイドルの方が来られました」

「……それは」

「そう、貸しがあったので、それを使ったわけです。まあ、そんな感じで様々なところに貸しが溜たまり、それが私たちの力になっているというわけですの。そのアイドルの方も在学当時は目立たない感じの方だったそうですの。何が幸いするかわからないということですのね。というわけで、この浦うら島しまさんはなんか常人とは違うオーラをまき散らしていらっしゃるので、もしかしたらもしかするかもしれません」

　床ゆかでぴくぴくしている浦島さんを見て大おお神かみさんはこいつが本当にもしかするんだろうかと疑いの目で見る。大神さんアイではただの馬ば鹿かにしか見えない。

「ちなみに浦島さんの場合、貸しはかなり大きなものになりますの。命の危険なんてそうそうありませんのよ。わかりましたの？　突つっ伏ぷしたふりして私のスカートをのぞこうとしている浦島さん」

「なっなに！　気づいてぎゃぶぅ」

　踵かかと。

「私が言うのもなんですけど、浦島さんそっちの趣しゆ味みがおありですの？」

　りんごさんがそんなとても自じ虐ぎやく的なことを聞く。

「そんなことはないですよ、あなたは立派なレディです」

「あら、ありがとうですの」

「というか、僕ってストライクゾーンが広いんだな～。まあ、外見が幼くても気にしない。そう、心が成熟した女性ならば」

「ロリコンの妙みようなへりくつにしか思えんが」

　大神さんは半眼でうさんくさそうに浦島さんを見る。もう大神さんの中では女性の敵決定らしい。

「そういえば、ここのことを誰だれから聞いたんですの？」

　話の最後、りんごさんはふと思い出したというように聞いた。

「ナンパした女の子と仲良くなってそのときに聞いたんだよ。なかなかいい子だったなぁ。いや、もちろんあなたの方が素す敵てきでがぶふぉう」

　大神さんの肩かたになれなれしく手を回し裏うら拳けんを食らう浦島さんを見て、りんごさんはつぶやいた。

「…………大物なのか、ただの馬鹿なのか。自分の勘かんが信じられなくなりそうですの」




「で、どうするんだこいつ」

「そうですの。……学校に入ったのを見られたんですの？」

「たぶん見られたと思うよ、だから出られない」

「う～ん、ここに入ったのは見られてないとしても、他ほかの生徒に聞いて情報を聞き出すとかするかもしれませんの」

「こいつ、無茶苦茶目立ってたぞ」

　すでにこいつ呼ばわりな大おお神かみさん。

「じゃ、一回学校から出ましょうですの」

「えっ、それはまずいんじゃないかな？」

　焦あせる浦うら島しまさん。

「ん～、でもここにいると特定されているのはまずいですのよ。まあこのまま隠かくれて見つからないまま逃にげ出すというのもいいんですけど、この辺りに黒服さん集結してるはずですの」

「まーそりゃそうだな。裏の山通って逃げ出すとは思わんだろうし」

　御お伽とぎ学がく園えんは盆ぼん地ちの北の端はしにあり三方を山に囲まれている。しかもその山は深く並なみ大たい抵ていのことでは越こえられない。

「どうです、浦島さん山越えしてみますの？　地図と装備とコンパス貸してあげますのよ？　人里に出るまで三、四日かかると思いますけど。これ、見つかる可能性は皆かい無むですけど、命の危険が加わりますの。まあ、山さん岳がく部の方にでも力を借りるので大だい丈じよう夫ぶだと思いますのよ？　無茶苦茶疲つかれると思いますけど」

「う～ん、それは嫌いやだなぁ」

「でしょう？　だからとりあえず、この学校の周りで張っている方々を減らさないといけませんの。誰だれか先生の車のトランクにでも隠かくれて逃にげるという手も使えないことはないですけど、先生方への貸しはレアでとても役に立つので、ここぞというときにしか使いたくはありませんの」

　貸しをけちるりんごさん。

「まあ、今は絶体絶命というわけでもないですし。それで計画はこうですの。まず浦島さんこの学校から出る。それを監かん視ししている人が目もく撃げき、追いかけてくる黒服さん。黒服さんを撒まく。浦島さんを見失った黒服さんたちは急いでここ御お伽とぎ花ばな市しから伸のびる四本の道と駅を押さえるはずですの。とはいえ、検問ができるわけではないのでザルみたいなものになると思いますけど」

　この御伽花市は、盆地という場所柄がら、外につながる道は少ない。この盆地から出るには四本の道を通るか電車に乗るかあとはヘリでも呼ぶかしかない。

「そうなれば必然的に、黒服さんはあちこちに散らばり、それで見つからなければ、すでに御伽花市から逃げ出した可能性も考こう慮りよしさらに黒服さんたちは散らばると思いますの。そうなってしまえば楽勝ですの。変装して電車に乗る。車のトランクに隠かくれる。地元の人間しか知らない山道を歩いて脱だつ出しゆつする。この山道、ここの裏山とは違ちがって一日もあれば人里に出れるはずですの」

「ずいぶん手間をかけるんだね」

「念には念を入れてです。ただ変装するだけで逃にげれるかもしれませんけど、もしもがあるかもしれません。一応依い頼らいを請うけ負ったからには万全を期しますの」

「でも、一度姿を見せてしまって、そのあとちゃんと撒まけるのかな？」

「ここは私たちのホームです。その辺りは万全です。裏道抜ぬけ道なんでもござれですの。ただ浦うら島しまさんにがんばって走ってもらわないといけませんの」

「……わかった。まぁ、確かにここで危ない賭かけに出た方が、後々楽になれそうだからな」

　浦島さんはそう言ってうなずいた。

「でも、どこでほとぼりを冷ますんっスか？」

　話がまとまったところで、今までずっと聞いていた亮りよう士しくんが聞いた。その問いに待ってましたとばかりにりんごさんは答えた。

「うっふっふ～。ここですの」

　りんごさんは人差し指で床ゆかをさした。




「うわあああああああああああああああああああああああああああああ」

　浦島さんが走る、走る、走る。

「おい、まて、まってください。浦島さん」

　追いかける黒服も走る、走る、走る。

　今はもう日が完全に落ちている。

　その暗くら闇やみの中、こそこそと学校から抜け出そうとした浦島さんを黒服さんが見つけたのだ。

『協力者がいると思われない方がいいので、一人で逃げてくださいの。逃とう走そうルートはこれ。いくつか選定してるので、このどれかを臨機応変に使ってくださいの。この辺りの地図を憶おぼえておいてください。で、三つあるその印のどれかの場所まで行ったら私たちの誰だれかが浦島さんを隠かくします。あとは、ここに帰ってきて何日かほどほとぼりを冷ましましょう』

　浦島さんはりんごさんの言葉を思い出す。

　微び妙みように早まった感もないではないが、ここまで来たらもうやるしかない。

　人混みをかき分け、路地を抜け、私有地を横切り、そして……

　がばっ。

　道の角を曲がった瞬しゆん間かん口を押さえられ、そこにある民家の植え込みに引きずり込まれる。

「む！　むむ！　むむ!!」

「静かにしやがれ」

　呻うめく浦島さんの耳元で声が聞こえる。その声に静かになる浦島さん。

「待ってください、待ってください浦島さん。でないと私どもがお嬢じよう様に[image: ～][image: ～]」

　そんな叫さけび声とともに黒服たちが通り過ぎていくのがわかった。

「よし行ったか」

　浦うら島しまさんを引きずり込んだ大おお神かみさんが言った。

「てめえ、オレのところに来るんじゃねーよ全く……」

　と、浦島さんを見ると。

「すぅ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　鼻で思いっきり息を吸い込んでるのが見えた。

　口を押さえた大おお神かみさんの手の匂いを思い切りかぎ込んでいるらしい。

「てってめぇ何してやがる」

「いやぁ、いい匂いだなぁと」

「こっこの馬ば鹿かが!!」

　大神さんは真っ赤になって殴なぐる。

　浦島さんは見事にぶっ飛ばされた。




「いやあ、流石さすがにここに浦島さんがいるとは思わないっスよねぇ」

　ここに黒服さんを撒まいた浦島さんと大神さんが戻もどってきたのは二日前のこと。外部の人間であること、かつここのことは漏もらさないという誓せい約やく書しよを書かせることで、浦島さんは御お伽とぎ銀ぎん行こう地下本店にかくまわれている。

「まあ、確かに反則だよな。逃にげたのにまた戻ってくるなんて」

「盲もう点てんをついたと言って欲しいですの」

　反則と言われて少々気分を悪くするりんごさん。

「で、これからどうするんだ？」

「まあ、もう少しかくまって様子を見てそのあと逃がしましょうですの。まだ張り付いてる方がいるみたいですし」

「そうか。……そういや、言うの忘れてたが、浦島を追いかけていた奴やつな、捕つかまえられないとお嬢じよう様に怒おこられるとか叫さけびながら追いかけてたんだよ」

「浦島さん、竜りゆう宮ぐうのお姫ひめ様にちょっかいでも出したんですの？」

「お姫様に手を出して、ばれたので逃げ回ってるとかっスか」

「女好きなあいつならありえるな。それとも、あいつ面ツラだけはいいし、一方的に惚ほれられて、それが痛い人だったので逃げ回っているとか……そりゃあないか。あいつ馬ば鹿かだし」

　と、そのとき控ひかえめなノックが響ひびいた。

　コンコン

「はい、どうぞですの」

　りんごさんのその声に答えたのはきれいな声。

「失礼いたします」

　入ってきたのは純和風の美少女だった。

　顔は小さく、鼻び梁りようは整い、肌はだは白く、その黒くろ髪かみは腰こしへとまっすぐに流れ、まるで人形のよう。左目の下にある泣きぼくろが色っぽい。

　しかしその瞳ひとみは強い情熱をたたえ揺ゆらめいていた。

「えーと、お名前を聞いてもよろしいですの？」

「お初にお目にかかります。私の名は竜りゆう宮ぐう乙おと姫ひめと申します」

　そう言って深々と頭を下げる乙姫さん。少女が着ている、御おと伽ぎ学がく園えん指定のどノーマルなセーラー服のスカートがかすかに揺れる。

　動作や仕草、立ち居振ふる舞まいの隅すみ々ずみから気品が漂ただよってくる。

「おい……」

　大おお神かみさんがりんごさんの耳元でささやく。

「はい、名字から見て間ま違ちがいなく竜宮グループの関係者だと思いますの。ちょっと待ってくださいの」

　ノートパソコンでいろいろ調べ出すりんごさん、その間大神さんが会話をつなぐ。

「それでなんの用だ？」

「はい、人を探してます。名前は浦うら島しま太た郎ろう。ここに来たと伺うかがっているのですけど……」

　どうやら完かん璧ぺきに知られているようなので大神さんは肯こう定ていする。

「ああ、確かにここに来たな。だが、帰ってもらった。オレらは基本的に部外者の依い頼らいは受けないんだよ。だからどこに行ったかは知らないな」

　やっぱり、ここに入ったのを知られちまったか。しかし、今いるとは思ってないだろう。この娘こは、浦島を見失いどうにもならなくなったので、手がかりを求めてやってきたということだろうな。そう大神さんは推すい測そくする。

「そうなんですか」

　とても残念そうな顔をする乙姫さん。そのしょぼーんとした雰ふん囲い気きはすさまじく庇ひ護ご欲をそそる。

「ううっ」

　大神さんのかわいいもの好きの本能が身体からだを乗っ取ろうとする。もし理性が本能に敗北したら大神さんは、乙姫さんを抱だきしめ、どんな依頼でも受けてやると叫さけび出すこと請うけ合あいだ。それほどまでに乙姫さんはかわいい美少女だった。

　大神さんの脳内で行われている死し闘とう、本能と理性がそれぞれ最後の一いち撃げきを放とうとしたとき、りんごさんが調べ物を終えたのか、会話に復帰してきた。

「ごほん。それで竜宮さん、すいませんがいくつか質問をしてもよろしいですの？」

「はい、よろしいですけど……なんでしょう？」

「あなたはなぜその方を追っているんですの？　竜りゆう宮ぐうグループ代表の一人娘むすめであるあなたが。それを聞かせていただければお力になれるかもしれませんの」

「やっぱり太た郎ろう様の居場所を知っているんですか!?」

「いえ、涼りよう子こちゃんの言ったように基本的に部外者には手を貸しませんの。ですから今は知りませんの。ただ、理由によっては協力する場合もあります。ですから理由を聞かせていただければ……」

「わかりました」

　りんごさんの言葉に神しん妙みように乙おと姫ひめさんは頷うなずく。

「ではその前にいくつか質問を。それで、あなたと浦うら島しまさんの関係はなんですの？」

「恋人です」

　迷いなく言い切る乙姫さん。

　りんごさんの後ろで、亮りよう士しくんと大おお神かみさんがぼそぼそと話す。

「……本当なのか、痛いおねーちゃんなのかどっちだと思う？」

「ものすごく純じゆん粋すいそうな目をしてるっスけど……ストーカーだからかもしれないっス」

「赤の他人を恋人だと信じ切ってるとてもとても純真な娘こかもしれないということかよ。だったら思い出話でも聞けば噓うそかほんとかわかるか？」

「でも、ものすごく壮そう大だいな思い出をねつ造してるかもしれないっスよ？」

「そうだな。聞いてその思い出が前世から始まったら引くぞオレ」

　そんな好き勝手なことをりんごさんの後ろで話している二人。

「え～とですの。お二人のなれそめを聞いてもよろしいですの？」

　その問いに乙姫さんは目を閉じ微笑ほほえんで、ゆっくり語り始めた。

「はい。太郎様がいるから今の私があるんです。そう、私は昔……小学五年生のときのことですが……愚ぐ図ずでのろまな亀かめだったんです。太ってまん丸でしたしドジばかり。のろまでブスでいじめられてました……」




　　　　　[image: ～][image: ～][image: ～]乙姫さん回想[image: ～][image: ～][image: ～]




「あれ？　ほかの奴やつらは？」

　放課後、忘れ物を取りに戻もどってきた浦島少年が見たものは少女が一人で掃そう除じをしている姿だった。

　ビクッと自分が悪いのでもないにもかかわらず怯おびえる幼少のころの乙姫さん。

「えっ……帰り……ました」

「すべて君に押し付けて？」

「……はい」

　ビクビクしながら浦うら島しま少年の方を見る乙おと姫ひめさん。

　そんな乙姫さんをしげしげ見た浦島少年は、

「はぁ」

　と、大きなため息をつく。

「まったく、ガキだな。女の子はいじめるもんじゃなくてかわいがるものだってのに」

　浦島少年はのちの浦島さんだけあって、とある属性を持ったおねーさまがたが放っておけないだろうほどの美少年。肩かたをすくめる動作も様になっている。

　その姿に見とれながらも乙姫さんはぽつぽつと言う。

「でも……私がいつも……ぐずぐずして……迷めい惑わくかけてるから」

「いやそれは関係ないよね。おれがむかついてるのは、女の子ひとりに居残らせるほかの掃そう除じ当番の人たちだよ。まったく」

「でも……」

「でもじゃないよ」

「……ごめっごめんなさい」

「なんで、乙姫ちゃんが謝あやまるのさ？」

「……ごめんなさい」

「乙姫ちゃん？」

「ご……」

「うん……ん？　どうしたの」

　何か聞きたそうにしている乙姫さん。

「なんで……名前……知って？」

「なんで君の名前を知ってるか？　そんなのクラス一いつ緒しよだからじゃない。男の名前はかなりあやしいけど、女の子の名前ならバッチシ憶おぼえてるよ。学校全部ね」

「ほんとに、私の名前を？　みんな私のこと亀かめ子ことしか呼ばないのに」

「ん[image: ～][image: ～]乙姫ちゃん。……なんでそんなに自信がないの」

「……太た郎ろう君は……優やさしいですね」

「おれは女の子には優しいぞ」

「うん、でも気を使わなくていいです。私がかわいくないことは知ってます。自信なんか持てません」

「ちょいちょい」

　手招きする浦島少年、おどおどと目の前に来た乙姫さんをつま先から頭の天てつ辺ぺんまでじろじろと眺ながめる。

「うーん、確かにちょっと体重オーバーしてるかな。でも手足も長いし、顔の形も歯並びも鼻とかのパーツも悪くない。特に目はいいなぁ、きれいだね。今もかわいいけどやせたらすごくかわいいよ、絶対に。うん、おれが保証する」

「本当ですか？」

「ほんとほんと。おれはね、女の子には優やさしい。だから噓うそつかない。でもかわいい子にはもっと優しくなるけどね」

「……それも本当に？」

「おう、ものすごーいかわいい子なら無限の愛と優しさで包み込んであげるね、おれは」

　浦うら島しま少年はそんなことを言いながらニカッと笑った。
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「……そんなことがあって、私はがんばったんです。やせて身だしなみに気をつけました。いつも首を縮ちぢめて背中を丸めた亀かめみたいだった姿勢を背筋を伸のばして、そしておしゃれに気をつけて、いつもきれいに笑っていることを目指しました。内面的にもきれいであろうと努力し、困っている人を助けるように、人の悪口は言わないように、自分が自分を好きでいられるように、自信を持てるように」

　そんな素す敵てきなことを言う乙おと姫ひめさん。

「おいおい、むちゃくちゃいい子じゃねぇか」

「そうっスね」

　大おお神かみさんも亮りよう士しくんもちょっと感動。

「そうしていたら、周りの見る目も変わりました。周りの態度も。邪じや険けんにしてた人たちがいきなり優しくなったり、付き合ってくれとか言い出したり。それには流石さすがにあきれました。でも、そのころには私の思いは太た郎ろう様にだけ向いてましたから丁てい重ちようにお断りしましたけど」

「美人で一いち途ず、スタイルも性格もよい、はっきり言って完かん璧ぺきじゃないか。あの女好き浦島がこいつから逃にげるか？　むしろ口く説どきまくるだろ」

「う～ん、でもあのひと浮うわ気きしそうっスし」

　そんな外野を無視して、乙姫さんの思い出話は続く。

「そして、誰だれに見られてもどこに出ても恥はずかしくないと自分で思えるようになったころ、私は太郎様に告白しました。その告白を受け入れてもらったときはどうにかなりそうなほど幸せでした。それが中学三年生のときです」

「……事実なら、なかなか素敵な恋愛話じゃねえか」

「本当っスね。それに、作り話って感じもしないっスし」

　幸せそうに思い出を語る乙姫さん。

「そしてそのまま幸せが続きました。しかし中学校を卒業するころ、太郎様は倒たおれ入院しました。そして太郎様は退院するとそのまま失しつ踪そうを……」

「おおー新たな展開だな」

「なんか不治の病やまいとかで竜りゆう宮ぐうさんを悲しませないために目の前から消えたとかいう感じでしょうか？」

「あいつがか？　信じられねーな。性病にでもかかって合わせる顔がなかったんじゃねぇのか？」

「うわぁ、むちゃくちゃありそうっスね」

　どこまでも人ごとかつ傍ぼう観かん者しやな大おお神かみさんたち。しかしこんなやりとりも、入り込んだ乙おと姫ひめさんには聞こえない。

「私は捜さがしました。日本中を巡めぐりました。太た郎ろう様の痕こん跡せきを見つけたときには太郎様が去ったあと。そんなすれ違ちがいを何度繰くり返したでしょう。そうして一年……ようやく追いついたんです！　どんな理由で太郎様が私の下もとから去ったかは知りません。でも、どんな理由であろうとも私は受け入れます。私は太郎様が好きで太郎様が幸せならばうれしいから」

「おいおい、なんかものすごくいい話だぞ」

「ですね、浦うら島しまさんと会わせてあげたくなったっスよ」

「私には太郎様が必要なのです！　ですから、ぜひとも太郎様の消息を知りたい……そして理由を聞きたい。そして太郎様が困っているのなら助けになりたいのです!!」




　ちゃらら～ちゃらら～ちゃらららら～




　乙姫さんの台詞せりふがクライマックスを迎むかえたそのとき、携けい帯たいが鳴った。

「はい乙姫です。…………本当ですか！　太郎様が!!」




「はい……はい、そのまま私の下に連れてきてもらえますか。場所は……そうですね、感動の再会ですし……この付近には確か竜りゆう宮ぐう城じようの十五号店がありましたわね。そこに連れてきてくださいまし。もちろん最上階ですのよ？」




　新たな展開に大神さんが耳を澄すますと電話口からかすかに声が聞こえてきた。




『うおー！　何をする！　放せ!!　俺は男に触さわられる趣しゆ味みはないんだよ！』




「少々手て荒あらな真似まねをしてもかまいません。逃にがさないことを最優先に」




『うわっ　おい、ちょっおまっ！　ぎゃ──筋肉は嫌いやだー！　汗あせくさいのも嫌だー…………』




「ではよしなに」




　乙おと姫ひめさんは電話を切る。

「太た郎ろう様が見つかったそうです。ですのでお暇いとまさせていただきます。それではお手数をおかけしました」

　そう言って優ゆう雅がに一礼し立ち去る。

　それを見届けたあと、あわてて大おお神かみさんは言った。

「おい、なんで浦うら島しまが外で捕つかまってんだ？」

「知りませんの！　でもとりあえずは下に」

　ばたばたと地下へと走る大神さんたち。

　すると……




『女の子と新たな出会いがありそうな予感がしたので少し出てきます。晩ご飯までには戻もどります。晩ご飯はもちろん君で。　　あなたの浦島太郎より』




　そんな紙がテーブルの上に置いてあった。

　それを見てりんごさんは叫さけぶ。

「あほなんですのあの方は！　しかも今日に限って誰だれも下にいないんですの!!」

「でも、どうやって抜ぬけ出したんっスか!?」

「たぶんここですの!!」

　部長の席の後ろにある大きな掛かけ軸じく。りんごさんがずらすとそこには扉とびらが。

「これ秘密の脱出口ですの！　というか、なんでここのことが！」

「女に対する執しゆう念ねんじゃねえのか？」

　あまりにも予想外すぎる出来事に固まるりんごさん。しかしりんごさんは打たれ強い。すぐさま復活すると指示を出す。

「涼りよう子こちゃん、森もり野の君、裏の自転車で追いかけてくださいの！　場所は竜りゆう宮ぐう城じよう……ちょっと待ってくださいの」

　パソコンをいじると右の棚たなに置かれたプリンターから紙がはき出されてくる。

「地図です。この通りに行けば最短距きよ離りになりますの。ここから目的地までは車で行こうとすれば回り道になりますの。どこで捕つかまったか知りませんけど、流石さすがにここからあまり遠いということはないと思いますの。だから急げばどうにか先回りできるかもしれませんの。乙姫さんより早く浦島さんに会えれば詳くわしい話が聞けるかもしれませんの。そこで、乙姫さんがストーカーなのか、そうでないならどんな理由で逃にげ回っているのか聞いてくださいの。それを聞いてその後どうするかは涼子ちゃんに一任しますの。馬ば鹿かですが一応それでも依い頼らい人にんなのでベストをつくしましょう。というか、一発殴なぐりたいですの」

「任せろ、おまえの分までぶん殴ってやる」

「了りよう解かいしましたっス」

　走り出す二人、その二人の背中に向けりんごさんは叫さけんだ。

「私もすぐ追いかけますの～」




　外に出た大おお神かみさんと亮りよう士しくんは、支店の隣となりに置いてあるマウンテンバイクの下もとに向かう。これは御お伽とぎ銀ぎん行こうの所有物で皆みなの足になっているのだ。

　大神さんはダイヤルロック式の鍵かぎをはずしてまたがると亮士くんに言う。

「おい、おまえ後ろに乗れ」

「おれがこぐっスよ」

「いいから乗れ！」

「ハッハイっス」

　亮士くんはギアをガードするとかいう名目で売られている非常にすれすれな二人乗りしやすい物に足をかけ大神さんの肩かたをつかむ。

　接せつ触しよく。

　人の気配だけで情じよう緒しよ不安定でヘタレに変身する亮士くんが接触。普ふ段だんならいったいどうなることか。しかし今は非常時、亮士くんはどうにかこうにか自分を抑おさえる。ここで暴れたら、おいていかれるに違ちがいない。それはまずい。盾たてはすぐ側そばにないと役に立たないのだ。

「よし行くぞっ」

「ははははははいっス」

　大神さんが発進した。




　路地裏を駆かけ抜ぬけ、私有地を突つっ切り、町中だというのに道なき道を疾しつ走そうしてしまった大神さん。息が荒あらい。その後ろの亮士くん、恐きよう怖ふからか、大神さんとの接触からか、大神さんの長い髪かみが風に揺ゆれ亮士くんの顔をさわさわしたり、躍やく動どうする大神さんの身体からだからほのかに甘あまい匂においが漂ただよってきたりしたからか、魂たましいが半分口から飛び出している。

　というか大げさに可能性を挙げてみたりしたが。かなりの確かく率りつで最後のが理由。思春期って素す敵てきね。

「おい、亮士、正気に戻もどりやがれ」

「…………はっ!!　天国のじいちゃんが!!」

　昇しよう天てんしていたらしい思春期まっただ中の亮士くん、顔が赤い。

「お約束やってるんじゃねえよ馬ば鹿か!!」

　そんな亮士くんの内心も知らず、大神さんは亮士くんをぽかりと殴なぐる。

「痛いっス!!　……で、ついたんスか？」

「ああ、浦うら島しまの方が先についてるかもしれないが、さすがにあのお姫ひめ様よりは先についてると思う」

「じゃあ、最上階っスね」

「電話で言ってたからな」

　乙おと姫ひめさんの電話の内容を思い出しながら言う。

「よし、行くぞ」

「はいっス」

　大おお神かみさんが威い勢せいよく亮りよう士しくんを連れて竜りゆう宮ぐう城じように突とつ入にゆうしようとした次の瞬しゆん間かん、たまたまそこを通りがかっていたおっさん二人組が言った。

「おーおー。若いっていいねぇ」

「あんなに荒あらい息で顔真っ赤にしてよう。しかも、お姉ねえちゃんの方がやる気満々だ」

「まったくだ。最近の若いもんはとかおじさん言っちゃうよ」

　もちろんそんなことはない。これは救出活動で顔が赤くて息が荒いのは思いっきり自転車をこいできたから。威勢がよいのは敵地に乗り込むため。

　しかし、状じよう況きよう証しよう拠こ的には完かん璧ぺきだった。

　言い訳したい、言い訳したいが、事実は無茶苦茶噓うそくさい。ごまかしていると思われるのが落ちだ。しかも、やましいことがなければ堂々としていればいい、そもそも言い訳なんぞ男らしくない。

　いろいろな感情の板いた挟ばさみになった大神さん。とりあえず亮士くんの頭をまた殴なぐった。

「痛いっス!!」

　いきなりの痛みに声を上げる亮士くん。

「涼りよう子こさん、何するんっスか!!」

「うるせぇ!!」

　大神さんはそのまま周囲を見回しエレベーターの場所へと向かった。

　なんか大神さんの乙女おとめな部分がいろいろと重傷だった。




　大神さんはエレベーターに乗り込むと十五階のボタンを押す。

　小細工なしで最上階へ直行。

「いや、このまままっすぐ行っていいんスか？　黒服いるんじゃないっスか？」

　真っ赤なままの大神さんは答えない。今大神さんの心の中にあるのはどうやってこの怒いかりをはらしてくれようかということだけ。

　十五階にあがると、そこは一部屋しかないようだった。

「ラブホにこんなでかい部屋いるんっスかねぇ？」

　あまりの無む駄ださにそんなことを言ってしまう亮りよう士しくん。大おお神かみさんは当然無視。

　そのまま無言で歩いていると、扉とびら発見。

　その扉の前には黒服が二人世間話をしている。普ふ段だんならそんな無む謀ぼうなことはしなかっただろうが、今大神さんの虫の居所は最悪だった。

　乙女おとめにあるまじきガニ股またでずんずんと黒服さんの前まで行く。

「ここは予約されています。他ほかの部屋に回ってください」

「…………」

　話しかけてくる黒服Ａ、しかし大神さんは無言。

「……ん？　この部屋に何か用があるのか」

　何か様子が違ちがうなと問いかける黒服Ｂ。

「…………」

「それとも、お嬢じよう様の知り合いか？」

「…………」

「あの、涼りよう子こさん？」

　亮士くんが話しかけるが、やっぱり大神さんは無言。

「…………」

　無言の大神さんにらちがあかないと黒服Ａは言う。

「用がないなら消えてくれ」

　しっしっと手で追い払はらおうとする黒服Ｂ。そこで大神さんはようやく口を開いた。

「どけ」

「……は？　なんだって？」

「…………どけ」

「どけって言われてもな。おれら」

　顔を上げ黒服さんズを睨にらみ付ける大神さん。

「……………………そこをどけってんだよ!!」

　大神さんの堅かた気ぎとは思えぬ迫はく力りよくに、修しゆ羅ら場ばを幾いく度どもくぐり抜ぬけていたはずの黒服さんが知らぬ間に引いていた。それはまさに肉にく食しよく獣じゆうの気迫。

　思わず後ずさってしまった黒服の間を通り抜け、大神さんは渾こん身しんの力で扉とびらを蹴け破った。

　むやみやたらと豪ごう勢せいな部屋、その部屋の中で浦うら島しまさんは両手両足を縛しばられ猿さるぐつわをかまされた状態で、無む駄だに豪ごう華かなベッドの上に転がされていた。

　大神さんはそこに無言で近寄り猿ぐつわをはずすと……

「おお、助けに来てくれたんですか！　これはまさしく愛ぶふぉあ」

　その顔面を思いっきり殴なぐりつけた。

「おいてめぇ、なんで外出しやがった。ああん？」
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　浦うら島しまさんの襟えり首くびをつかみゆさゆさと揺ゆする大おお神かみさん。

「いやそれは」

　大神さんの目を見て正気ではないと悟さとったらしい浦島さん。どうにかこの場をごまかそうと頭をフル回転させる。

「そのですね……そう、あなたに会うたぐふぉう」

　もう一発、大神さんパンチが突つき刺ささった。

「ううっすいません。かわいい女の子と話したかったんですぅ」

「ふざけんなこの馬ば鹿かが!!」

　大神さんは吠ほえた。

「おまえの、おかげで、オレは、若さあふれる、色いろ狂ぐるいだよ、このボケが！」

　言葉を句切るたびに浦島さんを殴なぐる大神さん。

　その後も大神さんの一方的なリンチは続き、しばらくしてようやく落ち着いてきた大神さんは浦島さんに聞いた。

「で、聞きたいことがある」

「なんでしょう、なんなりとお申し付けください」

　顔を腫はれ上がらせ鼻血を流し、絶対服従の状態になった浦島さんはそう答える。

「乙おと姫ひめはおまえにとってなんだ？　偽ぎ証しようはそのまま死につながるぞ」

「恋人ですぅ」

「ならなんで逃にげまわってるんだ？」

「そういや浦うら島しまさんが入院したのが理由っスか？　病気はなんなんです？」

　亮りよう士しくんの疑問に浦島さんは絞しぼり出すように言った。

「……………………腎じん虚きよ」

　世界が固まった。




　よい子のみんなに説明しよう。腎虚とは……辞書で調べてくれたまえ。間ま違ちがってもお母かあさんに聞いちゃあいけないよ。




　あんぐりと、口を開けたまま固まる大おお神かみさんと亮士くん。その二人に浦島さんは言う。

「乙おと姫ひめはな、かわいいんだよ！　顔もいい、スタイルもいい、性格もいい、けなげで俺に尽つくしてくれる。さらには口に出せないところまでいいんだよ!!　完かん璧ぺき、パーフェクト、もう文句のつけようがない」

「まぁ、確かにな」

　大神さんは乙姫さんの姿を思い浮かべる。確かにかわいかった。

「あいつん家ちなにやってると思う？　竜りゆう宮ぐうグループの一人娘むすめだよ」

「知ってるっスよ、それで逃げ出したんスか？　身分違いとか」

「んなことは関係ない、俺はそんなこと気にしない。そもそも俺、お母さんに気に入られてたから、もう親公こう認にん。しかもそのあたりむちゃくちゃオープンな人で、竜宮グループのラブホにただで泊とまれるフリーパスまでくれた。そんな環かん境きようだからもう、おぼれたさ、乙姫に骨の髄ずいまで……そして入院」

「猿さるがいるぞ猿が」

「同じ男として、うらやましいのかうらやましくないのかわからないっスね」

　あまりのばかばかしさにだらけモードに入った大神さんと亮士くん。

「そんなわけで俺は入院していたんだが、乙姫がいないときに姫ひめ子こさん……乙姫のお母さんが来てとあるビデオテープをくれたんだ」

「それが、逃にげ出すきっかけとなったわけっスね」

「違う！　俺は逃げ出したんじゃない！　俺は……」

　浦島さんがまじめな顔で何かを言おうとしたそのとき、開きっぱなしの扉とびらから何かが飛び込んできた。

「太た郎ろう様!!」

　それは乙姫さん。

「おっ乙姫！　しまった、逃げるのを忘れてた」

「お逢あいしとうございました。乙おと姫ひめは……乙姫はこの日をどれだけ待っていたことか」

　そのまま乙姫さんは浦うら島しまさんに突とつ撃げき。

「ぐはっ」

　どこかいいところに入ったのか、浦島さんは痛そうな呻うめき声を上げながら吹ふっ飛ぶ。

「ぐっ……いたた」

　浦島さんは呻きながら身体からだを起こし周囲を見回し……

「はっ！　ここはっ!!」

　そこで自分が未いまだ蜘蛛くもの巣す……もといベッドの上にいることに気がついた。

「太た郎ろう様、私は……私はもう我が慢まんできません」

　スカーフを外しはじめる乙姫さん。

「いや、ちょっと待て！　落ち着け！　というか君たちそこで見てないで僕を助けてくださいませんか？」

　そう懇こん願がんする浦島さん。それを見てあまりのばかばかしさに帰ろうとした大おお神かみさん。その後ろから艶つやっぽい女性の声が聞こえた。

「あら、太郎ちゃんが捕つかまったって聞いて飛んできたんだけど。おじゃまなようね」

「いえ、そんなことありませんよ姫子さん！　ええ、そうですとも!!」

　姫子と呼ばれたのは乙姫さんのお母さん、乙姫さんに年ねん齢れいと色っぽさを足したような美人さんだった。とてもじゃないが三十歳さいを越こえているように見えない。
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「じゃあ、つもる話はそのあとで」

「そんな殺せつ生しような!!」

「ごめんなさいね、私は何よりかわいい娘むすめの味方よ。そうね……二時間ぐらいしたら戻もどってくるから話の続きはそのときに」

「その微び妙みような時間設定が嫌いやだあ!!」

「さあ、皆みなさん。別室にお茶を用意させました。そこで待っていましょう」

「……はぁ、わかった」

「わかりましたっス」

「乙おと姫ひめもわかった？　終わったら来なさい…………聞いてないか。まあ、太た郎ろうちゃんが聞いてるからいいか」

「よくなーい！って、ちょっおまっ!!」

「はぁ……はぁ……太郎様」

「きゃーいやー！　たすけてー！　犯おかされ……」

　無情にも閉まったドアが悲鳴を途と切ぎれさせた。




　そしてきっかり二時間後。別室で優ゆう雅がにお茶としゃれ込んでいた大おお神かみさんたちの前に浦うら島しまさんと浦島さんの腕うでに抱だきついたツヤツヤした顔の乙姫さんが現れた。ちなみにりんごさんも途と中ちゆうで合流している。

　その浦島さんを見て大神さんは一言。

「……………………おい、浦島。おまえなんか玉手箱あけたみたいになってんぞ」

「あはは、灰になってますの」

　浦島さんはニヒルに答える。

「ふっ、いろいろ吸い取られましたよ」

　そのまま浦島さんは落ち着きを感じさせる優雅な態度で空いていた椅い子すに座る。もちろん自分が座る前に乙姫さん用の椅子を引くのは忘れない。

「なんかとても紳しん士し的ですのね」

「しかも、渋しぶいな」

「これはいったいなんなんっスか？」

　その皆の疑問に姫ひめ子こさんが答える。

「あー、この太郎ちゃんね。性欲とかのよこしまな部分を全部吸い取られちゃったから、本来太郎ちゃんが持ってる素すの部分が出てるのよ。おもしろいでしょ？」

「いや、おもしろいっていうか、気持ち悪い」

「ふふっ、ほめても何も出ませんよ、お嬢じようさん」

「ほめてねぇよ。第一お嬢じようさんってなんだよお嬢さんって」

「はははは、これは手厳しい」

「…………なんだこいつは」

　大おお神かみさんは本気で気味悪そうに言う。

「この状態の太た郎ろうちゃんのことを私は紳しん士しモードとか呼んでるけど。基本的に太郎ちゃんは優やさしいし、女性を大切にする子なのよ。だから性欲とかいろいろ抜ぬいちゃったらこうなるのよ。終わったあとにいきなり冷たくなるような男よりかはよっぽど上等ね」

　どう返せばいいんだろうかと迷う三人。

「それで全員そろったから話を再開しましょう。乙おと姫ひめ、あなたが知りたがっていた太郎ちゃんが消えた理由もわかるわよ」

　姫ひめ子こさんが浦うら島しまさんに話しかけると、浦島さんは観念したように頷うなずく。

「それでは、確か姫子様がビデオテープを持ってきた所まで話してましたね。それでそのビデオテープの内容は……」

「ビデオテープならダビング元になったやつがあるわよ。話が中断してた間に持ってきといたわ」

「それはそれは、ありがたいですね。百聞は一見にしかずと申しますし、見終わってから話を再開することにしましょう」

「じゃあ行くわよ～」

　テレビ画面に皆みなが注目するなか、姫子さんがビデオテープをデッキに入れる。

　画面に現れる砂すな嵐あらし。その砂嵐のあとに現れたのは一人の恰かつ幅ぷくのいいひげ面づらの男。

『俺の名は竜りゆう宮ぐう辰たつ男お、乙おと姫ひめの父だ。

　唐とう突とつだが、俺はもうすぐ死ぬかもしれん、死なないかもしれん。まあ、要するにいつ死ぬかわからん。ただ、もしもぽっくり逝いったときのためにこれを残そう。死ぬとしたら、姫子の上だろう、男冥みよう利りに尽つきる。死んだとしても俺は悔くいはない。ただひとつあるとすれば姫子と乙姫を残していくことだ。

　これを見ているということは姫子はおまえを乙姫の夫として認めたのだろう。だから、竜宮の婿むこに入るに当たっての心構えを教えよう。

　竜宮の女は基本的に貞てい淑しゆくで情に厚くこれと決めた男に全身全ぜん霊れいをもって献けん身しん的てきに尽つくす。理想の淑女だな。

　かと思えば、淫いん乱らんで男と肌はだを合わせることを好む娼しよう婦ふの顔も持っている。どちらか片方が竜宮の女なのではない。両方とも竜宮の女の本ほん性しようなのだ。

　俺は姫子と過ごす中でそれを理解した。竜宮の女たちは皆寂さびしがり屋なのだよ。だからこそ男に尽くし、ぬくもりを求める』

　その堂々とした様子には威い厳げんが感じられる。

『だが、竜りゆう宮ぐうの女には致ち命めい的な問題があった。その性さがとその肉体との差異……いや、その性だからこそその肉体を持ってしまったのか』

　ここまで話したところで急にまじめで厳げん粛しゆくな空気が崩くずれた。

『あーそのー……なんというか……もー竜宮家の女はいろいろすごい、すごすぎるだろう？　身体からだが……まあこれを見ているおまえも実際に経験したことだろうが…………ものすごい【自主規制】なんだ』

　なんとなく皆みなの視線が乙おと姫ひめさんに向かい、乙姫さんは真っ赤になって縮ちぢこまる。

『しかも……しかもだ、頭の回転が速く学習能力が高いので、すぐにいろいろ覚えてしまう。それに献けん身しんと愛が加わるもんでもういろいろたまらないことになってしまうわけだ』

　うんうんと、共感しきっている浦うら島しまさん。

『なのに竜宮の女は寂さびしがり屋で男を求める。しかし、貞てい淑しゆくさも持ち合わせてるもんだから、男をとっかえひっかえなんてできない。要するに、竜宮家の女に選ばれた男は、すべてを一人で受け止めなければならない。その結果は……言わなくてもわかるだろうが、あえて言おう。竜宮の女を娶めとった男たちの死因はそのほとんどが腹上死だ。義父ちち上うえの義父上の義父上の義父上の義父上の義父上も。竜宮家は歴史が長いから記録が残っているがそのほとんどが腹上死。ある意味笑えるな』

「うう、あなた」

　ほろほろと泣き出す姫ひめ子こさん。乙姫さんが側そばに寄り手を握にぎる。

『そう、竜宮の女を愛したならば、竜宮の女を受け止めなければならない。しかし、おぼれきってしまえば、命にすら関かかわってくる麻ま薬やくのようなものだ。これをお前が見ている時点で俺は志半ばで倒たおれてしまったのだろう。生なま半はん可かな気持ちでは竜宮の女の相手は務まらない。逃にげるなら今のうちだ。逃げるのは早ければ早いほどいい。乙姫の傷も浅くなるだろう。乙姫を娶る気がないなら今すぐこのビデオテープを止め、乙姫の前から消えろ。覚かく悟ごがあるならこのままだ』

　そこでビデオが一時中断された。

「……お父とうさん」

「なるほど、こういうことですのね」

「疑問は解けたな」

「これはさすがにしょうがないっスかねぇ」

　納なつ得とくする皆みな。

「しょうがないですわ。太た郎ろう様の命が助かるのならこの想おもい、胸の奥に封ふう印いんします。もう追いかけません。追いかけ回してすいませんでした……」

　乙姫さんもうつむきか細い声でそう言う。膝ひざの上に置いた手の上に涙なみだのしずくが垂たれる。そんな乙姫さんに浦島さんが言った。

「…………何を言ってるんです？」

　きょとんとして、事態を理解してない様子の浦うら島しまさん。

「いや、だから、おまえ逃にげたんだろ？」

　大おお神かみさんはそんな浦島さんに辛しん辣らつに言う。が、

「違ちがいます！」

　紳しん士しバージョンの浦島さんが叫さけんだ。

「はっ？」

「私は逃げてません！　私は覚かく悟ごを決めこの続きを見ました!!」

「ならなぜ私の前から姿を消したのですか？」

　乙おと姫ひめさんが縋すがるような目で浦島さんを見上げる。

「まあまあ、まずは最後まで見ましょう？」

　再生ボタンが押される。

『ここからは、おまえが乙姫を娶めとる覚悟ができたとして話を進めよう。

　心から感謝する。

　おまえが……いや、ここからは息子むすこと呼ばせてもらおう。

　息子よ、竜りゆう宮ぐう家の女と一生を添そい遂とげたいなら、身体からだを鍛きたえ技術を磨みがくしかない。竜宮の女と相対する場合、心にとどめておくことはただ一つ』

　佳か境きように入り、食い入るように見入る大神さんたち。

　そして画面の中で乙姫さんの父親、竜宮辰たつ男おは言った。

『ヤられる前にヤれ！　……だ。先手必勝でも可！』

　ズッ

　大神さんたちはズッこけた。

『要するに…………、気絶させてしまえば攻せめることはできないということだ！　いくら竜宮の女といえども、気を失ってしまえばただの女』

　なんとなく嫌いやな沈ちん黙もくが流れる。

『ふっ竜宮の女を娶った男たちも、ただやられていたわけではない。圧あつ倒とう的な敵、すさまじく過か酷こくな戦場の中で技術を磨みがき、新たな技わざを編み出し、様々な戦術を生み出してきた。さらには、死線の中で竜宮の女の弱点も見つけ出してきた。

　その竜宮の女を娶った男たちが代々受け継ついできた技術の数々、竜宮家の女との生死をかけた……精子じゃないぞ？　いや、間ま違ちがってないかな？　……ともかくそんな戦いの中で会え得とくし蓄ちく積せきしてきた経験の数々を、技術のすべてを授さずけよう。その名は竜宮流房ぼう術じゆつという。では覚悟はいいか！　始めるぞっ!!』

　そこで画面が切り替かわり……

『はーい、どうもー今こん代だいの竜宮の女でーす』

　いきなり画面に若き日の姫ひめ子こさん──いえいえ、今でも十分お若いですよだから殺気を向けるのはやめてください──が下着姿で現れた。

　ぶふぅー!!

　口に含ふくんでいたお茶をはき出す大おお神かみさんとりんごさん。

『というわけで、これから私の身体を使っていろいろ実じつ践せんしてくれるそうでーす。楽しみでーす』

「どう？　どう？　なかなかいい身体からだしてるでしょ。今も若いつもりだけどさすがにこのころよりは身体のラインが崩くずれてきちゃってるのよねー。乙おと姫ひめが生まれて少しのころだから十六年ぐらい前かしら。年はとりたくないわぁ」

　さきほど沈しずんでいたはずの姫子さんがすごいテンションで言う。

『うむ、それでは、まずは……』

　ピッ

「えっえっ？　これからがいいところなのにー」

「お母様！　羞しゆう恥ち心しんというものを持ってください!!　というか、娘むすめに夫ふう婦ふの営みを見せようとしないでくださいまし!!　ただでさえお父とうさんの記き憶おくはほとんど残ってないというのに、そんなの見たら全部飛んでっちゃいますわ」

「貞てい淑しゆくな竜りゆう宮ぐうの女ねぇ」

「うーん、眉まゆ唾つばですの」

　正直な大神さんとりんごさん。

「それで、おまえはこの続きまで、全部見たわけか」

　大神さんは話を進めるために浦うら島しまさんに聞いた。早くこの話を終わらせたいらしい。

「見ました。そしてその技術を我わがものにすることを決意しました。しかし、しかしです。私はあることに気がつきました。…………どう考えても乙姫相手に修しゆ行ぎようするわけにはいかないんです。なぜなら乙姫を相手にしたら、修行にならないんですよ!!」

「まーそうだな。いろいろすごいらしいし」

「すごいどころではないのです！　原因は私たちの出会いにまでさかのぼるのですが……」

「あーおまえらのなれそめなら乙姫さんに聞いたよ」

「なら話は早い。乙姫は私と出会い、きれいになろうと様々な努力をしました。それは、乙姫の努力も大きかったのですが、乙姫についた家庭教師の力も大きかったのです。きれいになりたいという乙姫のために、姫子様は様々な講師を雇やといました。ダイエット、ファッション、メイク、話術などの専門家。動作を美しく見せるためにバレエや日にち舞ぶ。女の英才教育といっても過言ではありません。……そしてその中に、決していてはいけない講師がいたのです」

「いてはいけない講師？」

「強いて言うなら、竜宮の女を娶めとった男たちの想おもいを無む駄だにしてしまう裏切り行こう為いといってもいいでしょう」

　浦うら島しまさんは姫ひめ子こさんを睨にらむ。

「姫子様は…………竜宮グループの傘さん下かからホステスやらキャバ嬢じようやらソープ嬢やらそれ系の女たちを連れてきてたんですよ!!」

　皆みなの視線が姫子さんに集まる。

「乙おと姫ひめが恋をしてきれいになりたいとか言いだしたのよ？　引っ込み思案で自己主張しなかったような子が。母親として、いや女としてできる限りのことをしてあげたいじゃない？」

「だから、その講師たちに混じって自分も色々教えたんですか？」

「いや、やるならとことんやらないと」

「やりすぎですよっ！　おかげでもう、乙姫は竜りゆう宮ぐう一族が生んだ女の最高傑けつ作さくという感じになってしまってるんですよ！　まさに鬼おにに金かな棒ぼうですよ！　そりゃ、腎じん虚きよにもなるわ!!」

　興こう奮ふんしたのか、紳しん士しモードからいつもに戻もどる浦島さん。

「だから俺は武者修しゆ行ぎようの旅に出ることにした。竜宮の女を娶めとった男たちの汗あせと涙なみだとその他いろいろな液の結けつ晶しようである竜宮流房ぼう術じゆつを極きわめ、乙姫と少しでも長く一いつ緒しよにいるために!!」

「たっ太た郎ろう様」

　じ[image: ～][image: ～][image: ～]んと感激し、目をうるうるさせてる乙姫さん。

　乙姫さんにふっ……と微笑ほほえむ浦島さん。

　が、大おお神かみさんとりんごさんが冷静につっこんだ。

「いくらかっこよく言おうが、日本全国ナンパの旅に行ったってことだろ」

「さいてーですの。浮うわ気きを正当化したいだけにしか思えませんの」

　とてもお寒い空気が流れる。

「で、まだ逃にげ回っているということは、まだナンパし足りないわけか」

「そう、まだたりな……じゃなくて!!　俺はまだすべての技術を受け継ついでいない!!　だからまだ乙姫の下もとに帰るわけにはいかない!!　というか、将来はまだしも、今はまだまだ遊びたい!!」

　思わず本音がガッシャーンと大きくこぼれた浦島さん。

「ふ～ん、だからたいちゃんやひらめちゃんと愉ゆ快かいに舞まい踊おどったわけね」

「おっお義母かあ様なぜそれを」

「うちの女の子と遊んで私にばれないはずないじゃない」

　ころころと笑う姫子さん。

「だから居場所がばれたのかーっ!!」

　そう叫さけんだ浦島さんはがっくりと膝ひざをつく。

　そんなやりとりを見て大きくため息をついたのは大神さん。心の中で愚ぐ痴ちが止まらないほどブルーになっている。

　おいおい、こんな理由で今日いろいろとかけずり回ったのかと思うと怒いかりを超こえて切なくなってきたぞ、まったくいい迷めい惑わくだ。つーか、ラブホの前でやる気満々って姿を目もく撃げきされたし、噂うわさになったらどうするんだよ。踏ふんだり蹴けったりとはこのことだ。

　とはいえ、やられたらやり返すが信条の大おお神かみさん。ささやかな復ふく讐しゆうをはかる。

「乙おと姫ひめさんよ、浦うら島しまの奴やつ、なんか復活して元気そうだぞ？」

「はっ、本当ですね！　太た郎ろう様。私が実験台となります。がんばって修しゆ行ぎようしましょう。そしてお父とう様さまの遺志を継つぎ竜りゆう宮ぐう流房ぼう術じゆつを極きわめるのです」

　浦島さんの腕うでを取りずるずる引っ張っていく乙姫さん。

「いや、ちょっとまって、乙姫さんに対たい抗こうするための修行を乙姫さんでやっても意味がな……」

「太郎ちゃんがんばってねー。精せい力りよく剤ざいとかそのあたりも秘伝の強力なのが伝わってたりするから、あとで差し入れするわ」

「そんな殺せつ生しような！　だから、ねえ乙姫さん？」

「伝統は私たちが受け継つぎましょう太郎様！」

「えっあっいやあああああぁぁぁぁ……」

　浦島さんの悲鳴が扉とびらの向こうに消えていく。

「これで一件落着です……の？」

「あーあほらし。帰って寝ねよ」

「そうっスね」

　防音しているはずだろう隣となりからなぜか漏もれ聞こえてくる悲鳴。それをバックに大神さんは家路についた。




「あーそれにしても、昨日は最悪な一日だったな」

　大神さんはつぶやいた。あのあと、竜宮城の割引券とか大量にもらったり、将来うちにこないかと誘さそう姫ひめ子こさんを振ふり切りつつ、家に帰ったらもう夜だった。

「そうですの」

　りんごさんも同じ感じらしい。

「で、なんで今日はこんなに教室が騒さわがしいんだ？」

　大神さんがりんごさんに聞いた。今は朝のホームルーム、いつもより明らかに騒がしい。

「なんか、転入生が来るらしいですの」

「ふ～ん。なんかオレ嫌いやな予感がするんだが」

「奇き遇ぐうですの、私もですのよ」

　そこでガラガラガラと扉が開いた。

　教師が入って来て言う。

「今日から新しい仲間を迎むかえることになる」

「男ですか女ですか？」

　ある男子生徒が果か敢かんにも質問する。

「男だ」

「えええええ[image: ～][image: ～]」

「きゃあああ[image: ～][image: ～]」

　男は嘆なげき女は喜ぶ。

「じゃあ、君入って来たまえ」

　そして入って来た人物を見て女子生徒は固まり、そしてその人物の笑顔を見て叫さけび声を上げた。

「きゃああああああああああああああああああああああああ」

　それをＢＧＭにその男子生徒は黒板に自分の名前を書いた。




　浦うら島しま　太た郎ろう




「去年一年、日本中を旅して回っていたので名前の通り時間に置いていかれたため、皆みなさんより一いつ歳さい年上ということになりますが、そんなことは気にせず仲良くしてください」

　きらーんと浦島さんの歯が光り、大おお神かみさんは机に突つっ伏ぷした。




　そしてその後の二人はというと……ぼちぼちやっています。浦島さんを追いかけて仲良く留年していた乙おと姫ひめさんも、御お伽とぎ学がく園えんに入学。

「太た郎ろう様！　ああ、なんで私が太郎様と同じクラスではないのですか！　信じられません、何か陰いん謀ぼうの香かおりがします！　くっこうなったら。ぴっぽっぱっ…………もしもしなんでこのようなことになっているんですか？　鼻はな薬ぐすりはかがせなかったのですか？　……えっ？　鼻薬が効きかなかったのですか？　……くっ、わかりましたこうなったら私が直じか談だん判ぱんします」

　こうして乙姫さんは学園長のところに乗り込み、十二時間に及ぶ直談判を行い、クラスを替かえさせるという伝説を作りました。

　学園長が認めた理由は愛だとさ。

　その後、真っ白に燃え尽つき太陽が黄色いとつぶやく浦島さんの姿がよく見られるようになりましたが、それはまた別のお話。


めでたしめでたし？









　　　おおかみさん白馬の王子様とダンスを踊る




「どうぞ入ってくださいですの」

　一年生組の当番日、地上のボロ部室でだらだらと依い頼らい人にんを待っていた放課後、ノックの音が響ひびいた。

「もしもし、ちょっといいかな」

「あら、白はく馬ば先せん輩ぱいですの。どうかしましたの？」

　トレーニングウェア姿の王おう子じ様が部室へ入ってくる。

「ああ、少し困ったことになってね。だから以前言ってたあの貸しを返してもらおうかなって」

「そうですか、どうぞ座ってくださいですの。飲み物は、何がよろしいですの？」

　王子様へ席を勧すすめつつ、立ち上がるりんごさん。

「いや、すぐに出て行くから遠えん慮りよしておくよ。今、あんまり体重を増やすわけにはいかないしね」

「減量ですか？」

　大おお神かみさんが聞いた。すでに初夏に入ったこの季節に厚手のトレーニングウェアをきっちり着込んだ王子様、その額を流れる汗あせがキラキラ光っている。首に掛かかったタオルは、オークションにでも出せば高値で売れるに違ちがいない。

　その問いに頭をかきつつ苦笑する王子様。

「少し身長が伸のびたんだよ。筋肉もついたし。今回は減量するけど、次は階級上げるかもしれないよ」

「……ああ、確か対たい抗こう戦が近いんでしたの」

　納なつ得とくとうなずくりんごさん。

「そういうことなんだ。で、今日来たお願いもそれ関係なんだよ」

　少し困ったように言う王子様。

　御おと伽ぎ花ばな市しにある三つの私立高校の運動部は定期的に対抗戦を行う。会場はそれぞれの高校が持ち回りで担当している。以前は御伽花市唯ゆい一いつの公立高校も加盟していたらしいが、参加しなくなって久しい。

「そういえば、今回の会場はうちでしたの」

「そうだよ。だから、やっぱり負けたくないんだよね」

　会場になると応おう援えんも増えるのだ。負けたくないというのが人情だろう。

「まあ、ホームですし応援も多いですのよ。気持ちはわかりますの。それでご依い頼らいはなんですの？」

「いや、大神君を借りたいんだ」

「オレを？」

　大神さんがいぶかしげに聞く。

「だだだだだだだだだめっス!!　アウトっス!!」

「……ん？　彼は確か」

　そう言って王おう子じ様が亮りよう士しくんを見ると、その視線にビクッとするヘタレな亮士くん。

「ああ、新メンバーの森もり野の亮士君ですの。以後お見知りおきを。ちなみに騒さわいでいる理由は、涼りよう子こちゃんのことがだ～いスキだからですの」

「ああ、なるほど」

　そう言って笑う王子様。

「機会があればデートに是ぜ非ひとも誘さそいたいけど、今日は違ちがうよ」

「では、今日の依い頼らいは？」

「いや、対たい抗こう戦に向けてよそからスパーリングパートナーに来てもらうはずだったんだけど、急に都合が悪くなったらしいんだよ。とはいえ、うちのメンバーだと言いたくはないけどあまり練習にならないんだ」

「わざわざジムに通うくらいですしね」

「でも、先せん輩ぱいとしては他ほかの部員を見ないといけないんだよ。その点大おお神かみ君に来てもらえれば合間合間に部員たちを見ることができるし、実力からして部員たちよりは練習になる」

「ずいぶんと涼子ちゃんのことを買ってらっしゃるんですのね？」

「ジムで見てたし、この間のことでも僕の目は狂くるってなかったとわかったし」

「そうですの……あの借りからして、涼子ちゃんの貸し出しは一週間程度ならＯＫですの」

　りんごさんは少し考えたあと言う。

「涼子ちゃん、いいですの？」

　うなずく大神さん。

「それはよかった。助かるよ。じゃあ、明日からお願いできるかな。時間は……夕方五時から一時間ほどでいい。その時間に身体からだ暖めてきて」

「わかりました」

「それじゃあ」

　にっこり笑って去っていく王子様、残されていたのはキラキラ光った汗あせと歯の残光と王子様フェロモン。それをぼけーっと眺ながめていた亮りよう士しくんだが、

「いいんっスか!!」

「しゃーねーだろ、借りは借りだ」

　そんな亮士くんを気にもせず大神さんはあっさり言った。




　御お伽とぎ学がく園えんは、運動施し設せつも充じゆう実じつしている。グラウンドも第五まであり体育館は三つ、武道館、弓きゆう道どう場などもあり、ボクシング部も専用の施設が用意されている。

　が、ボクシング部のジムだが、外観はボロい。基本的に予算は強い部に回り、設備の増強もそれに準ずる。ボクシング部は数年前まで弱小と呼ばれていた。王子様が入って台頭してきたが、それでも王子様ぐらいしか目立った選手がいないので、設備はあまり充実していない。

　というわけでボロい。

　そんなボロいジムの前に大おお神かみさんは立っていた。大神さんの服装は、上は大きめのＴシャツ、手にはバンデージをすでに巻いてあり、小こ脇わきにグローブを抱かかえている。長くてまとまりのない髪かみはまとめてポニーテールにしている。

　来たのは大神さんだけで、りんごさんも亮りよう士しくんもいない。今日のお仕事は、大神さん的に自分の借りだと思っているからだ。

　大神さんはノックをして扉とびらを開いた。中から、熱気と汗のにおいが流れてくる。

「失礼します」




　大神さんが中に入ると、ボクシング部員が近寄ってきて聞いた。

「あれ、新入部員？」

「いえ……」

　大神さんが説明しようとしたとき聞き覚えのある声が聞こえた。

「ああ、僕の客だよ」

「部長の？　……て、スパーリングパートナーって」

「そう。大神君準備はできてるかな？」

「はい」

「じゃああがって？」

　ジムの中央にあるリングにあがる大神さんの耳に、部員の話し声が聞こえる。

「おいおい、女かよ。ならオレらの方がよっぽど……」

「知らねぇよ。それとも口く説どくつもりじゃねえのか」

　そんな外野の会話。大神さんはいつものことなので気にしない。女が、女のくせに、大神さんはその言葉を飽あきるほど聞かされているのだ。そして、大神さんはそれを実力で黙だまらしてきた。

「はいこれつけて」

　ヘッドガードを大神さんに投げて渡わたす王おう子じ様。

「わかりました」

　素す直なおに従うその様子に、王子様は不思議そうな顔をした。それを見た大神さんが聞く。

「……どうかしました？」

「いや、それつけてって言ったら文句言うかなと。それに、前とは雰ふん囲い気き違ちがう感じが」

「流石さすがに、学生チャンピオン相手に変なプライドかざす気はありません。あと、目上の人間に対しては敬語ぐらい使います。それにいま先せん輩ぱいは雇やとい主でもあります。要するに借りがあるんです」

「その貸し借りはあんまり気にしないでもいいんだけどね。ま、その貸しは今から返してもらうんだし」

「返し終わるか、それとも敵になればあの感じになりますよ」

　そこで、あの襲おそってきた男たちに見せたどう猛もうな笑顔を見せる大おお神かみさん。

「それだ、その顔。まぁ、怖こわいので遠えん慮りよしておくけど。じゃあ始めようか」

　そしてその言葉で、王おう子じ様と大神さんのスパーリングが始まった。




　リング上の光景をジム内にいるすべての人間が啞あ然ぜんと見ている。

　自分たちでは、練習相手にすらなれないというのに、リング上の女は互ご角かくとはいえないまでも王子様と打ち合っているのだ。

「おい、あの女何者だ？」

「そういやあ、部長確か大神君とか言ってなかったか？」

「大神……御お伽とぎ銀ぎん行こうの大神かよ!!」

　リング上では大神さんと王子様がダンスでもしているかのようにめまぐるしく動いている。

　大神さんはリーチの長い王子様の懐ふところに潜もぐり込み次々と拳こぶしを繰くり出す。軽快なフットワークでそれをかわしていく王子様。時折王子様のパンチが大神さんをとらえるがダメージはほとんどない。手加減をされているのだ。

　理由はわかる。思いっきりパンチを加えて大神さんを倒たおしてしまえば、呼んできた意味がないのだ。

　時折休きゆう憩けいを挟はさみつつスパーリングは続き、約束の一時間が過ぎた。

「いや、流石さすがにやるね。それに体力もある。お願いしてよかったよ」

「はぁ、オレとしては、はぁ、余よ裕ゆうであしらわれたのが、はぁ、悔くやしいんですけどね」

　息の荒あらい大神さん。王子様も疲つかれているようだが大神さんほどではない。

「はははっ、これでも学生チャンピオンだからね。君と互角に打ち合ってしまったら、僕の立つ瀬せがないだろう？」

「それはそうですけどね」

　それでも、大神さんが不ふ機き嫌げんになるのは止められない。

「じゃあ、あがらせてもらいます」

「シャワーはどうする？」

「女子更こう衣い室しつのを借ります」

　実際は地下本店にあるシャワーを使うつもりなのだが、そこまで言う必要はない。あの超ちよう豪ごう華か施し設せつは秘密なのだ。

「おつかれさま、助かったよ。僕はもう少し残るから、送れなくてごめんね」

　王子様ももう終わると思っていた大神さんは驚おどろいて聞いた。

「……いつもこんなに残ってるんですか？」

「いつもじゃないよ。今は試合前だから特別、いつもはここまで残らない。学生としては勉強しないといけないからね。少し残って帰って勉強ってとこかな」

　勉強の面でもトップクラスで文武両道を体現したような王おう子じ様。大おお神かみさんはその王子様にわき出た疑問をぶつけた。

「……なぜそこまで？」

「そうだね、自分には才能がないと言うつもりはないよ。

　努力だけで報われるなら誰だれでも世界チャンピオンになれる。かといって、才能だけで思い通りになるなら、努力なんてする人はいなくなる。この世界で思い通りに生きようと思ったら才能と努力、両方が必要だよ。だから努力する」

　まじめに答える王子様。

「何よりなんの努力もせずに、ただ嫉しつ妬としているだけの奴やつに馬ば鹿かにされるのは我が慢まんできない。もし僕が負けたら、勝手に嫉妬し勝手に憎にくんでいる奴が喜ぶからね、それはむかつくだろう？」

　そう言って笑う王子様。それは確かにむかつくなと大神さんは同意する。

「そうですね」

「じゃあ僕からもいいかな？」

「……いいですよ」

「君はなんでボクシングを？　そこまでなろうと思ったら相当努力が必要だろう？」

　その問いに大神さんは少し間をおいたあと、静かに言った。

「……強くなりたかった。いや、…………弱いままでいたくなかったから」

「そうなのかい。……聞かせてくれてありがとう」

　その答えに満足そうに微笑ほほえむ王子様に大神さんは頭を下げた。

「では、失礼します」




　王子様と別れ、シャワーを浴び着き替がえたあと、大神さんは学園を後にした。もう太陽はほぼ沈しずみ辺りは薄うす暗ぐらい。大神さんはしばらく歩いたあと言った。

「おい、亮りよう士しいるんだろ？」

　少しの静けさののち、背後から亮士くんが出てきた。

「…………はいっス」

「聞いてたのか？」

　目的語がない質問、その問いに亮士くんはうつむいて言う。ジムでの会話だと亮士くんにはわかったのだ。

「……すいませんっス」

「ま、いいよ。りんごだろう？」

「はい、そうっス。でもよく気がついたっスね。我ながらうまく隠かくれてたと思うんスけど」

「心配性なりんごならおまえをよこしてるだろうとかまかけただけだ。実際は全く気づかなかった」

「そうっスか。……あと、りんごさんに頼たのまれたのは本当っスけど、それだけじゃないっス。夜道は危ないっスから送ろうと……」

　そう赤くなって言う亮りよう士しくんに大おお神かみさんは少しあきれた様子で言った。

「オレより弱いおまえがか？」

「おれは涼りよう子こさんの盾たてっスから。情けないおれでもそれくらいはできるんス」

「…………ふんっ、ずいぶんと脆もろそうな盾だな。……だが、まあそれなりに期待してやるよ。……帰るぞ」

　照れて顔を赤くする大神さんを見て亮士くんは笑顔で言った。

「ハイっス！」




　約束の七日目、時間が予定よりも延びたために誰だれもいなくなったジムで、王おう子じ様は大神さんに言った。

「本当に助かったよ」

「いえ、借りを返しただけです」

　相変わらず、素っ気ない大神さん。とうとう最後まで本気を出させることができなかったのだ。そんな大神さんの様子にもめげず王子様は言う。

「で、どうだい？　今日は遅おそくまで付き合ってもらったから、ご飯でもおごるよ」

「減量は？」

「順調だよ……まぁたくさん食べられるわけじゃないけど」

「そんな人間の前でばくばく食う趣しゆ味みはないですよ。気持ちだけもらっておきます」

　相変わらず素っ気ない大神さん、その様子に王子様はため息をついた。

「……はぁ、まあこんな回りくどい手はやめようかな」

「？」

「ご飯を食べるのはただの口実だったわけだよ。というわけで、男らしくいこうか」

　王子様は女の子なら誰だれもがときめいてしまいそうなきりりとした表情を浮かべた。

「大神君、僕と付き合ってくれないかい？　最初に君が目に入ったのはジムでかな、サンドバッグを殴なぐっている姿がきれいだと思ったよ。そして君が絡からまれたときだ。あの一歩も引かない強さに目を奪うばわれた。こうしてスパーリングパートナー頼んだのは、君の力が必要だというのもあったけど、君と会いたかったというのもあったんだ」

　最初はからかわれているんじゃないかと思ったが、王子様の真しん剣けんな様子に本気だとわかると、大神さんもまともに王子様に向き直り、そして言った。

「……すいません、男と付き合う、そんな気は今はないです」

　その答えに王おう子じ様は固まり、そして苦笑した。

「……はぁ、やっぱりそうかい。いや、残念だなぁ」

「すいません」

　頭を下げる大おお神かみさん。

「いやいや、こっちが勝手に好意を向けたんだから気にしないでいいよ」

「それでは、失礼します」

「ああ、気をつけて帰ってね」

「はい」

　そして大神さんはジムを出て行く。

　大神さんが消え、一人取り残された王子様。

「はは、努力が足らないかな。やはりこの世は思い通りにならないもんだね」

　そう言ってサンドバッグを思いっきり殴なぐりつける。

　ドスッと鈍にぶい音がしたあと……

「ほんと、思い通りにならない」

　そんな王子様の苦り切った声がガランとしたジムに響ひびいた。







　　　おおかみさん噓をつく




「よお、あんた大神さんかい？」

　振ふり向いた瞬しゆん間かんに見えた柄がらの悪い集団。

　まずったか、大神さんは心の中で舌打ちをする。

　ここには依い頼らいで来たはずだ、なのに来たのはこいつら。完かん璧ぺきにはめられた。

　大神さんは男たちの数を数える。

　合計十五人か、流石さすがにこれは多すぎる。

　今ここにいるのは大神さんと亮りよう士しくんだけ。

　しかも、最悪なことに大神さんの目の前にいる男たちの制服は、悪名高き鬼おにヶが島しま高校のものだ。

　御お伽とぎ花ばな市し立鬼ヶ島高校、それは市内唯ゆい一いつの公立校。御伽学園が創立される以前から御伽花市にあったこの高校は、御伽学園やその他の私立校ができたことにより様変わりした。

　ほとんどの人間はそれらの高校に流れ、貧しい家でも、そこそこの成績があるか、素行がまずくなければ奨しよう学がく金きんを受け取ることによって、それらの私立に通うことができたのだ。

　そしてそれらの学校に通うことができなかった、もしくは素行の悪さにより拒きよ否ひされた者たちが鬼ヶ島高校に流れ込むようになった。

　そして今、鬼おにヶが島しま高校は不良の吹ふきだまりとして近きん隣りん高校に恐おそれられる存在になっている。

「涼りよう子こさん、どうしましょう」

　亮りよう士しくんがビクビクしながらもどうにか大おお神かみさんの前に出ようとする。視線の多さにやられ、ものすごいスローモーションで遅ち々ちとして進んでいないが。

　どうする、どうする？　大神さんは内心焦あせりつつも強気な態度を崩くずさない。

　ここは奴やつらのテリトリーじゃないはずだ。なのにここまで出で張ばってくるとは。

「これまたわいたもんだな、一匹ぴき見たら～ってやつか？」

　いちおう、鬼ヶ島高校のテリトリーは決まっている。

　市内にある私立三校は鬼ヶ島高校対策に武ぶ闘とう派の人物を集めて自警団を結成したりして、自分たちのテリトリーでもめ事を起こさせないよう目を光らせている。その代わりに、各校は生徒たちに鬼ヶ島高校のテリトリーに近づかないよう厳命しているのだ。

　関かかわらない、住み分ける。これが御おと伽ぎ花ばな市しにある高校共通の対策なのだ。

　鬼ヶ島高校は人数で完かん璧ぺきに劣おとるので、まともにぶつかれば勝てないことがわかっている。そのため自分たちのテリトリーから出た場所ではあまりもめ事を起こさない。

　もし出てきて何かを起こせば、報復が行われる。過去にも何度か報復が行われ、それに対して身にしみているはずなのだ。

　故ゆえに、住み分けはできていた。

　なのにこいつらはここにいる。いったいどういうことだ？

「で、鬼ヶ島の連中がいったいオレになんの用だ」

　大神さんはこの場からどうやって逃にげるかを考えつつ男たちと会話をする。

「いやね、うちらのボスがおまえのこと欲しいらしいんだよ」

　くっまずいまずいまずい。恨うらみかなんだか知らないが最悪だ。もし捕つかまったらただじゃすまない。とても愉ゆ快かいじゃないことが待ってそうだ。

「というわけで、ついてきてくれないかなー」

　嫌いやらしい笑顔でそう言う不良。

　考えて考えて考えて────結論が出た。逃げられない。何にもまして人数が多いのだ。この数の暴力に打ち勝てるほど大神さんは強くない。

「…………用があるのはオレだけか？」

　大神さんは静かに聞いた。

「そうだぜ。野や郎ろうがいたってしょうがねえだろ。ほんとはもう一人女が来る予定だったらしいがいねぇし」

　……りんごを連れてこなくて正解だったな。大神さんは少しだけ安あん堵どのため息。

「わかった。というわけだ。亮士、おまえは帰れ。どうせおまえがいてもなんの役にもたたないしな」

　大神さんは亮士くんの方を見ずに言う。




　──な




「えっ？」

　信じられないと大おお神かみさんを窺うかがう亮りよう士しくん。

「だから消えろ、邪じや魔まだ」




　────くな




「でも」

　食い下がる亮士くん。




　──────ないで




「帰れって言ってんだろうが!!　おまえがここにいても盾たてにすらならねぇんだよ!!」

　とうとう怒ど鳴なる大神さん。

　唇くちびるをかみしめ、拳こぶしを握にぎりしめ、これ以上ないほど悔くやしさに顔を歪ゆがめた亮士くんは絞しぼり出すようにして言った。

「……わかった……っス」

　そして亮士くんは大神さんに背を向け走り出した。

　それを見ながら大神さんは、




　─────────行かないでっ!!




　安あん堵どし、絶望し、心の隙すき間まからかすかに漏もれてきた本音に愕がく然ぜんとした。

『──────行かないで!!』……か。

「………………ははっ」

　思わず自じ嘲ちようする大神さん。

「…………はははっ」

　昔と全く変わってなかった自分に苦笑いが漏れる。

　大神さんは気がついてしまった。強くなったと思っていたが、ただ自分が強いと自分に噓うそをついていただけだったことに。

　大神さんは気がついてしまった。亮士くんがいなくなるだけで噓をつき通せなくなるほど亮士くんを頼たよりにしていたのに、自分は一人で大だい丈じよう夫ぶだと自分に噓うそをついていたことに。

　大おお神かみさんは気がついてしまった。自分の噓に気がつきながら、それを押し込めて自分を騙だまして見てみないふりをしていたことに。

　大神さんのついていた噓。自分を偽いつわるための噓。

　あまりの情けなさに笑いが漏もれる。

「ははははっ」

　笑いながら大神さんは亮りよう士しくんにかけた最後の言葉を思い出す。

『帰れ』……か。かっこいいな。

　自分が強いと噓をついていたから出た言葉。

　一人でも大丈夫だと噓をついていたから出た言葉。

　しかし自分の噓に気がついてしまった今では、ただ滑こつ稽けいなだけだ。

　それでも噓をつき通せたならば問題なかった。強いままでいられた。

　だが大神さんはその噓すらつき通せなかった。こんなに簡単に噓の毛皮がはがれる。

　強かった大神さんは噓の毛皮を纏まとっただけ。そしてそれは、弱さを護まもる鎧よろいでしかなかった。

　漏れてくる弱音を必死に噓で塗ぬりつぶしつつ大神さんは思う。

　今のオレを見て、怯おびえているなんて誰だれも思わないだろうな。今にも泣きそうだとは思わないだろうな。みんな噓でできあがった強いオレを、本当のオレだと思っている。

「はははははっ」

　この自じ嘲ちようも、どう猛もうな笑えみに見えているだろう。

　……なんだ、オレは噓つきじゃないか。

　認めようオレは噓つきだ。

　大神さんがぎょろりと視線を向けると、視線を向けられた男はビクッとして一歩下がる。

　ほら、みんな騙だまされてる。

　ならいい、このまま噓を続けよう。自分の噓に気がつかなかったと噓をつこう。最後まで噓をついて強いオレで通そう。

　大神さんは噓と噓の間にできたわずかな隙すき間まを噓で埋うめる。

　これで大丈夫、オレは強い。

　大神さんは持ってきていたねこねこナックルを手にはめる。

「おいおいかっこいいな、本当に彼氏いっちまったぞ」

「ふん、はなからあんなやつ頼たよりにしてねえよ」

　誰も噓だと気がつかないのならそれは本当になる。他人だけじゃない、自分だって騙せる。今まで騙し通してきたんだからできないはずはない。

　大神さんは都合の良い噓で自分をごまかして、どう猛な笑みを浮かべてみせる。

　さっきの自嘲とは違ちがう、これが本当だ。これが本当のオレだ。

　噓うそで作り上げたオオカミの仮面は大おお神かみさんの顔にぴったりと馴な染じむ。

　ただの少女であることはとうの昔にやめた。リボンは耳に、リップは牙きばに、マニキュアは爪つめに。ドレスは毛皮に、微笑ほほえみは唸うなり声に。

　オレはオオカミだ。嫌きらわれ者で、乱暴者そして…………噓つき。

「はっ、ただの女だと思ってると痛い目見るぞ」

　噓つき大神さんは自分は一人で大だい丈じよう夫ぶだと噓をつき、頼たよる者も誰だれもいないと噓をつき、自分は強いと噓をついて……

「てめぇら、……オレを怒おこらせたんだ。ただで帰れると思うなよっ!!」

　……大声で吠えないた。




　大神さんは私は強いと噓をつき。

　大神さんは痛くないと噓をつき。

　大神さんは怖こわくないと噓をつき。

　大神さんは悲しくないと噓をつき。

　大神さんは泣いてないと噓をつき。

　大神さんは震ふるえてないと噓をつき。
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　……大おお神かみさんはたくさんの噓うそをついて……男たちに殴なぐりかかった。




　──二時間前、御お伽とぎ銀ぎん行こう地上支店

「亮りよう士し、りんごはどうした？」

「なんか、魔ま女じよ先せん輩ぱいに呼ばれたらしいっスよ」

　相変わらずだらだらしていた大神さんが亮士くんに聞いた。手はゴムボールをにぎにぎしている。王おう子じ様に歯が立たなかったのが相当悔くやしいらしく、今は握あく力りよくを鍛きたえたりしている。手足にはウエイトがついていて、大神さんは最近このまま生活している。

　で、大神さんをこんな少女にあるまじき感じにしてしまった王子様が大神さんに電でん撃げき告白したのは先週のこと。対たい抗こう戦せんボクシングの部は、王子様は調子を崩くずしていたのか苦戦しながらもからくも勝利、その他の部員もそこそこだったのでいちおう勝ったらしい。

　他ほかの競技もホームだけあってなかなかの勝しよう率りつだったらしい。

　まあ、大神さんはそんなことは気にしない。王子様の調子が悪かった件は大神さんが振ふったのが理由かもしれないが、かといって大神さんにできることはないので多少は気にしつつも切り替かえて気にしないことにした。

　ともかく、大神さんは亮士くんの返事を聞いて嫌いやな顔をした。

「……またなんか作ってんのか」

「そうっスねー、そうじゃないんスか？」

　亮士くんがここに初めて来てから三週間ほどになる。これだけ経たてば、流石さすがの亮士くんでも大神さんと二人きりになっても目に見えて情じよう緒しよ不安定にならない程度には慣れてきたらしい。……ヘタレ口調は直らないが、最初のように視線を受けても取り乱すことは……少なくなった。やっぱりヘタレな亮士くんは、相変わらず過度の視線を受けると「見ないで欲ほしいっス～」と叫さけびながら錯さく乱らんする。

　というわけで、大神さんと亮士くんは適度な距きよ離りを保ったまま、だらだらしていた。

　そんなだらだら空間に客が来た。

「あっあの……」

「開いてるぞ」

「はい……失礼します」

　おどおどと入って来たのは髪かみを頭の後ろで結んだ、そばかすの少女だった。

「まあ、座りな」

　その少女は大神さんに促うながされるままに座る。

「はっはい」

「亮士」

「はい、わかりましたっス」

　大おお神かみさんに言われ亮りよう士しくんはいそいそとお茶を淹いれに行く。

　そして向こうに消えたあと、

「紅茶と、コーヒー、日本茶どれがいい？」

　隣となりの部屋からそんな微び妙みように渋しぶくて男らしい声が聞こえてくる。

「紅茶……えっ？　えっ？」

　いきなり別人のようになった亮士くんの口調に驚おどろく少女。

「まあ、気にすんな」

　大神さんも、そんな亮士くんの変身には慣れたものだ。

「で、なんだ？　依い頼らいか？」

「はい。私は一年の佐さ藤とう洋よう子こといいます。それで依頼なんですが、付き合っていた彼がいたんです。でも先日別れました。彼が暴力をふるうので。でも彼はしつこくて……」

　うつむく少女。

「だから何度も断りました。最後には電話も無視して、話もしませんでした。そしたら手紙が来て、最後に一度だけ会ってくれ、そしたらあきらめるって……」

「なるほど」

「でも、呼び出された場所がここなんです」

　そう言って少女は手書きの地図を見せた。

　指定された場所は、御お伽とぎ花ばな市しのはずれにある広場。大神さんの記き憶おくが確かなら人気もあまりない場所だったはずだ。

「あやしいっスね。……はい、紅茶っス」

「どっどうも」

　亮士くんのテーブルにカップを置く手がぶるぶる震ふるえている。相変わらず初対面の人間に対してはヘタレ全開になる亮士くん。

　大神さんはいつもの通りコーヒーを受け取り、言った。

「ああ、こりゃむちゃくちゃあやしいな」

「はい。だからついてきて欲しいんです。そして私より先に彼に会って欲しい。それでほんとに別れる気なら私は出て行きます。もしそうじゃないときは……二度と私に近寄らないようにして欲しいんです」

　目を伏ふせてどことなく怯おびえた様子の少女。……なんだこいつ、オレを怖こわがってるのか。……まあオレはいろんなところで嫌きらわれてるからな。見た目も怖いって言われるし。だからりんごが基本的に接客してるんだが……今日は魔ま女じよ先せん輩ぱいとサバト開いてるみたいだし。

「で、その元彼ってのは強いのか？」

「いえ、帰宅部で武道をやってるってわけじゃありません。写真は全部捨てちゃったんでありません。名前は山やま本もと信しん二じで、中肉中背で……」

　少女の説明に大おお神かみさんは考える。なるほど、今のところ矛む盾じゆんはないな。でも……りんごに男のことを調べてもらうかな？

　……ま、いいか。今なんか忙いそがしそうだし、りんごを与あたえてる間は魔ま女じよ先せん輩ぱいもそれほど暴走しないだろうし。

「で、ここのシステム知ってるか？」

「はい、力を貸してもらう代わりに、必要なときは私も力を貸す」

「なら話は早いな。あと、なんか情報でもいい。噂うわさでもなんでも役に立ちそうな情報なら貸しを消す」

「で、この依い頼らいうけるんスか？」

「ああ、すぐに終わりそうだしな。と、少し電話かけるぞ。…………りんごか？」

『なんですの？』

「依頼人が来た」

『えっそれではすぐに行きますの』

「あー別にいい。オレらだけで大だい丈じよう夫ぶそうだ。なんだ、元彼がしつこいからガツンと言ってくれだとよ。オレらが出で張ばって名前出せばまあ、すぐ終わるだろ」

『そうですの……もし何かあったら、すぐに連れん絡らくしてくださいの。あと、無茶は絶対しないように』

「りょーかい」

　大神さんは携けい帯たい電話をしまうと、少女に聞いた。

「で、あんたはどうすんだ？　ついてくるか？　それともここで待っとくか？　どちらでもかまわねーが。待っとくんなら、もし別れるつもりならその男連れてくるし、そうじゃなけりゃあ脅おどすだけだしな」

「えっと、待っていてもいいですか？　今はあの人に近寄るのも怖こわいんです」

　うつむいて肩かたを抱だく少女。

　……本気で怖がってるな、顔も真っ青だ。

「……りょーかい。じゃあ、亮りよう士し行くぞ」

「ハイっス!!」

　大神さんは亮士くんを引き連れて少女の元彼がいるという広場に向かった。

　それが罠わなだとも知らずに。




「ぐっいてぇ」

「おい、おまえ前歯イってるぞ」

「くそう、腕うでがいてぇ」

　男たちが身体からだのあちこちを押さえながら呻うめく。ここにいる男で無傷な者はいない。

　大おお神かみさんは周囲を確かく認にんする。ここはどこだ？　大暴れしたあと、取り押さえられた大神さんは、ロープで縛しばられ目め隠かくしと猿さるぐつわをされ車に積まれて運ばれた。なるほど、用意周しゆう到とうだ。

　手足を縛られ転がされた大神さんは、ゆるんでいた猿ぐつわをどうにかはずす。目隠しはアイマスクをされていただけなのでとっくの昔にはずれていた。

　ここはどこだ？　車で揺ゆられた時間的にそれほど離はなれていないとは思うが。

　見回せばもうすでに使われてないとおぼしき錆さびついた機械やビニールシートのかけられた何かの資材などがちらほらと見える、窓ガラスは割れたまま放置され、ほこりやちりは積もるに任せたままになっている。

　こりゃあ、西区辺りの廃はい工こう場じようだな……こいつらにお似合いなしみったれたところだ。

　少し離れた場所で痛みに呻うめいている男たちを見ながら大神さんは暗く笑う。

　……まぁ、それはともかくとりあえず逃にげないとな。

　大神さんは周囲を確かく認にんする。そしてどうにか逃げ出す算段をつけると……

「はっ、いい気味だな」

　大神さんは痛みに呻く男たちに向けてそう嘲ちよう笑しようした。笑う大神さんの顔には傷一つない。

「てめぇ、人が手加減してりゃあいい気になりやがって」

「頼たのんでねぇよカス」

「なんだと!!」

　こめかみに青筋を浮かべた男が大神さんに近寄ろうとする。

「おい、やめろ。あの人に殺されるぞ！　あまり傷つけずにさらえって言われただろ。特に顔には傷をつけるなってな」

　そう、大神さんの顔がきれいなわけは不良たちが顔を狙ねらわなかったから。それがなければいくら大神さんといえども、この人数相手に傷を負わないなんてことはない。

「ここまでこけにされて黙だまってろって言うのか！」

「……顔はやめとけ。腹なら捕つかまえたときの傷ってことでごまかせるだろ」

　止めた男も相当頭にきていたのか、そう言って手を離はなす。

「おうよっ!!」

　男はうれしそうに答えると、大神さんを見下ろし蹴けりを入れた。

　蹴りを入れられるたび大神さんは押し殺した呻き声とともに転がる。それがどのくらい繰くり返されただろうか。

「いいざまだな、今はこれぐらいで勘かん弁べんしてやる」

　満足したらしい男はそう言い捨てると、仲間たちの下もとに戻もどっていく。

「……かっはっ……はーはー」

　体をくの字に折り曲げ苦しそうに息をつく大神さん。

　はっ、すげえ。見事なクズっぷりだな。

　不良たちはまとまって座り、たばこに火をつけている。とはいえ、ネコ型の痣あざをつけた不良の集団がたむろしている光景は、不良たちの疲つかれ果てた表情と相まってどこか哀あい愁しゆうが漂ただよっているが。

　さて……と。

　蹴け飛とばされ転がされたおかげで不良たちから距きよ離りが開いた、縛しばられた手も死角になっているはずだ。

　不良の人数は六人。一台しか車はなかったみたいだから、これは車に乗れた人数というわけだろう。車に乗れなかった連中は徒歩で来るはずだ。となると、そいつらが来るまでにどうにかしないと厳しい。

　大おお神かみさんは気づかれないよう小さな動作で、手首を縛るロープを地面にこすりつける。摩ま擦さつで焼き切ろうというのだ。

　そんな大神さんの耳に男たちの会話が入って来る。

「にしても、もったいねえなぁ。面つらだけ見りゃあそこそこいい女なんだが」

「しょうがねえよ、もし手を出したらあの人に殺されるぞ」

「お古で回ってくるのを祈いのろうぜ」

　……こいつらの親玉がどうやらオレのことをご所しよ望もうらしいな。そんな物好きがあいつ以外にいるとは……

　そこまで考えたところで大神さんの脳裏に人ひと影かげが浮かぶ。浮かんだのは、白はく馬ばの王おう子じ様などではなくおどおどと気弱に笑う……

　くっあいつのことなんか思い出すな！

　大神さんは頭を振ふってその影かげを振り払はらい、流れた思考を元に戻もどす。

　それで、オレが欲しいってのはいったい誰だれだ？

　そりゃあいろいろ恨うらみも買っているだろうが、この馬ば鹿かどもをここまで恐おそれさせるようなのに喧けん嘩かを売った覚えはないが。

　ともかく、今すぐどうこうされる恐れがなさそうなのが唯ゆい一いつの救いか。まあ、このまま逃にげられなかったらどうしようもないが。

　助けは……期待できないししない。

　自力で逃げ出す、誰の力も借りない。第一、この場所わからないだろうしな。

「……うーす」

　そのとき廃はい工こう場じようの扉とびらががらがらと開く。六人ほどの男がそこから入ってくる。くっ、間に合わなかったか。大神さんは歯がみする。

　そんな大神さんを尻しり目めに不良たちは馬鹿話に花を咲さかせる。

「おー遅おそかったな」

「遅かったなじゃねぇよ。てめぇらだけ楽しやがって」

「へっ、じゃんけんで負けたのがわりぃんだろ。…………とヤスオはどうした？　あと、ユージもいないな」

「ヤスオは血がとまらねぇとか言いながら帰ったよ。まぶたを派手に切ってたからな。ユージは前歯がきれいにイったんで歯医者直行だと」

「おーおー情けねぇ」

「まぁ、しゃーねーだろ」

　そんなことを言いながら、新たに入ってきた六人も男たちの輪に入っていく。

　さらに逃げるのが難しくなった。まずは、ここから逃げ出すにはこのロープをどうにかしないといけない。だが、ロープはなかなか頑がん丈じようだ。

　焦あせりが生まれる。どうするどうする、本当に間に合うのか？

　本当に逃にげられるのか？　何をされるんだろう、怖こわい、恐おそろしい、嫌いやだ。

　そんな不安が首をもたげてくる。

　大おお神かみさんはその不安を歯を食いしばり、噓うそで塗ぬりつぶす。

　オレは大だい丈じよう夫ぶだ。オレは逃げられる。オレは……オレは……オレは……

　大神さんは必死にロープを摩ま擦さつで焼き切ろうとする。

　なかなか切れない。

　切れない、怖い、大丈夫、切れない、嫌だ、心配ない、切れない、恐ろしい、オレは強い、切れない、怖い、切れない、嫌だ、負けない、切れない、無理だ、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない、切れない────。

　噓が追いつかない。

　とうとう、大神さんを守っていた噓の毛皮から心が漏もれだしてくる。認めたくない、もう捨て去ったはずの、いや捨て去ったと思いこんでいた昔の自分が漏れだしてくる。

　漏れだしてくる、漏れだしてくる、漏れだしてくる。

　…………誰だれか……助けて。

　大神さんの目め尻じりにこらえていた涙なみだが浮かんでくる。

　今にも大神さんが正直になろうとしたそのとき、なんの前まえ触ぶれもなく携けい帯たい電話が鳴った。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ……

　なんのしゃれっ気もない電子音。

「誰だ？」

　いきなり響ひびいた音に男たちは周囲を見回す。

「オレじゃねぇ」

「おれでもねぇよ」

「じゃあ、誰のだ？」

　男たちは耳を澄すまし、音の鳴る方向を探る。

「あいつから音が聞こえるな」

　男たちは立ち上がると大おお神かみさんに向かう。

　大神さんの心を絶望が塗ぬりつぶす。

　男たちの一人がポケットに手を突つっ込み携けい帯たい電話を取り出す。

「さわんなボケ、気持ち悪いんだよ！」

　噓うその毛皮がはがれかけた大神さんの精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こう。

「てめえ、優やさしくしてりゃあつけあがりやがって」

　男は大神さんの腹を蹴ける。どすっという鈍にぶい音が響いた。

「ぐっかはっ」

「だから、あんまり痣あざつけんなよ」

「顔じゃないからいいんだろ」

　うううううううう

　悔くやしくて声が漏もれる。悲しくて怖こわくて声が漏れる。

「それで誰だれからの電話だ？」

「男の名前だな……もしかしたらさっきの男かもしれねえぞ」

　男は通話ボタンを押し、携帯電話を耳に当てる。

『……涼りよう子こは無事か？』

「あ？　なんだおまえ。もしかしてさっきの男か？」

『そうだ』

　…………亮りよう士しか？

　そのとき大神さんの心にわき上がり、そして荒あれ狂くるった感情は……希望。

　しかし大神さんは次の瞬しゆん間かん、そんなことを考えた自分に愕がく然ぜんとする。

　何をオレは考えている。オレは昔とは違ちがう、頼たよるな縋すがるな求めるな。自分以上に頼れるものがあるか。

　なにより、なにより……もしこの希望に縋り、それが絶望に変わってしまったら。

　もう絶対に噓はつけなくなる。

　その恐きよう怖ふに、大神さんは残った噓の毛皮を必死に抱だきしめる。

「はっまじかよ、その口調かっこいいな。つーか、かっこよすぎだろおまえ。電話なら強いんだな」

「なんだなんだ？」

「いや、さっきの男だ」

「おいおい、どの面つら下げて電話かけてきてんだ？　お願いですから助けてくださいってか？　それとも警察でも呼んだか」

「いや、むちゃくちゃ強気でかっこいい感じだ」

「うわー、いい男と知り合いだなおまえ」

　地面に倒たおれたままの大おお神かみさんを見下ろして笑う。

「で、なんて言ってんだ？」

「無事か？　と聞いてきてる。──ああ、今んとこは無事だぞ。ただ、これからどんどん無事じゃなくなっていくけどな。どうだ？　このまま聞いておくか？　実じつ況きよう中ちゆう継けいしてやろうか？」

　ひゃはははは～と品のない笑い声を上げる男たち。そんな声を無視し、亮りよう士しくんは静かに言う。

『それには及およばん、今無事なら問題ない。これからはライブで見るからな。今のおまえらはここからよく見えるよ』

「あ？　なんだって？」

　携けい帯たい電話を持っていた男が、亮士くんに今の言葉を問いただそうとした瞬しゆん間かん、

「いてぇっ!!」

　隣となりでそんな声が上がった。

　目をやると、隣に立っていた男の指が腫はれ、あらぬ方向に曲がっている。

「痛いてぇ！」

「痛っ！」

　男たちが叫さけびながら、肌はだの露ろ出しゆつした部分を次々と押さえだす。

「なんだなんだ？」

　隣の奴やつに当たった何かが、携帯電話を持った男に跳はね返ってきた。威い力りよくの弱まっていたそれは男に当たると地面に落ち、ころころと転がる。転がったのは一センチほどの鉛なまりの玉。

　それを見た男は叫んだ。

「何か撃うってきてやがる、隠かくれろ!!」

　その声に、蜘蛛くもの子を散らすように隠れる男たち。

　何がなんだかわからないのは一人取り残された大神さん。

「なん……だ？」

　地面に転がったまま呆ぼう然ぜんとつぶやく。それは、別に誰だれかに答えをもらうための言葉ではなかった。しかし、その言葉に答える予想外の声があった。

「助けに来たんですのよ」

「……りんごか？」

　大神さんがそう問うと、やはり答える声がある。

「そうですの。涼りよう子こちゃん、がんばりましたのね」

　りんごさんは大神さんの目の前に座り優やさしく微笑ほほえんだあと、自分の制服の裾すそで大神さんの目め尻じりに浮かんだ涙なみだを拭ふく。

　その瞬しゆん間かん大神さんは我に返り真っ赤になる。

　その大おお神かみさんの反応にさらに深い笑えみを浮かべながら、りんごさんは抱かかえた大きなバスケットからナイフを取り出し、大神さんを縛しばったロープを切り始める。

　いつの間にか現れた二匹ひきの見覚えのある大型犬が、無防備になった大神さんとりんごさんの目の前を二人を守るようにうろうろとしている。

「おまえらは」

　そう問う大神さんに二匹の犬はウォンと吠ほえる。

「それに、これはなんなんだ？　それにどうしてりんごがここにいるんだ？　なんで場所がわかったんだ？」

　次に大神さんは視線を上げ、逃にげ回る男たちを見ながら、浮かんだ疑問を矢や継つぎ早ばやに聞いていく。

「うふふ、それはですの」

　りんごさんはにこにこ説明を始めた。




　───三十分前、御お伽とぎ学がく園えん付近

　りんごさんが大神さんに説明を始める三十分ほど前、りんごさんはある荷物を抱かかえて走っていた。

「あっ、赤あか井いさん。頼たのんでいたものは持ってきてくれたっスか？」

「はい、魔ま女じよ先せん輩ぱいが昔罠わなに使ってたやつがほこり被かぶってたので、それを持ってきましたの」

「よかったっス。前にその話聞いて、あるとは思ってたんスけど」

「それで、涼りよう子こちゃんは？」

　その問いに亮りよう士しくんはうつむきぽつりと言う。

「……掠さらわれたっス」

「っ！　……どこに？」

　血相を変え亮士くんに詰つめ寄るりんごさん。亮士くんはここまで取り乱したりんごさんを初めて見た。

「……わからないっス」

「それであなたはここで何をしてるんですのっ!?　場所がわからなかったら、私が持ってきたこれもなんの役にも立たないじゃありませんの!!」

　激高するりんごさんから亮士くんは視線をはずし、りんごさんのやってきた道を見据すえる。

　そんな亮士くんの行動に、りんごさんは持っていた黒のリュックを亮士くんに投げつける。そして恐おそろしく冷たい瞳ひとみで睨にらみ付け言った。

「……なんですか、これはあなたがやるだけのことはやったと自分に言い訳するためにでも必要だったんですの？」

　その視線に亮士くんはがくがく震ふるえながらも、りんごさんを見つめ返し叫さけぶ。

「違ちがうっス！」

「ならここで何を！」

　りんごさんに投げつけられたリュックを抱かかえる亮りよう士しくんの腕うでがぷるぷると震ふるえている。それは、りんごさんの視線を受けているからか、それとも自分への怒いかりからか。

　亮士くんは悔くやしげにうつむき言う。

「おれは、盾たてになれれば役に立てる、そう思ってたんスよ。でも、盾ってのは守るだけで状じよう況きようはなんにも変わらないんス。いくら守ってても、涼りよう子こさんの危険が減るわけじゃない」

「だから涼子ちゃんを見捨てて逃げたんですの？　見下げ果てましたの」

「逃げた言い訳はしないっスよ。でも……見捨ててはいない。盾にも剣けんにもなれない。どうがんばろうと涼子さんの騎士ナイトにはなれないんスよおれは」

　りんごさんは口を開こうとしたが、亮士くんの瞳ひとみを見て言葉を押しとどめる。

「でもっす、そんな情けないおれでもできることはある。おれは、涼子さんを守る騎士にはなれないけど………………涼子さんを助ける狩人かりゆうどにならなれるんスよ」

　亮士くんは銀色の細長い何かを取り出し咥くわえて息を吹ふき出した。しかし、りんごさんの耳には何も聞こえない。

「……それは？」

　そう問うりんごさんに答える。

「犬笛っスよ」

「犬笛……」

「そうっス、これでさっきから呼んでるんっスよ…………来た」

　亮士くんがそう言いながら見ている方向にりんごさんが目を向けると、遠くに黒と白の犬が駆かけてくるのが見えた。

　亮士くんは駆けてきた犬を抱だいて頭をなでる。

「よし、よく来た」

　そう褒ほめると犬たちはうれしそうに喉のどを鳴らす。

「……ふふ。そういうことですの」

　そこでようやく亮士くんの本心に気づいたりんごさんの顔に笑えみが戻もどる。そのりんごさんの視線を真っ正面から受け止めて亮士くんは言った。

「はいっス。これから涼子さんを取り返しに行くっス」




　亮士くんは先ほどの広場に戻ってきた。相変わらず人気はない。

「ここっス」

　案内されたりんごさんは足あし下もとを見てあわてる。

「これはタイヤの跡あと……涼子ちゃんは車で運ばれたんですの？　なら匂においでも追つい跡せきできないんじゃないですの!?」

「大だい丈じよう夫ぶっス。おれは逃にげたあと、一度気配を消して戻もどってきたんスよ。車は一台だけでした。涼りよう子こさんは車に乗せられて運ばれたんスが、男たち全員が車に乗れるわけないっスよね。だからあいつらじゃんけんで車に乗る奴やつを決めたんっス。そして残りは歩き。そのとき車に乗った奴が乗れなかった奴に言ってたんスよ、『おまえらは歩いて後から来なっ』と」

「なるほど、その歩きの人たちを追つい跡せきするというわけですのね」

「そうっス。それじゃあ頼たのむ、エリザベス、フランソワ」

　亮りよう士しくんがそう言って犬たちをなでると二匹はうれしそうに吠ほえ、においをかぎ始める。そして地面に鼻をつけたまま歩き出した。

「じゃあおれたちも行きましょう」




　迷いなく進んでいた犬たちが十字路で足を止め迷い始めた。

「ここで分かれたみたいっスね。片方がまっすぐ、もう片方が左。……たぶん怪け我がが酷ひどい奴が病院に行ったか帰ったんスね。涼子さん、かなり大暴れしたみたいっスから」

「ということは、どちらかが当たりでどちらかがはずれということですのね」

「そうっスね。……どっちだ？」

　亮士くんはその十字路の中心で屈かがむと犬たちを招き寄せる。

「どっちだどっちだ？」

　犬たちをなでながらそう聞く亮士くん。

　りんごさんには犬たちはどうやら左のほうに興味を示しているように見えた。

「左の道ですの？」

　しかし亮士くんは首を振ふる。

「いやまっすぐっス。行きましょう」

「え？　でもこの子たちは……」

　りんごさんは犬たちに目をやる。

「たぶん左の方が血のにおいが濃こいんスよ。涼子さんに殴なぐられて結構派手に血を流してた奴がいたんっス。たぶん、脱だつ落らくするならそいつだと」

　その説明にりんごさんは納なつ得とくする。

「なるほど。そういえば、この子たちは猟りよう犬けんでしたの。確かにまっすぐこの先は繁はん華か街がいから離はなれる道ですの、病院に行くならこっちには来ないと思いますの。それに確か……」

　バスケットからノートパソコンを取り出し、キーボードを打つ。画面に出てきたのは地図。

「……やっぱりいくつか廃はい工こう場じようがありますの。ここからは人気もなくなっていきますし、無茶苦茶あやしいですの」

　御お伽とぎ学がく園えん創立から起こった建設ラッシュの時期に、資材を保管する倉そう庫こや、加工する工場が数多く造られた。が、それらは今用済みとなり、取り壊こわされてないいくつかは昔のままに放置されているのだ。そして同時にそこは鬼おにヶが島しま高校のテリトリーでもある。

「よし、そうとわかれば急ぎましょう」

　犬たちを先頭に二人は走り出す。その最中にりんごさんは聞く。ただ走って息が切れてるため言葉がとぎれとぎれになる。

「それで言われたとおり……持ってきたあれですけど……使えるんですの？」

「大だい丈じよう夫ぶっス、小さいころ近くに子供がいなかったんで、いっつも一人で遊んでたんスよ。一人じゃないときはじいちゃんにくっついて山の中うろつきながらアレを撃うってたんス、いっぱしの猟りよう師し気取りで。大きくなってからは猟りよう銃じゆうも内ない緒しよで撃たせてもらったっスけど」

　それを聞いてりんごさんは納なつ得とくといった風に言う。

「やっぱり……あのときストーカーさんの……振ふり回してたナイフが飛んだのは？」

「……おれっスよ。あいつがナイフを出したときにあわてて、近くの枝を折ってパンツのゴムで即興で作ったんスよ。玉は落ちてた石っス」

「……そんなもので……よく当たりましたの……ね」

「あれは我ながら会心の一いち撃げきだったっスよ。あのナイフを振り上げたタイミングじゃないと、あそこまできれいにナイフは飛ばなかったっスよ。正直もう一度やれと言われても無理っスね」

「なら……それを最初から言っていれば……涼りよう子こちゃんも怒おこらなかったですのに」

「出て行けなかったのは確かじゃないっスか。いくらおれが何をしてようが、あのときおれは隠かくれてたのは事実っス。情けなくて悔くやしくて。だからせめて盾たてぐらいにはなんて思ったんスよ。それが告白するための後押しになったんスね。……今でも完全に割り切れてるわけじゃないっスけど、それでもこれならおれは盾よりも役に立てます。絶対に涼子さんを助けるっス」

「ふ～ん、男の子ですのね～。今の方がかっこいいですのよ」

「そうっスか」

　照れる亮りよう士しくん、全く息を切らせていない。

「にしても……体力……ありますのね」

「体力は自信あるっスよ。毎日こいつらの散歩に付き合ってますし」

「……なるほどですの」

　うれしそうに前を走っている二匹ひきの犬を見てりんごさんはつぶやいた。




「やっぱりここっス」

「ひゃっ！」

　携けい帯たい電話をしまいかけてたりんごさんは、耳元でいきなり聞こえた声に驚おどろき飛び上がる。

「おっ脅おどかさないでくださいですの」

　目的の廃はい工こう場じように到とう着ちやくしたあと、偵てい察さつに行った亮りよう士しくんが今帰ってきたのだ。

「それで、涼りよう子こちゃんの様子はわかりましたの？」

「……ロープで手足を縛しばられて地面に転がされてるっスよ」

　怒いかりもあらわに言う亮士くん、りんごさんもそれに許せないといった顔で答える。

「女の子の扱あつかい方をわかってない方が多すぎですの。それでどうします？　一応応おう援えんは呼んだのですけど、来るにはもう少しかかりそうですの」

　亮士くんは少し考えたあと、りんごさんを正面から見据すえて言った。

「………………作戦があるんスけど、のりませんか？」

　その亮士くんの決意を秘めた表情にりんごさんは先を促うながした。

「……話してくださいますの？」




「というわけで、森もり野の君が攪かく乱らんしている間に、助けに来たというわけですの。はい、切れましたの」

「ああ、サンキュー」

　パラパラと落ちるロープ。大おお神かみさんはよっこらせと立ち上がる。

「にしても、許せませんの。涼子ちゃんのきれいな手がすり切れて血がにじんでますのよ」

「ああ、そういえば痛いな」

　今気がついたというような感じでつぶやく大神さん。ふと目に入った二匹の犬に近寄り、なでる。

「サンキューな。エリザベスにフランソワ……だったっけ」

「そうですの。……ふふ、涼子ちゃんうれしそうですのね」

「そんなことねぇよ」

　そう否定する大神さん、しかしその顔には笑えみが浮かんでいる。

　心の内から浮かび上がる感情を抑おさえきれない。破れてつぎはぎになった毛皮からは、先ほどの絶望とは違ちがうものが漏もれだしてくる。

　うれしい。

「ふふふ、顔はそう言ってませんのよ」

　うれしいうれしいうれしい。

「ちっ」

　うれしいうれしいうれしいうれしいうれしい。

　噓うその毛皮は破れたままなので、心の中が漏れ続ける。笑みが止められない。

「で、亮士はいったい何やってるんだ？」

　隠かくれて何かをとばしているらしい亮士くん。しかし大神さんには何をしているのかわからない。

「ああ、パチンコですの」

「……パチンコってあのパチンコか？」

「そう、ギャンブルの方じゃなく、ゴムで玉とばすヤツですの」

「しっかし、そのパチンコってこんなに」

「パチンコ……というかスリングショットってのは元々狩しゆ猟りよう用ようですのよ？　小動物ぐらいなら死にます。服の上からならともかく、素す肌はだに当たれば相当痛いですのよ？」

「あいつこんな芸持ってたのか」

「はいですの、正直想像以上でしたの。考えてみれば、人さえ近くにいなければ、冷静な男らしい人ですから、森もり野の君に実にぴったりな武器ですの」

「なるほど、じゃあオレも行くか」

「涼りよう子こちゃんは、怪け我がしてるんですのよ？　もう少し休んでからでも……」

「まぁ、亮りよう士しの奴やつだけに任せとくわけにもいかねーだろ。それに、この痛みは百倍にして返してやらないと気がすまねー。オレらのモットーは借りは返すだろ？」

　逃げ回っている男たちを見ながら大おお神かみさんは腕うでをぐるぐる回す。男たちは隠れても、いつの間にか移動した亮士くんに撃うたれる。それを繰くり返している。時折こちらに来ようとする奴もいるが、フランソワとエリザベスに追い払はらわれる。

「しょうがないですの。それなら、これつけてくださいですの」

　バスケットから取り出したのはねこねこナックル。

「助かる。オレの持ってたのは、あいつらにとられちまったからな」

　大神さんはそう言いながら受け取り装着する。…………大神さんはそこで違い和わ感を覚えた。なぜかコードがのびている。ねこねこナックルの左右の両方から。

「なんだこりゃ」

「うふふふ、ねこねこナックル改かいですの。魔ま女じよ先せん輩ぱい特製ですの」

　そうあやしく笑いながら大神さんの腰こしに小さな鞄かばんのついたベルトを巻く。コードはどうやらその鞄からのびているようだ。

「涼子ちゃんが人を殴なぐると、インパクトの瞬しゆん間かんに五十万ボルトの電流が流れるんですのよ。スタンガンと同じです。もちろん涼子ちゃんの手は絶ぜつ縁えん体たいで守られてるので大だい丈じよう夫ぶですの」

「……こりゃまた物ぶつ騒そうなもん作ったなぁ」

「魔女先輩ですから」

「そりゃそうだな。……じゃ、いくか」

　大神さんは、今までの借りを返そうと走り出す。

　亮士くんの狙そ撃げきを受けて逃にげまどう男たちは動き出した大神さんに気づくと、その中の一人が叫さけんだ。

「女を捕つかまえろ!!　そうすれば撃うてねぇはずだ!!」

　その声に、隠かくれていた男たちが出てくる。血が出ていたり、痛そうに身体からだのあちこちに手を当てていたりするが、欠けた奴やつはいない。きっちり十二人。

　亮りよう士しくんの攻こう撃げきは、痛いは痛いが意識を刈かり取るわけではないのだ。当たれば皮ひ膚ふが裂さけ血が出るし、手足の先にうまく当たれば指の骨が折れるし爪つめが割れる。しかしそれだけ。目を狙ねらえば致ち命めい傷しようにできるかもしれないが、流石さすがの亮士くんも目を狙ねらうのは難しいし、何よりためらわれるのだ。

　そんな男の叫さけびに、大おお神かみさんは男たちから逃にげるのではなく、逆にその中に走り込んだ。それに気づいた男たちは飛んで火にいる夏の虫と、大神さんを囲もうとする。しかしそれはできない。大神さんが誰だれかを攻こう撃げきしている間に回り込もうとしたり、二対一に持ち込もうとしてもどこからか飛んでくる鉛なまり玉だまがそれを邪じや魔まするのだ。一対一ならば大神さんが後おくれをとることはない。しかも今は、新兵器も身につけている、パンチが一発あたればいいのだ。

　大神さんの攻撃に、男たちは一撃で沈しずんでいく。

　そんな中、大神さんはとても気分がよかった。

　身体が動く、身体が軽い。精神の高こう揚ようが身体の痛みを消し去っている。

　男たちの一人が鉄パイプを振ふり下ろす。それを右のねこねこナックル改かいで受け止めると電気が流れる。ぎゃっと叫び鉄パイプを落とした男の顔に左のパンチがめり込む。その瞬しゆん間かん、大神さんの後ろで何かが落ちる音が聞こえる。振り返ると、手を押さえた男の姿、地面には木刀が落ちている。亮士くんの狙そ撃げきだ。

「はははっ」

　大神さんの口から思わず笑い声が漏もれる。

　背中が頼たよりになる。……こういうのもいいな。

　大神さんは戦いながらも今までにない安心感を抱いだいていた。援えん護ご射しや撃げきのおかげで背後を気にする必要もない。その援護は、大神さんの動きを予想しているかのような、これ以上ないタイミングで行われるのだ。

　基本的にりんごさんは戦せん闘とうができないので、大神さんはいつも一人で戦っていた。大神さんが拒きよ否ひするので応援を頼たのむこともほとんどなかった。この前、王おう子じ様と共同戦線を張ったが、あれはそれぞれ一人で戦っただけ。でも今は違ちがう、お互たがいにできることをやって支え合っている。どちらかが欠けてもこうはならない。

「ふん、まとめてかかって来やがれ」

　不敵に笑う大神さん。

「ウォン!!」

　そんな大神さんの両りよう脇わきで自分たちを忘れるなと吠ほえる二匹ひきの猟りよう犬けん、エリザベスとフランソワ。

「はっ、おまえらもいたか。……じゃあ行くぞ！」

　大おお神かみさんは二匹のお供を連れて走り出す。

　男たちが最後の一人になるまでさしては時間がかからなかった。




「よし、おまえで最後だ」

　大神さんが最後の一人に電でん撃げきパンチをお見み舞まいしようとしたそのとき、後ろから声がかかった。

「おい、てめえら動くな！　隠かくれて何か撃うってくる奴やつもその犬もだ」

　りんごさんの首に腕うでを回している男がいた。背が高くがたいもよく、なおかつ顔が怖こわい。

　それは大神さんが見たことのない男、新あら手てだった。

「かよわい女の子を人ひと質じちに取るなんて最低ですのね」

　人質のりんごさんは冷静に言う。

　そのりんごさんの様子を見て大神さんは、エリザベスとフランソワの首輪をつかむ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶだから動くな」

　不服そうに唸うなる二匹ひき。

　それを見てぐへへへと嫌いやらしく笑う男。

「動くな、動くなよ。おい、そいつら縛しばれ」

「了りよう解かい、ボス遅おそかったっスね。……と、犬はどうします？」

　形勢逆転にいきなり態度の大きくなる、からくも生き残った最後の一人。

「知るか、煮にるなり焼くなり殺すなりしろ」

「了解」

　落ちていた鉄パイプを拾い上げる不良。

「……最低より下の人を表す表現はやっぱり最悪になるんですの？　私としてはそれ以上の表現が欲しいですの……極悪？　大悪、罪悪、ゲス野郎なんてのはぴったりなんですけどなんか陳ちん腐ぷですの。……なんかしっくりくるのないですの？」

「あ？　てめえ何言って」

　男の言葉はそこで止まった。

「マイオトロン～」

　そんなりんごさんの叫さけびとともに男の叫び声が響ひびく。

「うぎゃがががっ！」

　ずるずると崩くずれ落ちる男。りんごさんの手にあるのは黒くてまるいスタンガン。だが、りんごさんは止まらない。りんごさんはそのバチバチ物ぶつ騒そうな音を出しているスタンガンを倒たおれた男に再び向ける。

「これは、殺されて犬いぬ鍋なべにされそうになったエリザベスちゃんとフランソワちゃんの分ですの。過か剰じよう防ぼう衛えいなんて知ったことじゃないですのよ。イ○ラ～サン○ガ～」

　ちなみに、口に出す必ひつ殺さつ技わざとか呪じゆ文もんはそのときの気分で変わるらしい。

「うぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ」

　ぴくぴくとけいれんしている男。

「ふぅ、すっきりですの」

　いい笑顔で汗あせを拭ふくりんごさん。

　それを見た大おお神かみさんと二匹ひきの犬は、しっぽを丸め後ずさった。

「で、あなたが正しよう真しん正しよう銘めい最後の一人ですのよ」

　りんごさんが、手の中の凶きよう器きをバチバチさせながら言うと、最後の一人になった男は鉄パイプを放ほうりなげ一目散に逃にげ出す。

「うっうわあああああああ」

「あっ、てめぇ待ちやがれ!!」

　追いかけようとする大神さん。

　だが、その必要はなかった。

　入り口にさしかかった瞬しゆん間かん、男はドゴッという派手な音とともに吹ふき飛ばされたのだ。

「いやー大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

　そんな声とともに遅おくればせながら入り口から入ってきたのは白はく馬ばの王おう子じ様だった。







　　　うそつきおおかみさんとりょうしくん




「……白馬先せん輩ぱい？」

　大神さんが王子様に目をやる。

「いや、大変だったね」

　心配そうな顔で大神さんに話しかける王子様。

「……先輩はどうしてここにいるんですの？」

　警けい戒かい感を隠かくそうともせずスタンガン片手に大神さんの前に庇かばうように立つりんごさん。

「佐さ藤とう君が君たちのところに行っただろう？　彼女はね、ボクシング部のマネージャーなんだよ。だからね、僕が振ふられたところを見てたらしいんだ。彼女は僕が好きだったらしくて、僕を振った大神さんが許せなかったそうだよ。ほんと巻き込んでごめん」

　頭を下げる王子様。

「じゃあ、この場所がわかったのは？」

「佐藤君に教えてもらったんだ。彼女が罪の意識に耐たえかねて告白してきたんだよ」

「それでは、彼女とそこで転がっている彼らとの接点はなんですの？」

「それは僕にもわからないよ。彼女はまじめな人だったから」

　王おう子じ様は本当に残念そうに言う。その王子様にりんごさんは笑って言った。

「じゃあ、私が教えてあげましょうか？」

　その言葉に固まる王子様。がどうにか持ち直すと笑顔で聞いた。

「どういうことだい？」

「ここだけの話、あの支店は防犯カメラが仕し掛かけられてるんですのよ。だから、彼女が来たときから暇ひま人じんの頭とう取どりさんが一部始終見てたんですの。で、なんとなくきな臭くさく感じた頭取さんはいろいろ調べてみたんですの。私たちに集まってくる情報はかなり多いですし、貸しを使えば聞き込みもスムーズですし、一歩も出ないでその場で調べられたらしいですのよ？　奇き妙みような特技も持ってますし」

　流石さすがですね～と人ごとのように言うりんごさん。

「それでですの。彼女が嫉しつ妬とを感じたのは本当、彼氏と別れたのも本当ですの。ただ、彼氏の方がしつこく迫せまっているというのは噓うそ。そして、彼女の嫉妬を煽あおったのはあなた。彼女は、あの場面を見てません。見たというのは噓で、実際はあなたが落ち込んだ様子を見せて、心配した彼女に振ふられたことを悲しそうに話した。さらに調子を崩くずしたふりをして対抗戦で苦戦してみせて、涼りよう子こちゃんへの嫉妬を憎にくしみに変えさせる。どうせ、そこまでやるなら負ければよかったですのに。やっぱりプライドですの？」

　かわいらしく小首をかしげて聞くりんごさん。王子様は笑顔で返事をしない。

「で、鬼おにヶが島しまの皆みなさんと彼女の接点をあなたが知らなかったというのは噓。あなたが、彼らと接点を持っているのはかなり前に情報はつかんでましたの。で、そこで新たな女性が登場、仮にＡ子さんとしましょうですの。そのＡ子さんが、私も王子様が振られて傷ついたことを知っている、許せない～なんて言いながら佐藤さんに近づき仲良くなる。そして涼子ちゃんに目に物見せてやろうということになり、Ａ子さんが鬼ヶ島の皆さんと知り合いだと言って……今回の計画になりましたの。ま、長々と話しましたけど、Ａ子さんを差し向けたのはあなたですのね白はく馬ば先せん輩ぱい。犯人はおまえだとでも指さした方がいいんですの？　まあ、残念ながらこれらの推すい理りは私がしたんじゃないんで偉えらそうなことは言えないんですけど。ちなみに、佐藤さんはあなたに罪の告白なんて殊しゆ勝しようなことをしてませんので、この場所を関係者以外が知ってるはずありませんの。ですから、この場にあなたがいるだけであやしさ大爆ばく発はつですのよ？」

「いつの間に……」

「森もり野の君が偵てい察さつに行っている間に頭とう取どりさんから電話で聞きましたの。まぁ、真実を知った感想としましては、ほんと私は危き機き一いつ髪ぱつだったですのあぶなかった～、て感じですの。もし私が涼子ちゃんについて行っていたら、そこに転がっている方のなぐさみものになってたかもしれませんの」

　その心底怒おこったという様子のりんごさんに王子様は悪びれもせずに言った。

「ん～、なってただろうねぇ。君には興味なかったし」

「なっ」

　大おお神かみさんが殴なぐりかかろうとするのを、りんごさんは止める。

「まだ聞きたいことがありますの」

「まったく……。せっかく、限界まで追いつめられた大神くんを颯さつ爽そうと助けて惚ほれさせようとしたのになぁ」

「びっくりするほど、陳ちん腐ぷな作戦ですのね」

「まーね、僕もそう思うよ。でもね、とても効果的ではあるんだよ。実際大神君は追いつめられてあと一歩で崩くずれるってところまで行ったしね。そこでかっこよく助けだし、その折れた心を優やさしく支えてあげれば一丁上がりだ」

「うわーずっと見てたんですの？　趣しゆ味み悪いですのよ？」

「……あいつらオレに手を出したらあの人に殺されるとか言ってたんだが、あの人っておまえだろ。オレを助けたとしてもバレバレだろう」

　あきれたように言う大神さんに王おう子じ様は心外だという顔をする。

「いや、あの人ってのはそこに転がってるでしょ」

　それは、いきなり現れてりんごさんを人質にとったあげくに、スタンガンの電流で未いまだぴくぴくしている男。

「彼が、今回のラスボス大番長だ。ちなみに、彼らは僕の顔を見たことがないので、下手へたなことは言わないよ。う～ん、僕の敗因は君たちの情報収集能力を侮あなどったことだねぇ」

「それもあるんですけど、一番は森もり野の君ですのよ。でないと間に合わなかったですの」

「ん～あのヘタレ君がこんな特技を持っていたとはね」

「正直言えば私もびっくりですの」

　りんごさんと王子様の会話が終わったところで、大神さんは聞いた。

「…………おい、なんでオレなんだ？」

「ん～そうだね。はっきり言って、君の素材は最高なんだよ。磨みがけば光る容姿に、その強い心。その強気な君を自分の思いのままにできたら、それはすばらしいことだと思わないかな？　世界中で僕だけが君を自由にできる」

「ふん、強つよ気き娘むすめがタイプですのね」

　りんごさんが途と中ちゆうでそうつっこむが王子様には聞こえてないのか話を続ける。

「僕はね、自分で言うのもなんだけど努力家なんだ。客観的に見ると容姿家いえ柄がら才能すべてに恵まれているように見えるだろう？　確かに欲しいものはだいたい手に入れてきた。それでも僕はこの世が思い通りにならないと知っている。

　それが嫌いやなので僕は努力をする。この世が僕の望み通りに回るように。すべてが僕の思い通りに行くように。そして、努力でできないことをなくしていった結果、今の僕があるわけだよ」

「ふん、こいつらもその努力の成果というわけか？　確かに努力家なんだろうが、はっきり言って反吐へどが出る」

「いいねいいね、その反はん抗こう的な態度。最初から思い通りになるもの、それはそれでいいんだよ。ただね、やっぱり自分の思い通りにならないものが思い通りになる、その喜びに勝まさるものはない」

「だから、おまえになびかなかったオレを努力で自分のものにしようとしたわけか」

「ま、そういうわけだよ。ちなみに君の質問に答えると、そこに転がっている彼らも僕が努力して人脈を作っていった成果だよ。そう、人脈も力なんだよ。表だけでなく裏でも力を持ってないと、なかなかすべてを思い通りにはできないよね。ただ、そこに転がってる役立たずたち、これは努力というまでのことでもなかったんだけど。金であっという間に懐かい柔じゆうされちゃったし。ま、その分使えなさすぎだけど」

　全くとあきれ顔の王おう子じ様は肩かたをすくめ、そして急に笑顔に戻もどると言った。

「で、君たち。時間稼かせぎはこの辺までにしてもらおうか。助けが来る前に、君たちを動けなくして大おお神かみ君と赤あか井い君を持って帰るよ。ま、そのあとは楽しいひとときを過ごさせてもらう」

「断る。作戦が失敗したら、今度は無理矢理に自分のものにしようってか？」

「その通りだよ。力ずくでも自分の思い通りにするには変わりない。さっきも言ったように僕は、この世はすべてが都合良く回るわけがないと知っている。理解している。ただ、理解するのと、納なつ得とくするのは別物だよね？　腹が立つものは腹が立つんだよ、僕の思い通りに行かないと」

「とんだ、わがままおぼっちゃんですの。それでなぜ、連れ帰るリストに私が加わってますの？」

「いや、君もなかなか反抗的だから、思い通りにすることができたら、とても気持ちいいだろうなと」

「……最悪ですの」

　げんなりと本気で嫌いやな顔をするりんごさん。

「りんご下がれ、こいつはオレがぶん殴なぐる」

「できるつもりかい？　一週間もスパーリングしてたんだから、僕の力はわかっているだろう？」

「一人ならな……亮りよう士し!!」

　大神さんはそう叫さけび走り出す。が、

「おっと、させないよ」

　王子様は大神さんの懐ふところに入り込んだ。

「なっ!!」

　驚おどろく大神さん。しかし、反射的に殴りかかる。

「当たらないよ」

　いったんバックステップで下がりパンチを避さけると、再び接近し大おお神かみさんの腹を思い切り殴なぐる。

「ぐはっ」

　たったの一いち撃げきでよろめく大神さん。

「確かに、その物ぶつ騒そうなものをつけてる君のパンチが当たってしまったら一撃でおしまいだ。だけど当たらなければいい。ちなみに僕はボディしか殴らないから。顔殴ると手が痛いし、顔が壊こわれるとしらけるしね。ちなみにボディでダウンするのは苦しいらしいよ、僕は経験ないけど」

「うっうるせえよ」

　その様子を見て二匹ひきの犬は王おう子じ様に襲おそいかかり、

「邪じや魔まだよ」

　その一言とともに吹ふき飛ばされた。

「キャイン」

「ギャイン」

　あわてて駆かけ寄るりんごさん。

「っ！　エリザベスちゃん！　フランソワちゃん！　森もり野の君、援えん護ごは？」

　りんごさんのその叫さけびにどこからか焦あせり気味の亮りよう士しくんの声が聞こえてくる。

「うまく、涼りよう子こを盾たてにしている！　あと、動きが速すぎる」

　亮士くんは場所を変え、どうにか狙そ撃げきしようとするが、動きの速さと、王子様が大神さんに密着しているため援護ができない。

「あー、ヘタレの彼がこんな特技を持っていたのは知らなかったけど、威い力りよくがあまりないよね。目にでも当たらないと致ち命めい傷しようにならない。その他ほかの場所に当たっても痛いだけだね。うっとうしいから当たってあげないけど。そう言えば大神さん、狼おおかみの正しい倒たおし方を知ってるかい？」

「黙だまれっ!!」

　余よ裕ゆうで大神さんのパンチを避さけつつ王子様は、

「お腹なかを裂さいて石を詰つめるんだ。そしたらその重さで井い戸どにぼっちゃーん」

　大神さんのボディにパンチをたたき込む。

「がっ!!」

　ほとんど気力だけで崩くずれ落ちるのをこらえる大神さん。

「どうだい、お腹が重くなってきたかな？　でもあまり屈かがまないで欲ほしいなぁ、盾たてにならないし。まぁ、もう一発くらいかな」

　余裕の王子様。亮士くん対策で、動きを止めることはない。壁かべを背にし、確実に大神さんと亮士くんの一直線上に自分を置く。そんな王子様に大神さんはどう猛もうな笑えみで言う。

「おまえが……アマチュアで……プロに行かない理由が……わかったよ」

「ん？」

「プロになると……負けるかもしれない。……相手も強いからいたぶれない。……だから勝てる場所で……お山の大将きどってんのか」

「そうだよ。プロのお誘さそいも来てるには来てるけど、流石さすがにプロでは思い通りにならないと思うからね。それでも、負けるつもりはないけど。第一、ボクシングは物理的な力を手に入れるためにやってることだから、上を目指そうなんて気はさらさらない。手段と目的をはき違ちがえてわざわざ不ふ愉ゆ快かいになることもないよね」

「本気で……むかつくなおまえ。……絶対ぶん殴なぐる」

「できるならどうぞ、君が強ければ強いほど、あとで楽しくなるんだよ」

　いやー楽しみだ。そう言いながら、王おう子じ様は誰だれもが見とれるような素す敵てきな笑顔を浮かべた。

　許せない、このきれいな顔をぶん殴りたい。一発、一発だけでいいから……。

　だが、大おお神かみさんにはこの顔を歪ゆがめさせる術すべはない。

　悔くやしさで大神さんの顔が歪む。そのとき、

「涼りよう子こっ!!」

　そんな声が聞こえた。

　大神さんの顔の歪みが笑顔に変わる。

　そうだな、オレだけならあいつの顔を歪ませるなんてできない。そう、オレだけなら。

　大神さんは、拳こぶしの先のねこねこナックルを見る。

　その特とく徴ちよう的な形を見て大神さんは思いついた、あのにやけたむかつく面ツラにパンチをたたき込む方法を。あいつの力があれば、どうにかなるかもしれない。

　しかし、練習も何もないぶっつけ本番。それどころか意思の疎そ通つうさえナシ、作戦すら伝えられない。大神さんの意図を亮りよう士しくんが汲くんでくれる保証など全くない。いや、大神さんの意図に気がつくほうがおかしい。

　しかし、大神さんは……

「亮士!!　行くぞ!!」

　そう叫さけぶと拳こぶしを振ふり上げる。

　保証などない、わかるのは相手のいる方向だけ。伝えられた言葉はお互たがいたった一言。それでもなんとなく、大神さんは自信があった。そう、なんとなく、言葉にはできないがなんとなくどうにかなる気がした。あいつなら、あいつとならどうにか。

　大神さんは認めないだろうが、言葉にできないその感情は……信しん頼らい。大神さんと亮士くんが日々の中で少しずつ積み上げてきたもの。

　大神さんは正しよう真しん正しよう銘めい最後の力で殴りかかる。

　その全力のパンチ。破は壊かい力りよくはあるかもしれないが大振りだった。見え見えのテレフォンパンチ。

　それを見切った王おう子じ様は余よ裕ゆうで避さけ、大おお神かみさんにトドメを刺さそうとする。

　しかし、

「はい、終わ……」

　………………らなかった。

　カーンという乾かわいた音のあと、大神さんのパンチの軌き道どうがあり得ない方向に変わったのだ。

　目の前でいきなり変わった軌道に、余裕からすれすれでかわしていた王子様が対応できるはずもなく、大神さんのパンチが王子様の顔に吸い込まれる。

「ぐああああっ!!」

　衝しよう撃げきと電撃、両方を一度に食らった王子様は派手に吹ふっ飛び……そして動かなくなった。

　それを見届け、膝ひざをつく大神さん。

　犬たちと事態を見守るしかなかったりんごさんは、ようやく大神さんに駆かけ寄る。

「涼りよう子こちゃん、涼子ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「ああ、大丈夫だ」

「よかった、よかったですの!!」

　大神さんに抱だきつくりんごさん。亮りよう士しくんもどこからか姿を現した。

「涼子さん！　大丈夫っスか!?」

「ん、おお大丈夫だ」
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「ほんと、ほんとよかったっス!!」

　もうすでに半泣きの亮りよう士しくん。その様子を見て大おお神かみさんは頰ほほをゆるめる。

「でも、最後のパンチはどうして当たったんですの？」

「ああ」

　大神さんは拳こぶしのねこねこナックルを見せる。

「これ、耳でてるだろ」

　ねこねこナックルは猫ねこという形状故ゆえ、耳が拳こぶしの上に飛び出ることになる。

「これがどうしたんですの？」

　大神さんは亮士くんをちらりと見て言った。

「これを亮士が後ろから撃うったんだ。その衝しよう撃げきで、いきなりパンチの軌き道どうが変わって、そこで伸のびてる王おう子じ様に当たったわけだ」

「そんな！　それぶっつけ本番でやったんですの」

「ああ」

　なんでもないことのように頷うなずく大神さん。

「しっ信じられないですの。というかなんでそんなことが森もり野の君はできるんですの？　パンチする涼りよう子こちゃんはともかく、そのパンチ最中にあんな小さな的に当てるなんて」

　その問いに亮士くんは照れながら答えた。

「あいつの動きは速いし読めないっスけど、涼子さんの動きならおれは読めるんっスよ」

　そこで大神さんに視線を向けて続けた。

「だっておれ、ずっと涼子さんを見てたんスから」

　その答えにりんごさんは啞あ然ぜんとしたあと、ゆっくり笑えみを浮かべた。

「あらあらまあまあですの。涼子ちゃん無茶苦茶愛されてますのね？」

「ぐっ」

　真っ赤になった大神さんは顔を背そむけ、そこで見たものに驚きよう愕がくした。

「なってめえ!!」

　そこには倒たおれたまま、携けい帯たい電話を手にした王子様がいた。

「あ、僕だよ。入ってきていいよ」

　ゆっくり立ち上がる王子様。

「トドメは刺さしておくべきだったね。おっと動かない方がいいよ。身体からだが痺しびれてふらふらするけど、半死半生の大神君には負けないし、赤あか井い君に負けるはずもない。それにそこの彼、名前忘れたけど視線が怖こわいんだったよね。今僕の視線を受けて固まっちゃってるし」

「さっきの電話は？」

「あれだよ。もしものときのため、あとで君たちを運ぶために人を呼んでたんだよ。全く、うれしいね」

「うれしいだぁ」

「あたりまえだよ。苦労すればするほど、努力すればするほど、願いが叶かなったときはうれしいものだろう？　いや、久しぶりだよこんなに苦労したのは。ほんと楽しみで楽しみで仕方ないよ。君たちを僕の思い通りにできたら、どれだけ楽しくて心地よくて気持ちいいのかな？　どれだけの感動があるのかな？　全然想像もできないよ」

　そう言って、心の底からの笑えみを浮かべる王子様。

「いやいや、強い女の子はいいねぇ。ほんと征せい服ふくしがいがあるというか」

　その王おう子じ様の様子に、大おお神かみさんとりんごさんは悔くやしさで顔を歪ゆがめ、憎にくしみの瞳ひとみで王子様を睨にらむ。

　そして大神さんが口を開こうとしたそのとき、

「ふざけるな!!」

　それよりも先にそう言う叫さけび声が響ひびいた。

「ん？　なんだい？　邪じや魔まなんでそこで固まっててよ」

　王子様は亮りよう士しくんを殺気を込めた瞳で睨みつける。

「ふざ……ける……な」

　その視線を受けながらも亮士くんは足を一歩踏ふみ出した。

「この……馬ば鹿か野や郎ろうが……涼りよう子こさんはな……強いんじゃない」

　また一歩踏み出す。

「……強くあろうとしてるんだよ!!」

　もう一歩。

「必死に努力して」

　一歩。

「誰だれにも助けを求めずに」

　一歩。

「一人で」

　一歩。

　大神さんは一歩ずつ王子様に向かっていく亮士くんを見る。りんごさんはその大神さんの手をそっと握にぎる。

「初めて涼子さんを見たとき、おれは見た目と中身が合ってないような変な違い和わ感を覚えた。最初はなんでかわからなかった」

　亮士くんは顔を上げ、王子様の視線を真っ正面から受け止める。

「でも、側そばにいるようになって理由がわかってきた。涼子さん……本当はかわいい女の子なんだよ。かわいいものが好きで恥はずかしがり屋で赤せき面めん症しようで素す直なおじゃない。そんな普通の女の子なんだよ」

　視線を真っ正面から受けたため、がたがた震ふるえる亮りよう士しくんの身体からだ。しかし、それでも亮士くんはまた一歩また一歩と足を踏ふみ出していく。

「なのに、噓うそをついて自分を隠かくして強がっている。自分に、噓ついて噓ついて噓ついて……そうしないと強がれないほど、涼りよう子こさんは弱いんだ」

　王おう子じ様の視線にさらされつつもいつの間にか亮士くんは王子様の前、そし亮士くんは大きく拳こぶしを振ふり上げる。

「でもそんな自分が嫌いやでがんばってるから、噓をついてでも強くあろうとしてるから、だから……だから涼子さんは強いんだよこのボケがっ!!」

　視線にさらされているため、ぎこちなく弱いパンチ。それはふらふらの王子様にすら避さけられる。

「ぐはっ」

　王子様のカウンターで殴なぐり飛ばされる亮士くん。しかし唇くちびるから流れた血をぬぐいながら立ち上がる。

「なんだい、君は彼女の騎士ナイトのつもりかい？　さっきまで彼女の後ろでこそこそ隠かくれていたくせに」

　馬ば鹿かにするように笑う王子様。亮士くんはその王子様の目をまっすぐに見つめ返す。

「……おれは騎士なんかじゃないよ。……盾たてにも剣けんにもなれない、……ただ後ろに隠れてちまちま援えん護ごするしか能がない……おれはね」

　視線を耐たえつつ、再びゆっくりとした動きで王子様に向かっていく亮士くん。少しずつぎこちなさが消えていく亮士くんの身体からだ。

「でも……だからこそできることもある」

　そして再び王子様の前へと進んで行く。その亮士くんの顔に王子様のパンチが突つき刺ささる。

「ぐっ」

　吹き飛ばされる亮士くん、しかし亮士くんは倒たおれない。

「なら、なんだというんだ君は！」

　全く自分の思い通りにならない亮士くんに、王子様は初めて怒いかりをあらわにした。

　そして怒りのまま亮士くんを殴なぐり、そのパンチは狙ねらい違たがわず亮士くんの顔にめり込む。が、亮士くんは倒れずその腕うでをつかんだ。

「おれは……涼子さんを……自分ができる方法で守る。おれは、涼子さんの……」

　そして王子様の腕をつかんだまま残った右腕を振ふり上げ、

「くっ離はなせ」

「狩人かりゆうどだっ!!」

　渾こん身しんの力で振り下ろした。

「ぐはっ」

　ぎこちなさの消えた亮りよう士しくん渾こん身しんの一いち撃げきは、見事に王おう子じ様の顔に突つき刺ささり、そしてそのまま王子様は崩くずれ落ちた。

　その様子を見届けた亮士くんは……

「それに……涼りよう子こさんを仕し留とめるのは……おれだ」

　そんな問題発言とともに前のめりに倒たおれた。




　見事なダブルノックアウト、その様子を無言で見ていた大おお神かみさんとりんごさんだが、よろよろと歩いて来たフランソワとエリザベスが二人の顔をなめると正気に戻もどった。

「ワウッ」

　それを確認すると、二匹ひきは動かない亮士くんの下もとに向かう。

　ようやく正気に戻った二人、りんごさんはどことなくぽーっとした感じで言った。

「…………いや、森もり野の君無茶苦茶かっこよかったですの」

　それに無意識に答える大神さん。

「……ああ」

　しかし、頭がはっきりするにつれ自分が何を言ったのか理解し顔を真っ赤にする大神さん。

「……………………………………はっ!!　いや今のはナシだ、ナシ!!」

「え～え～!!　マジですの？　マジなんですの!?　涼子ちゃんにとうとう春が」

「そんなこと言ってる場合じゃねえよ！　早く逃にげないと応おう援えんが……」

　そこまで言ったところで、倉そう庫この扉とびらが開き始める。

「間に合わなかったか!!」

「そんな……」

　悔くやむ大神さんたちに王おう子じ様の声がかかる。

「ぐっ、はは、どうやら僕の……勝ちみたいだね」

「てめぇ、まだ生きてやがったのか。往おう生じよう際ぎわがわりぃ!!」

　大神さんは立ち上がり、もう一度電でん撃げきを食らわせようとする。が、間に合わない。

　錆さびた音を立てながら扉は開ききり大神さんは………………現れた人ひと影かげに絶句した。

　そこにいたのは、ガスマスクをつけ、はたきを持ったメイドと、ガスマスクをつけほうきを持った魔ま女じよと、ガスマスクをつけたなんの変へん哲てつもないこともない燕えん尾び服ふくの少年。という違い和わ感が具現化したようなとても正気とは思えない異常な光景。

「せっ、先せん輩ぱい？」

　大神さんがその三人におそるおそる聞いてみる。それ以外考えられないが、それでも思わず疑問系。

「お待たせしました」

「ちょっとおくれちゃったかナー？　かナー？」

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶかい？　どうにか大丈夫なようだね？　よかったよかった？」

　大当たり。この異次元からやってきたような三人にりんごさんは叫さけぶ。

「頭とう取どりさん、おつう先せん輩ぱい、魔ま女じよ先輩、外に誰だれかいませんでしたの!?　いないなら迎むかえ撃うつか逃げないといけませんの!!」

「ああ、その方たちでしたらそこで皆みなさんよく寝ねてらっしゃいます」

　外がよく見えるように脇わきに避さける三人。すると地面に倒たおれ込んだ五人ほどの男の姿が見えた。咳せき込んだり涙なみだを流したりして呻うめいている。

「えっと……」

「あやしいし、この中に入ろうとしてたからやっつけちゃったのヨー」

　ハイテンションな魔女さんが答える。

「なっ、そいつらはそれなりに使える奴やつらだぞ？」

　王おう子じ様が驚おどろきの声を上げる。

「いくら強くても、目が見えなければ勝てません」

「あちき特製、催さい涙るい弾だん、涙ぽろぽろおもひでぽろぽろ君一号はすごいヨー！　褒ほめて褒めてヨー!!」

　その様子と格好を見て何をしたか悟さとる三人。

「要するに催涙ガスばらまいて、その隙すきにガスマスクつけた三人でたこ殴なぐりにしたと……」

　さすがの大おお神かみさんもあきれ声。

「まあ、僕は荒あら事ごとは苦手だけど、催涙ガスで苦しんでる人間にトドメを刺さすぐらいはできるよ？」

　そんな自じ慢まんにもならないことを自信満々に言う頭とう取どりさん。

　ガハハハー、うふふふ、ははははとか笑ってるガスマスクの三人。

「これでも急いできたんだよ？　あまりに急だったから、人を集める暇ひまがなかったんだよね？　だからしょうがなく僕らが出で張ばってきたんだけど？　こういうことに一番向かないアリス君は流石さすがに来てないけどね？」

「と、いうわけで、かわいい後こう輩はいをいじめてくださったこの方にお仕置きをいたしましょう」

「そうだね？　かなりの貸しができたのでたっぷり利子つけて返してもらわないとね？」

　おつうさんが王子様を簀す巻まきにし、頭取さんが猿さるぐつわをかませる。

　ムームー唸うなる王子様。

「というわけで、こいつは任せて欲しいのヨー。素す敵てきで素直なよい子になる薬の実験するのヨー」

「ああ、魔女さんせめて動物実験のあとに」

「それは動物がかわいそうなのヨー」

　物ぶつ騒そうな会話に、暴れ出す王子様。しかし、気にせず頭取さんたち三人はそれを引きずり歩き出した。

「では、皆みなさんご苦労様でした。この方には生き地じ獄ごくを見せて、この街にいられないようにしたあと、どこかに消えていただこうと思います。見たい方は、明日部室まで来てください」

「ま、ランキング一位陥かん落らくは間ま違ちがいないのヨー」

「いや、次のランキングがとても楽しみだね？」

「でもよ!!」

　自分でお仕置きしたい大おお神かみさんが渋しぶる。

「だめです！　ちゃんと手当てして、ゆっくり休んでください」

「そうヨー、先せん輩ぱいに任せなさいヨー。こう見えても、拷ごう問もんはとてもとくいなんだヨー」

　ビターンビーターンと動く足だけで暴れる王おう子じ様。生きのいいエビとか魚とかの魚ぎよ介かい類系の動きだ。

「それでは」

「ご苦労様でした？　あと、お大事に？」

「出発進行ヨー」

　去っていくガスマスクをつけたままのメイドさんと魔ま女じよさんと頭とう取どりさんは王子様の呻うめき声を残して消えていった。




「おい、起きろ」

「起きてくださいの」

　騒さわがしい三人組と王子様が去ったあと正気に戻もどった大おお神かみさんとりんごさんが、倒たおれていた亮りよう士しくんを仰あお向むけにしてゆさゆさと揺ゆする。

　しばらくして亮士くん。

「う……」

　そんな呻く声とともに目を開け……自分を見下ろす大神さんとりんごさんに気がついた。

「…………」

「…………」

　大神さんと亮士くんの視線が合った。

「あっあっあっ」

「なんだ？　どこか痛むのか？」

　大神さんが心配そうにのぞき込む、見つめ合う二人。

　そして……

「見ないで、見ないで～!!　見ないで欲しいっス[image: ～][image: ～]!!」

　いつもの発作を起こした。

　それを見た大神さん、心配する気がなくなって立ち上がる。その様子を見てりんごさんは残念そうに言った。

「あらまあ、せっかくよい雰ふん囲い気きでしたのに……」

「どこがだよっ!!　それにオレは、こんなヘタレは好みじゃないんだよ!!　オレのタイプは男らしい……」

「なら、問題ないじゃないですの？　さっきの亮りよう士しくん、無茶苦茶男らしくてかっこよかったじゃないですの？」

「うっそれは……でも、今のこいつはヘタレだ!!」

　未いまだ錯さく乱らんして見ないでーと叫んでいる亮士くんを指さす。確かにかなりのヘタレっぷりを発散している亮士くん。

「ふふ、でもまあ涼りよう子こちゃんが男らしい森もり野の君に会えるのは時間の問題だと思いますの」

「なんでだ？」

　そう聞き返す大おお神かみさんにりんごさんは本当に楽しそうな笑顔で答えた。

「仕し留とめた獲え物ものに怯おびえる狩人かりゆうどなんているわけないんですのよ？」




　と、いうわけで男として一皮むけたりょうしくんに救われた、囚とらわれのうそつきおおかみさんはこれを機に正直になり、うそつきおおかみ少女の称しよう号ごうを返上。そしてかわいい女の子に……

「おい、亮士」

「はっはいっス」

　…………なるわけもなく、りょうしくんもヘタレのままで、何もかもが元通り。

「……ありがとよ」

　ただ、大神さんの噓の毛皮の中身を除のぞいては。

「えっなにっスか？　よく聞こえなかったんスけど」

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]なんでもねーよ!!　このボケっ!!」

「痛いっス！」

　そんなわけでうそつきおおかみさんとヘタレなりょうしくんは、それなりに仲良くやっているのでした。


めでたしめでたし









　　　あとがき




　どうもすいません。沖おき田た雅まさしです、すいません。お久しぶりです、すいません。

　と、文章の合間合間に謝あやまりたくなるほどやっちゃいました沖田雅です。

　刊行ペースが順調に二ヶ月ずつ延びちゃってますね。なんでこんな事になったかというと、担当さんに次は新シリーズ行きませんかと言われて「いいっすよー」とか安やす請うけ合あいした馬ば鹿かのせいです。

　オオカミさん、プロット出したの確か一年以上前だったりするんですが、（先ぼく０と同じくらいには確か出してたような気が……）それなのに、なぜこんなに延びたのかですが……フっ……色々あったんですよ。（遠い目で遠くを見つつ）

　……すいません。思う存分（私の耳に入らないようくれぐれも注意して）罵ののしってください。王様の耳はロバの耳みたいに井戸の中に吠ほえるのがおすすめです。

　…………すいません、ちょっと調子に乗ってしまいました。

　とりあえず、引ひっ越こししたら、部屋が広くなって、腰よう痛つうと頭痛が治って書くペースが上がってきたので次は早めに出せると思います。（[image: ←]いいわけと責任転てん嫁かをしつつ、ちょっと自分を追い込んでみました）……ほんとすいません。

　……で、ここから先かなりネタバレ風味な話なので、読んでない方は回れ右してください。




　えー、この「オオカミさん」ですが、第一次スーパー童話大戦とかそんな感じです。古今東西の童話や昔話からキャラを現代に連れてきて私の偏へん見けんや趣しゆ味みで肉付けしてキャラを作りました。

　りんごさんとか悪あく魔ま合体して今後ともよろしくな感じでできたキャラも多数です。頭とう取どりさん燕えん尾び服ふくなのは完かん璧ぺきに偏見です。キリギリスは燕尾服にバイオリンでしょう。本当はバイオリンも持たせたかったんですが無理そうなので良い声で鳴いてもらいました。というか、頭取さんの名前はかなりこじつけ。気にしないでください。とまあ、こんな感じでキャラを作りました。

　書いてる最中に、消えたキャラや性格が変わったキャラ、色々いますが、ヒロインのおおかみさんだけは最初からあんな感じでした。おおかみさんはお気に入りです。

　一番変わったのは亮りよう士し君、最初はコミュニケーションが取れないほどの対人恐きよう怖ふ症しようだったんですが、会話が成立しないと文字通り話にならないことに気がついて（書く前に気がつけと言いたい）症状が緩かん和わされました。話の最初から最後まで錯さく乱らんしているヒーローは流石さすがにまずいです。

　この話を書くに当たってやりたかったのは、色々抱かかえた女の子をやるときはやる男の子が助ける話です。狙ねらったのは少年漫まん画が的王道。読み終わったあと、爽そう快かいな気分になれるまっすぐな話を書きたかったのですがどうだったでしょうか？

　ストーリーの基本は王おう子じ様が囚とらわれのお姫ひめ様さまを助け出す話（噓うそは言ってないですよね？）で、配役が色々おかしいのは趣しゆ味み。そもそも童話の嫌きらわれ者オオカミがヒロインですからねー。

　オオカミっていろんな童話に出てくるけど、いっつも嫌いやな役ですからね。でもうちのおおかみさんはいい娘こです。

　亮りよう士し君はもちろん猟りよう師し─狩人かりゆうどで、木こりの役も兼けん任にんしてもらおうと思ってます。この二人がいるだけでいろいろな童話に関かかわれるんですよね。

　ざっと思いつくだけで「三匹びきの子こ豚ぶた」「白雪姫」「金の斧おの銀の斧」「七匹の子ヤギ」などなど。

　このように「オオカミさん」は童話、昔話のストーリーを下した敷じきにしつつ、それをこねくり回して変な化学反応起こさせておはなしを作ってます。なので、元のおはなしを知ってるほうが楽しめるかもしれません。というか、知らない人のほうが少ないですよね。

　今回の浦うら島しま太た郎ろうのおはなしは個人的にお気に入りです。

　ちなみにタイトルの七人は、御お伽とぎ銀ぎん行こうの面々に浦島さんを足して七人の予定です。浦島さんは次で加わると思います。これを書いている時点（要するに発売前）で２を書いてるんですが、それはどうなんでしょうか。そんなに強気で良いんでしょうか。予告しますと２は桃もも太た郎ろうが出てくる予定です。今回、桃ちゃんは名前だけ出てきましたし、鬼おにヶが島しま高校はそのまんまですね。が、話的には相変わらずどうなるかはわかりません。

　その次が先せん輩ぱいとぼくの予定なのですが、早めに出せるようがんばります。待っていただいている方すいません。




　というわけで今回の後書きは、謝あやまり続けるのもなんなんで、おはなしについて色々書いてみましたがどうでしょうか？　少なくとも謝り続けるよりは建設的なんではないかと。

　それではお世話になった方々に感謝を。

　担当の高林さん。なんかもう、迷めい惑わくかけすぎて、なんと謝罪すればいいのかわからないぐらいなので、感謝の言葉だけを書きます。本当にありがとうございました。

　イラストのうなじさん。素す敵てきなイラストありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　この本の制作に関わってくださった皆みな様、本当にありがとうございます。

　そして、この本を読んでくださった皆様。

　この本は爽そう快かいな気分になれるようなまっすぐな話を目指したと先ほども書きましたが、もしみなさんが今そのような気分でこの後書きを読んでくださっているなら望外の喜びです。

　本当にありがとうございました。

　それでは次巻でお逢あいできたらと思います。


沖おき田た　雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]イヌ耳ですネコ耳ではなくイヌ耳。なぜか？　それはこの本の裏を見たらわかるはず。そう、大神さんはイヌ耳（オオカミ耳？）が似合うんです、犬科ですしね！　ああ獣耳は良い！　あと、しっぽも肉球も（要するになんでも良い）
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イラスト／うなじ

１９８０年生まれ、広島県在住。無職ひきこもり兼イラストレーター。最近自転車を新調したので、うずくまる場所が部屋の隅から河川敷にレベルアップ。次は橋の下だ！
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